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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　昔──街は生き物なのだと教わった。

　石と鉄と煉れん瓦がと木材で出来てはいても、それは確かに生きているのだ、と。

　血の巡めぐりの如ごとく、人や物がその内を動き回り、息をするかの如く、出入りをする。古びた家屋は建て直され、荒あれた道路は敷しき直され、そうやって少しずつ変化をしながらも、街は街として己おのれを維い持じし、時に成長しながら、人と共に生きているのだとジンゴ・ミネベは教わった。

『まるで虫と樹だね』と幼いジンゴが評すると、祖父は孫の卓たつ見けんに呵か々かと笑った。

　優やさしく賢かしこかった祖父はもう居ない。

　故郷を追われたあの日に、彼は死んだ。

　恐おそらくジンゴの故郷も同じ日に死んだのだろう。深々と穿うがたれた傷口から流血するかの様に、とめどなく、殆ほとんどの人々が逃にげ去ってしまったから。

　この街も同じだ──とジンゴは思う。

　故郷にはもう何年も戻もどっていないが、恐らく、こんな在り様なのだろう。容易たやすく想像が出来る。出来てしまう。此処ここに来るまでに、ジンゴは同様の街を幾いくつも見てきたからだ。

「…………」

　街は──陰いん鬱うつな滅ほろびに覆おおわれていた。

　かつて五十万を超こえる人々が暮らし、昼夜を問わず賑にぎわいを見せていたという、西方域きっての大都市が……今や、廃はい墟きよの様相を呈ていしている。

　人々の営みを示す灯ともし火びは消えて久しく、忙せわしなく道を行き来していた機車や馬車はあちらこちらに放置されたまま、再び動く事は無い。建物の多くは損そん壊かいし、補修も手入れもされぬまま、薄うす汚よごれ、亀き裂れつが入り、ゆっくりと全すべてが荒こう廃はいし続けている。

「…………くそ」

　ジンゴの前を行くセオドアから、ぽつりと言葉が漏もれた。

「奴やつ等ら……調子に乗ってやがる」

「……セオドア」

　セオドアと並んで先頭を歩くトバイアスが、窘たしなめる様に小声で言った。

「黙だまれ。歩け。もう少しだ」

「……分かってる。すまねえ」

　そう返しながら、セオドアは再び俯うつむいて、視線を足あし下もとに落とした。

　頭巾フードの下の顔を見られぬ用心というより、それは周囲の光景を目にしない為ためであったろう。見れば我が慢まんできず、悪態や呪じゆ詛そがまた漏れてしまう。あるいは言葉にすらならず、獣けものの様に怒いかりの咆ほう哮こうを発してしまうか。

　この都市の風景は……ジンゴ達にとって、正視に耐たえぬものになっていた。

　ただ荒れ果てているというだけではない。それに加えて、人間の尊厳というものを根ね刮こそぎ踏ふみにじる光景が、此処では珍めずらしくない──どころか、それが日常となっている。

　例えば、通りのあちらこちらに、邪じや魔まだとばかりに積み上げられた人骨。

　例えば、飾かざりなのか、干物にでもするのか、軒のき先さきに吊つるされた腕うでや脚あしや首。

　例えば、逃げぬ様にと、手足の筋を切られて転がされている元の住民達。

　例えば………………

　およそ考えつく限りの暴ぼう虐ぎやくが、此処では当然の様に行われている。

　なまじ元の住民が皆みな殺ごろしにされていないだけ、より漂ただよう空気は陰いん惨さんだった。

　生き残った住民達は、いつか自分達も、ああなるのだと──もう自分達は奴ど隷れい、いや家か畜ちくなのだという事を延々と見せつけられる。早々に考える事、喜き怒ど哀あい楽らくを感じる事を棄すてねば、生きてなどいられまい。時折見かける人間はいずれも、死んだ魚の様に虚うつろな眼めをしていた。

　彼等の未来は、おおよそ三通りに分けられる。

　喰くわれるか。嬲なぶられるか。あるいは……

「いやっ……いやっ……やめて……許して……」

　悲鳴と呼ぶには、あまりに弱々しい声が漂ってきた。

　通りの先で、小さな女の子が泣いている。

　十歳を幾つか過ぎた位であろうか。物事の道理が分かる年ねん齢れいだ。

　だからこそ、哀あわれだった。

　自分がこれから何をされるのか、どうなってしまうのか、理解出来る。出来てしまう。

　子供は革かわ紐ひもで縛しばられていた。ろくに身動きは出来ないだろう。その上で、まるで調理台の上の肉の様に、大きな机の上に転がされていた。

　その机を取り囲むのは──

「魔ヴイ物シヤスめッ……」

　ついセオドアの口から再び言葉が漏れる。

　だが今度はトバイアスも咎とがめはしなかった。セオドアが必死に己を抑おさえ込んでいるのが分かるからだろう。以前の彼ならば、毒づく前に愛用の武器を掲かかげて飛び出していたからだ。この大おお柄がらで禿とく頭とうの重ヘヴイ戦ソル士ジヤーは、眠ねむそうな外見に反して、激情家で──そして何より、子供好きだった。

「やめて……おねがい……おねがいします……いや……いやっ……」

　子供は自由になる首を何度も振ふりながらそう訴うつたえていたが、無む駄だな行こう為いだった。

　会話が成立する様な相手ではない。ましてや懇こん願がんが届く相手でもない。左右から伸のびてきた毛むくじゃらの手によって押さえ込まれ、更さらには黙れとばかりに、口には剛ごう毛もうに覆われた指が何本かまとめて強ごう引いんに押し込まれた。

　机を取り囲んでいるのは、四体の──魔物だった。

　人間に近い形状の……二本脚で立つ奴も居れば、四つ足のままの、獣そのものといった姿の奴も居た。剛毛に覆われている奴もいれば、鱗うろこに覆われている奴も居る。

　魔物の外見は様々──個体差が激しい。

　その姿は、基本的に苗床にしている生き物の外見に大きく依い存ぞんする。その為、違ちがう生き物を苗床に発生すれば、当然その姿も変わってくる。その後に魔力によってその身体からだは異形に変質していく事が多いが、それでも基もとになった生き物の形は何らかの形で残るものだ。毛むくじゃらの魔物は猿さるを、鱗の魔物は鰐わにを、四つ足の魔物は牛か馬を苗床に発生したのだろう。

　奴等に共通するのはただ一点。

　頭部に生えている……『角ホーン』のみだ。

　いや。それは牛や鹿しかや羊の雄おすに生えるそれとは、また別のものだ。だが頭部に生えている事と、その形状から習慣的に『角』と呼ばれていた。正式には『魔ス力テ芯ム』と呼ぶそうだが、その語を使うのは、魔物の研究を専門にしている賢けん者じや達位のものである。

　姿形がどれだけ違えども、およそ、魔物と呼ばれる存在は全てその『角』を持つ。

　そして、毛むくじゃらの魔物が手にしているのも──その『角』だった。

「…………」

「──ジンゴ」

　無言で前に出ようとしたジンゴの肩かたを、振り返ったトバイアスが摑つかんで止める。

　恐らくはあの光景を目にして、ジンゴが、セオドアよりも先に我慢の限界に達すると見当をつけていたのだろう。魔物によって故郷を追われ、逃とう避ひ行こうを続ける際……四つ下の妹が亡なくなったという話は、以前、トバイアスにした事があった。

「俺達が今、ここで、すべき事は何だ？」

　トバイアスは低く小さく抑えた声でそう問うてくる。

「ここで、あの子を助けて、共に、死んでやる事か？」

「………………違います」

　ジンゴは血を吐はく様な想おもいでそう答えた。

　今、此処で飛び出せば、あの魔物共は倒たおせるかもしれない。子供も救えるかもしれない。

　だが、それだけだ。魔物の支配領域に深々と潜せん入にゆうしたジンゴ達の存在は露ろ呈ていし、押し寄せる魔物の大群を前に、ジンゴ達は潰つぶされる。

　本来の役目──使命を果たす事も出来ずに。

「気持ちは分かる。だが、駄だ目めだ」

「……はい」

　ジンゴは唇くちびるを嚙かみながら列の二番目に戻った。

「やめっ……」

　子供の額に、魔物の持つ『角』が押しつけられる。

「ひっ……ぎっ……いぎっ……！」

　途と端たん、少女が陸に打ち上げられた魚の様に、びくんびくんと身体を痙けい攣れんさせ始めた。

　角を押しつけられた皮ひ膚ふが溶とかされ、その奥の骨も溶かされ、脳に角から伸びた神経糸が入り込んでいるからだろう。脳に痛覚は無いので、肉体的な痛みはさして感じない筈はずだが……代わりに、『中身』を丸ごと書き換えられる恐きよう怖ふと混乱で、依より代しろになる動物は、激しく暴れるのだという。

　本能が理解するのだ。それが──それもまた、一つの『死』であるのだと。

「…………」

　ジンゴ達は黙って、俯き、そして魔物達の『儀ぎ式しき』の横を通り過ぎていく。

　魔物達は『儀式』に夢中で、ジンゴ達に注意を向ける様子は無い。

　やがて──

「…………」

　ジンゴの視界の端はしから外れようというその時──魔物達の手が離はなれ、暴れるのを止めた子供が、ゆっくりと身を起こすのが見えた。

　数秒前までの恐きよう慌こうが噓うそであるかの様に、表情の無い顔、何処どこか濁にごった眼で。

　あれはもう人間の子供ではない。人間としてのあの子供は、もう、死んだ。ジンゴ達が見殺しにした。紛まぎれもない事実だ。

　だが……自分達が此処で果てれば、間ま違ちがいなく、ああいう目に遭あう子供が今後、何百、いや、何千、何万と、あるいはそれ以上に出てくる。

　だから見捨てねばならない。だから見て見ぬ振りをせねばならない。

　自分達は神ではない。誰だれも彼もは救えない。

　自分達は単なる──『勇者ブレイブ』なのだから。

　…………

「……ここだ」

　どれだけ歩いただろうか。

　突とつ然ぜん──ふと思い出したかの様にトバイアスが言った。

「…………」

　ずっと俯いて歩いていたジンゴ達は、トバイアスの言葉に促うながされ、揃そろって目の前にそびえている建物を見上げた。

　それはかつて、この街を治める領主の城だった建物だ。

　さすがに領主の御ご座ざ所しよだけあって頑がん強きような造りであるらしく、この荒廃した街の中に在って、その佇まいは以前とさして変わってはいない。傾かたむいてもいなければ崩くずれてもいない。だが、この都市に蔓まん延えんする陰鬱な空気のせいか、ジンゴ達の緊きん張ちようのせいか、それはひどく威い圧あつ的で、敵意が滲にじみ、今にも頭上にのしかかってきそうな印象があった。

　城門は──開かれたままだ。

「…………」

　ジンゴ達は、トバイアスとセオドアを先頭に、城の中へと足を踏み入れる。

　城内では時折、魔物の姿を見かける事はあったが、ジンゴ達を見て何者かと誰すい何かしてくる様な事は無かった。それぞれが好き勝手に、好きな場所にたむろしているだけで、城内で見かける魔物は、たまたまそこに居ただけ、なのだろう。

　基本的に魔物の性状は『けだもの』なのだ。

　なのに、こんな奴やつ等らが──いざ人間と戦うとなると、一糸乱れぬ動きを示す軍勢になる。武器を用い、戦術を用い、戦略を用いて、異様に緻ち密みつで素す早ばやい連係を示す。

　それもこれも、全すべては──

「……ここだ」

　低い声でトバイアスが告げる。

　ジンゴ達は特に障害に出会うでもなく──予想よりも遥はるかに早く、目的の場所に辿たどり着く事が出来た。此処ここに辿り着くまでの苦労を思えば、拍ひよう子し抜ぬけする程ほどだ。

「…………」

　やはり開け放たれたままの扉とびらをくぐって、ジンゴ達はその場に足を踏み入れた。

　城の最さい奥おう、玉座の間。

　壁かべに掲げられた王国旗や紋もん章しよう旗は、いずれも引き裂さかれ、あるいは汚よごれて無様に垂れ下がっていた。奥に向けて床ゆかに一筋敷しかれた紅あかい絨じゆう毯たんも、あちこちがどす黒く変色している。恐おそらくは此処で果てた人間の血が乾かわいたものだろう。よく見れば人骨と思おぼしきものがあちこちに積み上げられている。とりあえず邪じや魔まにならぬようにと端に寄せるという発想は在る様だが、完全に片付けてしまうという考え方はしないらしい。あるいは魔物にとってそれらは、戦トロ利品フイーなのかもしれなかった。

　そして──それらの先。

　これだけは汚れる事も壊こわされる事も無く、以前のままと思しき玉座が在る。

　そこに、一匹ぴきの魔物が腰こし掛かけていた。

「…………」

　一ひと際きわ巨きよ大だいな──天に向けて螺ら旋せんを描えがきつつ頭部を半周するかの様な、特とく徴ちよう的な一いつ対ついの角を左右から生やし、肘ひじ掛かけに片肘をついて眼を閉じている。微睡まどろんでいるのか。それとも何らかの思し索さくをしているのか。傍はた目めからは判別がつかない。人間に似てはいても、その中身はまるで別物なのだから。

　そう。その魔物は角と、尖とがり耳以外は、人間と変わらぬ姿形をしていた。

　むしろ……

「…………」

　その容姿は美しい、とさえジンゴには思えた。

　緩ゆるやかに波打つ長い金きん髪ぱつ、白く目鼻立ちの整った顔、ゆったりした黒の長着の襟えり元もとや袖そで口ぐちから見える肩かたや腕うでは、華きや奢しやにも見える。脱だつ力りよくして玉座に深く身を沈しずめる──ただそれだけの姿なのだが、そこにはある種の気品と優美さが滲んでいた。

　だが見た目に騙だまされてはいけない。この魔ヴイ物シヤスは他ほかの魔物とは違う。

　魔物の──王ロード。

　いや。女王と言うべきか。

「…………ん」

　ジンゴ達の気配に気付いたのだろう。ふと魔王が眼めを開く。

　血の様に紅い双そう眸ぼうが、五人の侵しん入にゆう者を睨ねめ付けた。

「何者か？」

　そう問うてくる──それこそが、この女の姿をした魔物が、王である証しよう拠こだった。

　魔物達は王を中心として魔力の『網あみ』を成し、意識の奥底で相そう互ごに繫つながるという。それ故ゆえに魔王は魔ネツ力トワ網ークの『芯しん』として全ての魔物を識しり、自らの手足の如ごとくに、無数のそれらを使し役えきしてのける。魔王の君臨により、本来は連係どころか社会という概がい念ねんをも持たない魔物の群れが、一匹の獣けものの如く、完かん璧ぺきに統制のとれた軍隊と化すのだ。

　魔王は無意識の内に魔力網を参照し、今、目の前に居る五名が、自分に繫がっていないという事を察知したのだろう。魔物は人間と異なり、後天的な知識や技術で魔法を使うのではなく、本能でこれを操あやつる。

　だが……

「わ……我等……『角』を……傷つけ、て、しまいまして、ござ、ござい、ます」

　わずかに俯うつむいたまま──敢あえてたどたどしい口調と発音で魔物らしさを装い、トバイアスはそう言った。

「どうか、陛下、の、お力にて、癒いやし、を……」

　魔物達は、『角』を以もつて魔力網に繫がる。

　即すなわち『角』は魔物の魔物たる証あかしだ。

　逆に言えば、『角』を折られた魔物は魔物として不完全な存在、つまりは半はん端ぱ者の扱あつかいになってしまうという。その疎そ外がい感は他の生き物にははかり知れぬものだろう。勿もち論ろん、人間がそうした魔物に同情を感じる事は無いが、理解した上で利用する事は出来る。

「ふむ……？」

　魔王は首を傾かしげて、しばし黙もつ考こうする。

　その間にもジンゴ達はゆっくりと、相手を刺し激げきしない歩調を心こころ掛がけて玉座に近づいていく。未まだだ。未だ遠い。支し援えん魔法を用いて加速したとしても、相手の急所に武器を突つき立てるまでに三秒は掛かかる。そもそも魔法を迂う闊かつに発動させれば気取られかねない。

　出来るだけ近づかねば──

「……貴様等」

　不意に、魔王は血色の眼を細めて言った。

「我が民たみではないな。人間か」

「セオドアッ！　ジンゴッ！」

「承知ッ！」

　トバイアスの叫さけびと同時に、ジンゴとセオドアは床を蹴けっていた。

　次の瞬しゆん間かん、顔を上げたトバイアスが圧縮スクリー詠唱ミングを開始。

「──〈加速アクセル〉ッ！」

　口笛の如き甲かん高だかい呪じゆ文もん詠えい唱しようと共に〈加速〉の魔法が発動。一瞬遅れて更さらにジョスリンが圧縮詠唱。こちらは〈強エン化ハンス〉の魔法。共に五名全員に掛ける多パ目ラ標レ同ル時プ祈レ禱イである。〈勇者〉と呼ばれる魔法改造兵士の中でも、癸種〈マル勇者〉クト──即ち〈魔導ウイザ師ード〉型のみが使用可能な高等魔法だ。

　放たれた矢の如く、目標へと疾しつ駆くするジンゴとセオドア。

〈加速〉の影えい響きようで、視界が狭せばまり、視野が夕暮れ時の如く暗くなる。

　だが既すでにジンゴもセオドアも相手を見み据すえている。〈加速〉を受けた二人の動体視力を以てすれば対象を見失う事は無い。問題は無い。

　ただ──

「……くッ」

　ジンゴ達の脚きやく力りよくならば、わずか十歩余り、踏とう破はに一瞬とかからぬ筈のその距きよ離りが、無限にも感じられるのは〈加速〉で精神を疾しつ走そうさせているせいか──それとも、魔王を目の前にした焦あせりのせいか。

「──〈治癒キユア〉ッ！」

　ジンゴとセオドアは共に外がい套とうをはね上げ、武器を構えつつ、自らも仮想レジ魔力槽ボアの魔力を用いて、〈治癒〉の魔法を圧縮詠唱。

　意識に焼き込まれた魔方サーキ陣ツトが詠唱に合わせて組み変わり、迅じん速そくに効果を発揮。〈加速〉と〈強化〉を受けた直後から全身に食い込んでいた苦痛がじんわりと和やわらぐのをジンゴは感じる。強きよう烈れつな──人間本来の限界を超こえた速度を絞しぼり出す程の〈加速〉とそれを支える筋力を絞り出すための〈強化〉の魔法──これらを一度に掛けられた肉体は、当然の様に壊れ始めるので、これを一秒でも遅おくらせる為ためのものである。

「滅ほろびよッ！　魔王！」

　セオドアが叫びながら、その大おお柄がらな身体からだを誇こ示じしてジンゴの前に出る。

　右手の魔ガン戦斧アクスを振ふりかざしながら彼は魔王に襲おそいかかるが──

「……小こ癪しやくな」

　魔王は玉座から立ち上がりつつ、右手を突き出してくる。

　白い繊せん手しゆの甲こうに刻まれた紋もん様ようが、呼吸するかの様に蒼あおい光を明めい滅めつさせるのが見えた。

　魔物は常時、肉体強化の魔法を自身に掛け続けている。魔力を代謝し常に魔法を帯びる生き物、それ故に奴等は魔物と呼ばれる。女の姿をしていても、その右手は熊くまの膂りよ力りよくをも上回るだろう。人間など一いち撃げきで首をもがれる。

　だが──

「──〈装甲メイル〉ッ！」

　セオドアの圧縮詠唱。連続サクセス祈禱プレイで効果を維い持じしていた〈治癒〉を一時中断しての魔法の切り替かえ。

　途と端たん、彼の全身で毛細血管が破は裂れつ──彼は紅い汗あせをかきながらも、その大柄な体たい軀くを覆おおう様にして三重の力場装甲を展開。丁種〈ホ勇者〉ド──即ち〈重ヘヴイ戦ソル士ジヤー〉型魔法改造兵士の真骨頂。己おのれの存在そのものを盾たてと化し、相手の初撃を食い止め、出で鼻ばなを挫くじく、後ごの先せん戦法である。

　だが──

「ぐおっ──」

　セオドアが呻うめく。

　魔王の白い繊手がセオドアの魔法力場装甲を三層とも貫かん通つう、最後に彼が掲かかげていた魔戦斧が辛かろうじて食い止めたからだ。魔戦斧が高い金属音を放つのがジンゴにも聞こえた。恐らく今の一撃で何処どこかが大きく歪ゆがんでいるだろう。もし内部の魔法マギエ機関ンジンが損そん壊かいしていれば、それはもう魔戦斧ではなく、単なる鉄てつ屑くずでしかない。

　一撃でこの威い力りよく。さすがは魔王。

　しかも魔王は、未だその本領を発揮していない。

　多くの魔物があくまで魔力を内向きに、肉体の強化と維持に使っているのに対して、魔人と呼ばれる一部の擬ぎ人じん型魔物は、個体としての知能が高く、余よ剰じよう魔力を蓄ちく積せきし、これを使って外部に投射する魔法を用いる事が可能だ──人間の様に。

　そして、魔王が魔王たる所以ゆえんは、魔力網から供給される──臣下の魔物達から献けん上じようされる膨ぼう大だいな魔力を用いた、強力無比かつ独自体系の魔法を扱える事だ。単に統とう率そつ者としてだけの存在ではない。個体としても事実上、魔物最強の存在が魔王なのだ。

　だが──

「ジンゴッ！」

「おうッ！」

　セオドアの背中を蹴る様にして──踏ふみ台として、ジンゴが跳ちよう躍やくする。

　初撃を防ぐ事で生じる、その隙すきを狙ねらう──本来、セオドアより身が軽い筈はずのジンゴが、彼よりも一瞬出遅れたのは、失敗ではなく、予あらかじめ、そうすると打ち合わせていたからだ。

　空中で身を捻ねじり一回転。

　ジンゴは手にした魔ガン長剣ソードを構えつつ、圧縮詠唱。

「〈遮蔽シールド〉ッ！」

　虚こ空くうに突きだした脚あしの先に、青白い光と共に力場平面が展開。

　セオドア同様、ジンゴは全身に血の汗をかきつつも、激痛に耐たえる。

　魔法によって瞬しゆん時じに構築された力場平面──本来は敵の攻こう撃げきを防ぐ一種の『盾』として使う魔法だ──これを足場として蹴り、ジンゴは空中で加速。背後から矢の様に魔王に襲いかかった。魔長剣の切っ先が狙うのは首筋。技わざは刺つ突き。死角たる背後頭上をとった直後、最短距離で急所を狙う暗殺技だ。

「──ッ」

　魔ま王おうが身を捻りながら左手を掲げた。

　剣先と首の間に置かれた掌てのひらが、ジンゴの刺突を受ける。だが突とつ撃げきの勢いを乗せた魔剣は止まらない。ずぶりとその白い掌に食い込んで、進む。

「ぬっ──」

　美しい魔王の横顔に、猛たけ々だけしい笑えみが浮うかぶ。

　魔剣の刃やいばに深々と──根元まで貫つらぬかれつつも、魔王はその指を握にぎり込んで魔剣を止めた。

「ははッ──小気味よいなッ！　人間ッ！」

　呵か々かと嗤わらう魔王。

　加速されたジンゴ達の意識では、普ふ通つうの言葉はひどく低く、聞き取りづらい程ほどに間延びして聞こえる筈なのだが……魔王の言葉はそのまま聞き取る事が出来た。恐おそらく最初から常時加速の魔法がその身に掛かっていて、自身の『速さ』を意識的に選せん択たくできるのだろう。

「バケモノめ──」

「よくぞここまで来た、人間ッ！　だが──」

「──〈城フオー塞トレス〉ッ！」

　魔王の言葉を遮さえぎる様に、トバイアスとジョスリンが同時に大技を圧縮詠唱。

〈装甲〉を大規模に拡大したもので、この効果範はん囲いの内と外を完全に隔かく離りするものだ。本来は、攻せめ寄せてくる軍勢に対して自分達を守る為に使う魔法なのだが、トバイアス達はこれを玉座の間そのものに、それも二重に掛けていた。

　これで外の魔物が雪崩なだれ込んでくる事を遅らせる事が出来ると共に、魔ネツ力トワ網ークを遮しや断だん、魔王が魔物達から魔力を吸い上げて大魔法を使う事を防げる。最初にこれを使わなかったのは、規模が大きい分、圧縮詠唱だけでは展開出来ず、事前に脳内で魔法術式を組み上げながら無声ミユート祈禱プレイを一定時間する必要があったからだ。

「──貴様等」

　右手にセオドア、左手にジンゴをぶら下げる様な体勢で表情を歪める魔王。

　セオドアは魔王の指に貫つらぬかれた愛用の魔戦斧ごと、魔王の腕を抱え込んでいた。〈装甲〉の三重力場と共に彼は全身で魔王の右腕にしがみついているのだ。

　恐らく魔王は気付いただろう──セオドアは勿論、ジンゴすら、彼女の両りよう腕うでを封ふうじる為の役割でしかなかったという事に。勿論、それぞれが必殺を意図して挑いどんだのは当然だが、それらが防がれる事も全すべて、想定の内だった。

　そして──

「魔王ォォオオッ！」

　それまで無言で、気配さえ殺しセオドアの背後に控ひかえていた最後の一人、甲種ケ〈勇テ者〉ル──〈拳モ闘ン士ク〉のアーネストが飛び出した。

　小こ柄がらで線の細いアーネストは、その外見から侮あなどられやすい。容姿そのものが相手の油断を誘さそう罠わななのだ。だが彼もまた〈勇者ブレイブ〉である。身体強化、特に加速と攻撃精度に特化したその性能は、仲間が強制的に作り出した隙を突くのに最も適する。

「っしゃあああああああああああああああッ！」

　アーネストの拳ナツクル鍔ダスターが魔王の右の角ホーンに叩たたき込まれる。頑がん強きようさを最優先し、魔法機関を組み込まれていないただの鋼の塊かたまりだが──それを握るアーネストの拳こぶしそのものが魔法を帯びている。〈勇者〉はその身体自体が魔法兵器だ。

　甲高い──美しいとさえいえる音が響ひびいた。

　魔ヴイ物シヤスの証あかしたる角の片方が、折れて、飛ぶ。

　だが次の瞬間……

「ぐおっ!?」

　床ゆかから跳はね上がった魔王の爪つま先さきが、アーネストの腹部に突き刺ささる。比ひ喩ゆではなく、誇こ張ちようでもなく、文字通りに──靴くつも履はかぬ素す足あしの一撃は、彼の腹を突き破り、背骨を砕くだき、そして背中にまで抜ぬけていた。

「がっ……はっ……」

　血を吐はきながら痙けい攣れんするアーネスト。

　常人は勿もち論ろん、〈勇者〉であろうと、即そく死ししてもおかしくない重傷だ。

　だが彼は、己に突つき刺さった魔王の脚を抜こうとはせず、両手両足を使ってむしろ魔王の脚にしがみついていた。

　これで魔王は角の一本を折られ、四し肢しのうち三つが完全に封じられた事になる。

「ぐっ……」

　魔王の表情に、ようやく焦りの色が滲にじむ。

　窮きゆう地ちを自覚して動どう揺ようしたか、その圧あつ倒とう的な膂力に緩ゆるみが生じたのは、次の瞬しゆん間かんだった。

「死ぃいいいいねえええええッ！」

　その隙を見み逃のがさず、ジンゴは魔王の左掌を貫いた己の魔剣を、握り直しながら更さらに押し込む。ジンゴの掌に埋うめ込まれている雌め型がたの魔コ力ネ端ク子タが魔剣の柄つかに埋め込まれた雄お型がたのそれと嚙かみ合って、魔力供給を開始──機械式の無声祈禱で、術式を励れい起き。ジンゴ愛用の魔剣〈サクラ〉の中に仕込まれた魔法が発動した。

　高周波震しん動どうを開始した刃が、虫の羽音の様な音を発し、異様な切れ味を発揮して魔王の左掌を断たち割る。切断された掌の半分が宙に舞まい、一気に解放されたジンゴの魔剣は、当初の狙ねらいよりわずかにズレて、魔王の頭部、その残った角の根元に深々と突き刺さっていた。

「がっ──」

　魔王が血の涙なみだを流しながら、ぎょろりとその紅あかい眼めを動かしてジンゴを睨にらむ。

「…………！」

　ジンゴは思わず息を吞のんだ。

　美しい。そして惨むごい。

　頭部を剣で抉えぐられながらも、こいつは未まだ戦う積もりだ。

　一いつ瞬しゆん、気け圧おされたジンゴであったが──彼は萎なえかけた己の闘とう志しを今一度奮い立たせるべく、先程見た子供の姿を脳のう裏りに呼び起こした。

「……魔王ッ！」

　燃料を加えられて、再び憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬが燃え上がる。

　許さない。許せない。あの子供だけではない。此処ここに来るまでに何十人もの仲間が死んだ。その前には何百万人もの人間が死んだ。祖父が死に、両親が死に、妹が死んだ。何もかもこいつのせいだ。怯ひるむな。容よう赦しやもするな。殺せ。殺せ。殺せ。一瞬の躊ちゆう躇ちよ無く、一いつ片ぺんの逡しゆん巡じゆんも無く、断固たる殺意をその刃に込めて、このバケモノに死を与あたえよ──ジンゴは自分自身にそう言い聞かせる。

　剣身が一ひと際きわ大きく唸うなりを発し、更に魔王の頭部に沈しずみ込んだ。

　焦こげ臭くさい匂においがふと漂ただよってくる。高周波震動の摩ま擦さつで魔王の傷口が焼け始めているのだ。

　単に斬きるだけではない。同時に焼く事で相手の治ち癒ゆを阻そ害がいする。それはまさに必殺──『必ず殺す』という殺意の具現だった。

「うっ……ぬっ……」

　美しい魔王の顔が苦痛に歪む。

　ジンゴは祈いのる様な気持ちで魔剣を──こじる。

　死ね。早く死ね。死んでくれ。どうして今すぐ死なないんだこいつは!?

　強ごう引いんに広げられた傷口から血が噴ふき出し、驟しゆう雨うの様にジンゴ達に降り注ぐ。

「…………は、は、は！」

　魔王は──嗤った。

　明らかに致ち命めい傷しようを負いながら、ジンゴ達を睨み、そして哄こう笑しようを発する。

　そして──…………
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　小型の航天艇フライヤが悠ゆう然ぜんと街の上を漂っている。

　夜に向けて緩やかに暗さを増していく黄昏たそがれの空、その最さ中なかに在って、その航天艇は一際目立つ存在だった。艇体は地味な灰色なのだが、その真下に吊つられた巨きよ大だいな広デイ報スプ旗レイが、色とりどりの光と、そして歌を放っているからだ。




『──夢尽つきし果てのそのむこう──』




　高く涼すずやかな歌声が、灰色の街に降り注ぐ。

　広報旗は風を受けて緩やかに波は紋もんを刻みながらも、その表面に三人の少女達の姿を映し出していた。煌きらびやかな衣装に身を包み、投プ光ロ型ジ魔エ力ク灯タの鮮あざやかで彩いろどり豊かな光を受けながら、舞ぶ台たいの上で踊おどる彼女等の姿は、まるで、御お伽とぎ噺ばなしの中に出てくる妖よう精せいの様だった。




『──手にするのは──まやかしか──どうか教え賜たまえと乞こい願う──』




　遥はるかな空。

　すぐそこに在る様に見えて、しかし、決して手が届かない虚うつろの向こう。

　そこで歌い踊る少女達──その偶ぐう像ぞう。

　憧あこがれて、夢見て、しばしば歌を真似まねて口ずさんでもみたものの、あの少女達が自分とはまるで別世界の住人であるという事は察していた。

　どんなに空に憧れようと、鳥ではない以上、翼つばさ持たぬ獣けものは地を這はい回るしかない。




『──我が身の定めの──意味を──』




　今のメイベル・バセットがそうである様に。

「は……はぁっ……はぁっ……」

　何処どこをどう走ったのか、自分でもよく分からない。

　ただ逃にげられる方向に逃げた、それだけだ。息が続かなくなって、そのまま座り込んでしまい、ふと見上げたその先に──航天艇が在った。大好きな歌うた姫ひめ達の声と姿に、束つかの間ながらメイベルは自分の置かれた状じよう況きようも忘れて広報旗を見つめていたのだ。

　だが、いつまでもそうしている訳にはいかない。

「…………はあっ……」

　息を整えながら、改めて辺りを見回してみる。

　左右を建物に挟はさまれた細い路地裏だ。

　あまり人目に触ふれる場所ではないからか、全体的に薄うす汚よごれていて、小さな塵ごみがあちこちに転がっている。照明の類たぐいも殆ほとんど無く、うっかりすると小さな段差や塵箱に足を引っかけて転んでしまいそうだった。

　前と後ろだけが奇き跡せきの様に見通しが良く、航天艇や、その向こうに──遥か彼方かなたに林の如ごとくそびえる建物の群れが見えた。

　恐おそらくあの辺りは中央街区だろう。戦後、中央街区は建て替かえが進み、十層を超こえる丈たけの高い建物が増えた……とメイベルは聞いている。話に聞くばかりで、実際に中央街区に足を踏ふみ入れた事は一度も無かったが。




『──人は何に恋こい焦がれ──人は何を追い求め──』




　この街──城じよう塞さい都市ファーニヴァルは戦後の復興が比ひ較かく的てき早くなされた為ためか、魔力供給網もうの整備をはじめとして、諸もろ々もろの公共施し設せつが充じゆう実じつしており、住みやすい街だと言われる。

　だが、さすがにこの都市も先の聖せい伐ばつ大戦の影えい響きようが皆かい無むという訳ではない。

　特に外がい縁えん部には、未だ整備されないまま放置されている街区が幾いくつか在る。

　そしてその中には他ほかの都市から流入してきた難民達が、議会の許可も承しよう認にんも得ないままに住み着いている為、ひどく治安が悪い──事実上の無法地帯になっている場所も在るという。

「ここって……」

　メイベルが迷い込んだのは、そうした場所の一つであった様だ。

　そこは、いわばファーニヴァルの『舞台裏』だった。

　綺き麗れいに綺麗に取り繕つくろわれている表とは反対に、見み栄ばえの良くないものをまとめて押し込んだ場所。薄汚れた建物が並び、派手な──魔イル力ミネ灯ータを組み込んだ看板が絶えず瞬またたいているが、何処か薄うす暗ぐらい印象が拭ぬぐいきれない。

　どれもこれもが、訳の分からない店名になっている。

『幸福販はん売ばい所』だの『恋れん愛あい相談所』だの『健康取引所』だの。

　メイベルには、大半が何の店なのかすら分からない。

　それも当然──この辺りの店の大半は違い法ほう営業だ。賭と博ばく場。売春宿。各種薬物密売所。その他諸々。客を呼ぶために看板は掲かかげても、商売内容を堂々と書き記す訳にはいかない。

「……何なの」

　顔をしかめながらも、疲つかれ果てたメイベルは手近な建物の壁かべに手をついて──ふとそちらに眼を向ける。薄汚れた硝子ガラス窓が一つそこには在って、光の加減からそれは鏡の様にメイベルの姿を映していた。

「…………」

　蒼あおみがかった柔やわらかな銀の髪かみ。

　紅みがかった大きな紫むらさきの瞳ひとみ。

　いずれも繊せん細さいな色で、自じ慢まんの髪であり瞳だった。幼い丸みをあちこちに残しているが、目鼻立ちはよく整っている。孤こ児じ院いんの老院長がよく『将来はきっと〈ミスリル・チップス〉にも負けない美人になるわね』と言ってくれたものだ。

　ただ……今のメイベルはあちこち薄汚れており、髪にもその白い顔にも、泥どろや埃ほこりがあちこちに付着している。逃げる途と中ちゆうで何度も転んだからだ。

「…………」

　メイベルは首筋に揺ゆれる飾り編みレースの首ネツ飾りクレスに触れた。

　孤児院育ちの『持たざる者』であるメイベルにとって、それは唯ゆい一いつの財産と言えた。

　孤児院の老院長がくれた装身具。小さな小さな銀をあしらったそれは、魔ま除よけの意味があるのだという。さすがに本物の聖精銀ミスリルではないのだろうが。これと、いつも腰こしに吊つるしている小物ポシエ入れツトと、お気に入りの帽ぼう子し──これらを身につけて逃げる事が出来たのは、不幸中の幸いだった。

「私──」

　メイベルは改めて硝子に映る自分の顔を見つめる。今にも泣き出しそうな少女の顔がそこには在った。だが泣いてはいけない。泣けば追っ手に見つかる。

　そうメイベルは鏡像の自分に言い聞かせ──

「…………ッ!?」

　思わず息を吞んで、メイベルは一歩その硝子から身を退ひいた。

　硝子の中の自分の顔、その双そう眸ぼうが紅く、血の様に光ったからだ。

　いや。違ちがう。それは硝子の向こう側だ。

　即すなわち──

「これって……」

　二つの血色に濁にごった眼めが、薄うす闇やみの中から彼女を見つめている。

「……魔ヴイ物シヤス……？」

　どうやら獣型の……四つ足の魔ヴイ物シヤスであるらしい。

　表通りで光っている魔力灯内蔵の看板が、表示を変えたのだろう。路地に差し込む光の具合が変化して、魔物の姿が少し見える様になった。

　どうやら魔物はこの硝子の向こうに、閉じ込められているらしい。

　その身体からだに、何本もの楔くさびが打ち込まれ、鎖くさりが掛かけられ、更さらには導管パイプらしきものが頭部の『角ホーン』を中心に幾つか繫つながれているのが見えた。

　魔ジエ力ネレ源ータだ。

　捕ほ獲かくされた魔物は、魔力を生み出す存在として魔法マギエ機関ンジンの動力源に使われる事が多い。

　ファーニヴァルでも勿もち論ろん、魔力源として魔物は大量に飼われているが──かつては人類と敵対していた危険な生き物である事から、管理しやすい様にと一カ所に──地下の大規模魔力供給所にまとめて飼われている。少なくともメイベルは院長からそう習った。

「でもどうしてこんな──」

　そう。大規模魔力供給所の中ならばともかく、どうしてこんな所に魔物が居るのか。

　だがメイベルはすぐに自分が何処に居るのかという事を思い出した。

「……違法の……？」

　恐らく、この辺りの非合法な商売なり何なりをしている連中が、ファーニヴァルの公的な魔力供給網を用いず、独自に魔力源を確保しているのだろう。医院や治安署等、独立した魔力源を用いるには、議会と関連する幾つかの役所の許可が必要だが……勿論、この辺りの連中がそんな手続きをとる筈はずが無い。

　此処ここは番ロスト外アド区レス──公式には存在を認められていない街区であり、それ故ゆえに、公権力に手た綱づなを握にぎられるのを何よりも嫌きらう者達の巣そう窟くつだ。

　無法地帯の只ただ中なかにメイベルは居るのである。

「…………」

　怖こわい。今すぐにでも引き返したい。

　だが──

「居たか!?」

「いや。そっちは？」

「未まだ遠くには行っていない筈だ」

　追っ手の声が幾いく重えにも建物の間を反はん響きようして伝わってくる。

　駄だ目めだ。もう追いついてきた。
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　しかも彼等は相当に苛いら立だっている様だった。

「…………」

　メイベルは息を潜ひそめながらゆっくりとその場を離はなれる。

　逃げるにしても、もう長くは走れないだろう。見つかってしまえば終わりだ。息を潜め、物もの陰かげに隠かくれ、あるいは人ひと混ごみに紛まぎれて、連中をやり過ごすしか無い。

　その為にはこんな路地裏ではなく、もう少し人通りが多くて物陰も多い、表通りに行くべきだろう。メイベルは光る看板の並ぶ表通りに向けて、足音を殺しながら進んでいく。

　だが……

「──居たぞ！」

　鋭するどい声がメイベルの背中を叩たたく。

　振ふり返れば、路地の入り口に追っ手らしき男達の姿が在った。

　揃そろいも揃って、首から下をすっぽりと覆おおい隠す灰色の外がい套とうを着込んだ連中だ。

　しかも、逃げようと反対側に眼を向ければ、そこにも同様の格好をした男達の姿が見えた。メイベルの方を指さして何事か叫さけんでいる。

「…………！」

　まずい。前も後ろも塞ふさがれた。

　そしてメイベルには外套の男達を押し退のけて逃げられる様な力も無ければ術すべも無い。

　狼ろう狽ばいしつつ、右に左にと走らせた視線に──勝手口の扉とびらが見えた。咄とつ嗟さに手を掛けると扉は特に抵てい抗こうもなく開く。頻ひん繁ぱんに人の出入りがあるのか、施せ錠じようされていない様だ。

　だが……

「…………」

　生なま唾つばを吞のみ込むメイベル。

　位置からして勝手口は、先さき程ほどの魔物が繫がれていた部屋に通じている。

　それはつまり、追っ手から逃のがれる為に、怪かい物ぶつの巣穴に飛び込む様なものだ。いかに魔力源として繫がれているとはいえ、魔物は人類の敵、かつては人類と長い戦争を続けてきた相手──凶きよう暴ぼう猛もう悪あくの代名詞である。本来ならば一歩近づくだけでも恐ろしい。ましてや魔物がいる建物の中に入るなど……

「そこを動くな！」

　だが、外套の男達は足早に近づいてくる。外套の裾すその辺りでちらりちらりと見える尖とがった何かは──剣けんの切っ先だろうか。それはつまり、メイベルが抵抗すれば手足の一本くらい斬きり落としても良い、と彼等が考えているという事だ。

　躊ちゆう躇ちよしている場合ではなかった。

「……ッ」

　深呼吸を一つしてから、メイベルは勝手口から建物の中に飛び込んだ。




　　　●




『──君に再び会いたいと──思う事すら過ぎた望みか──』




　軽かろやかな歌声がゆっくりと虚こ空くうに溶とけて消えていく。

　闇やみ色いろに染まりゆく空を悠ゆう然ぜんと飛んでいく、小型の航天艇フライヤ。

　曲が終わった所らしく、広デイ報スプ旗レイの表面で踊おどっていた少女達の姿が消え、白い仮面を着けた広パブ報リツ士シヤが映し出されていた。

『──以上、〈ミスリル・チップス〉の新しん譜ぷ「いつか見た夢の狭はざ間まで」をお送りいたしました。相変わらず素す晴ばらしい歌声です。──さて、続いてはファーニヴァル環かん境きよう局からのお報しらせです。予プロ言フエ師トによる予言では、明日は五対三対二の割合で雨、曇くもり、晴れ、となっております。市民の皆みなさんは雨具の準備を──』

　歌うた姫ひめ達の歌と比べると何処どこか空くう疎そなその声が、番外区に降り注ぐ。

　城塞都市ファーニヴァルの番外区。

　本来は廃はい棄き街区──聖せい伐ばつ大戦時に魔物の侵しん攻こうを受けて放ほう棄きされた外がい縁えん部を総そう称しようする言葉である。だが現在はほぼ無人の廃棄街区と区別して、非ひ認にん可かの難民達が住み着く街区の事をそう呼ぶ事が多い。行政の書類上では廃棄街区と同様に廃はい墟きよだけが立ち並ぶ無人の領域なのだが、実際には大量の住民がそこには居る。

　いや。むしろ賑にぎわっている。

　闇に閉とざされつつある空と異なり、地上の番外区にはそこかしこに派手な光と色が、そして猥わい雑ざつな音が満ちあふれている。此処での一日はまさに今から始まるのだ、といった風ふ情ぜいである。

　前述の通り、廃墟というのは名ばかり、此処には多数の店てん舗ぽが立ち並んでいる。

　魔イル力ミネ灯ータがあちこちで光り、広告旗を掲げる店、発光式の看板を掲げる店も多い。色とりどりの光る文字や記号が店の存在を通行人達に訴うつたえ、それでも足りぬとばかりに客引きの男女がそこかしこにたむろしていた。

　魔力供給網もうの外側に位置するこの街区だが……幾いくつかの店舗では共同で猟りよう魔ま組合から魔物を買い込んで魔力源にしている。勿論、ファーニヴァルの議会が制定した法には反するが──元々この番外区は法の庇ひ護ごを受けられない者達の巣窟である。違法な魔力供給に眉まゆを顰ひそめる様な者は皆かい無むだ。

　ここ──ナサニエル通りは城じよう塞さい都市ファーニヴァル内の番外区を貫つらぬく大通りだ。

　ナサニエル通りの端はしは他ほかの管理番号が振られた正規区画と隣りん接せつしており、一いつ般ぱんの市民もしばしばこのナサニエル通りまでやってくる。

　此処では他区画で違い法ほうとされている品物が当たり前の様に買えるからだ。

　薬品。武器。盗とう品ひん。魔法機関。人間。そして──魔物も。

　当然そうした商売には揉もめ事が多い。元々が違法である上に、番外区の住人達は他区画の住人をぼったくり商売の獲カ物モ程度にしか認識していないし、他区画の住人は住人で『無法地帯なのだから』と店側に無茶な要求をしてくる事が多い。

　だからこそ──

「ふざけるな！　私は金を払はらったぞ！」

「だからお客さん。急に店の魔力供給が途と絶だえて──」

「この上、追加料金でぼったくる気かね！　あんな額──」

　金額その他の条件が折り合わずに揉める、などという事は日常的に起きる。

　今も、酒バ場ーの店先では客と店員が揉めていた。

　ちなみに看板こそ酒さか瓶びんの形になっていて酒場と分かるが、書かれている文字は『幸福販はん売ばい所』である。これは店の中で魔法マギエ機関ンジンを使って精製した各種薬やく剤ざい──というより強きよう烈れつな高こう揚ようや酩めい酊てい効果のある薬物を売っている店だ。それ自体が違法品という商品も多いが、そもそも魔法機関による薬物の精製は議会や関係する役所の許可が無ければ、犯罪である。

　客の中年男は憤ふん慨がいしていた。

「だから、精製機が止まって……」

「注文したものが出せないというのなら、金を返すべきだろう！」

「無茶言うな、材料はもう使っちまってるんだよ！」

　どうやら突とつ然ぜん、魔法機関によって動かしていた精製機が止まってしまったらしい。

　精製機の中に投入済みだった材料は無む駄だになり──その損失を店側は客に被かぶせようとしているらしかった。

　夕暮れ時の西日がその店の周りを照らしており、一見すると分かりにくいのだが……よく観察すれば、その酒場と、それから付近の店の幾つかで、魔イル力ミネ灯ータが消えている。何らかの理由で魔ジエ力ネレ源ータからの魔力供給が──魔力を運ぶ為ための媒ばい体たいである聖油の循じゆん環かんが、止まったのだろう。

　だがそんな事情は勿論、客は知った事ではない。

「ふざけるな、ふざけるなよ！」

　そう言って──客は懐ふところから刃は物ものを抜ぬいた。

　いや。それは単なる刃物ではない。形式としては短たん剣けんなのだろうが、やたらにごつい柄つか周りや、短い剣身に刻まれた魔方サーキ陣ツトを見れば分かる通り、それは魔ガン短剣ダガーだった。

　当然、他区画では違法の品だ。問題の客は恐おそらく、ナサニエル通りに来て真っ先にこれを買ったのだろう。そのまま此処で使うつもりだったのかどうかまでは、分からないが。

「──！」

　酒場の周囲にざわめきが広がる。

　魔短剣や魔ガン騎槍ランス、魔ガン法杖ワンドの類たぐいはこのナサニエル通りでは珍めずらしくないが……だからといってその脅きよう威いが減じる訳でもない。魔法武器に限らず、料理用の包丁だろうが、戦せん闘とう用の刀剣だろうが、どちらも普ふ通つうに人を殺せる。

「馬ば鹿かにするな、私は──私は」

　客は唾つばを飛ばしながら魔短剣を振り回した。

　ゆっくりと、激げき昂こうする客から距きよ離りをとる様に──波は紋もんの様に通行人達が離れていく。魔法武器は同じ形状をしていても組み込まれている魔方陣によって発揮する効果が異なる。短剣と見せておいて、その刃やいばの間合いの外を──離れた場所を攻こう撃げきする魔法を仕込んである代しろ物ものもある為、近寄らないのが無難だと誰だれもが理解しているのだろう。

　しかし──

「…………」

　人の流れに反して近づいていく黒こく衣えの男が、一人。

　昏くらい眼めをした若者だった。

　中ちゆう途と半はん端ぱな長さの──俯うつむけば目元に掛かかる黒い髪かみ。その下に見え隠れするのは切れ長のやはり黒い双そう眸ぼうだった。鼻筋は通っていて、顎あごはどちらかといえば細い。骨太さや汗あせ臭くささとは縁えん遠どおい印象の長身瘦そう軀くで、中性的な印象すらある。

　容よう貌ぼうそのものは端たん整せいだ。

　だが単に美男子、という言葉だけではこの若者を評するには足りない。若者という言葉の持つ明るさや爽さわやかさとは対極的な、何処か重く険のある雰ふん囲い気きが先まず印象に残る──そんな人物だった。

　黒衣の若者は両の掌てのひらを開いたままで何も持っていない。薄うす手での指さし貫ぬき手て袋ぶくろを着けてはいるが明らかに素す手でだ。衣装も身体からだの線がそのまま見える様な──長身瘦軀に沿う様なもので、懐に何かを隠し持っている様子も無い。

　なのにその若者は魔短剣を振り回す客を怖おそれる素そ振ぶりを見せない。

「……ジンゴ……」

「ジンゴだ──」

　客が魔短剣を出した際とは別種のざわめきがナサニエル通りの住人達の間に広がっていく。警けい戒かいではなく期待を込めた響ひびきがそこには在った。

「なんだね君は!?」

　客は魔短剣を若者に──周囲の者達からジンゴと呼ばれたその青年に向ける。

「──迷めい惑わくなんだよ」

　ジンゴは低くさびを含ふくんだ声で言った。

「この辺りで揉め事が起きると、俺にお鉢はちが回ってくるんでね」

　まるで他人ひと事ごとの様な物言いをしながら、ジンゴはやはり怖れる様子も無く魔短剣の客に近づいていく。むしろ平然と近づいてくるジンゴに得体の知れ無さを感じたのか、魔短剣の客の方が目に見えて気け圧おされていた。

　だが、追い詰つめられた人間は、自じ暴ぼう自じ棄きになって損得度外視の蛮ばん行こうに出る事も多い。周囲の野次馬達は更さらに輪を広げて客との距離をとった。

　一方──

「やあやあ大変だったね、ご苦労様、いやはや区外の客にはいつも苦労させられる！」

　場ば違ちがいな程ほどに朗ほがらかな声が、ジンゴと魔短剣の客からやや離はなれた場所で響いた。

　周囲の者達に向けて歌劇役者の如ごとく両手を広げて存在を示す──男。

　歳の頃は恐らく三十歳に手が届くかどうかといった所か。

　ジンゴ同様に長身瘦軀──いやジンゴよりも更に頭一つばかり背が高い。お陰かげでひょろりとした印象が強かった。やや癖くせの強い黒髪を伸のばして、首の後ろ辺りで強ごう引いんに紐ひもで括くくっている。鼻にぶら下げる様にして掛けられているのは小さな眼鏡だ。実用品なのか装そう飾しよく品の一種なのかは見ただけでは分からないが。

「だけど心配御ご無む用よう、迅じん速そく解決、揉め事はゲイソン保安協会にお任せあれ！　という訳でこれ請せい求きゆう書ね。よろしく！　達筆でしょ？　ほらほら遠えん慮りよしないで？」

　などと──ゲイソン保安協会を自じ称しようするその男は、いつの間にか客と揉めていた店員の肩かたに馴なれ馴れしく手を掛けて、請求書らしい紙し片へんを手て渡わたしていた。

　顔立ちは彫ほりが深く端整なのだが、表情といい仕草といい声こわ音ねといい、全体的に軽けい薄はくで大おお仰ぎようで芝しば居いがかっていて──つまりは妙みように胡う散さん臭くさい印象が在る。沈ちん鬱うつな雰囲気を全身にまとっているジンゴとは、見事に対照的であった。

　だがこの男の最大の特とく徴ちようは──その衣装だろう。

　やたらに目立つ紅あかい外がい套とうを着て、紅い帽ぼう子しを被かぶって、更には靴くつまで紅い。

「おい、アルノルト。値段間ま違ちがってねえか？」

　と店員が顔をしかめて言うが、件くだんの紅衣の男──アルノルトは芝居がかった仕草で首を傾かしげて笑った。

「いやいや？　僕に限ってそんな？　あり得ませんよ？」

「この前より高いじゃねえかよ」

「物価高こう騰とうの折、企き業ぎよう努力だけではなんとも。ねえ？」

　へらへらと笑いながらアルノルトは言う。

　魔短剣の客は、束つかの間、アルノルトと店員の方を驚おどろいた様な表情で眺ながめていたが──

「来るなっ！」

　すぐに我に返ると、魔短剣を前に突つき出しながらそう言って威い嚇かくする。

　だがジンゴは既すでに手を伸ばせば届く様な距離にまで近づいていた。彼は黒い切れ長の双眸で客の魔短剣を一いち瞥べつし──ひどくつまらなそうな口調で言った。

「加圧はしたか？」

「……え？」

　虚きよを突かれた様に客が眼を瞬まばたかせる。

　だがジンゴは構わず──まるで独り言を呟つぶやくかの様な口調で続けた。

「その型タイプ──自動オート装塡式マチツクだが」

　ジンゴは客の魔短剣に目を向けて言った。

「二発目以降は、先の魔法の呪圧で、自動的に霊カー油トリ莢ツジが加圧チヤン室バーに装そう塡てんされるが、一発目だけは霊圧を手動で一定以上に上げておかないと、術式が祈き禱とう状態に入らない」

「…………」

　客の表情にあからさまな動どう揺ようの色が広がる。

「ああ……それと。その型は大戦末期に聖パニ伐ツシヤ軍ーズで使われてた〈ジャヴェリナ〉だな」

　客の魔短剣を指さしてジンゴはそう断定する。

「え？　あ──」

「放出品か複製品かは知らないが、随ずい分ぶんと前線兵士に不評だった魔短剣だ。鞘さやに入れた状態でないと魔法マギエ機関ンジンの安全器セフテイが外せないんだが──それを忘れて、ついつい先に鞘から抜いてしまう兵士が多くてな。ああ、勿もち論ろんただの刃物として使う分には問題無いが」

「…………」

　客は喘あえぐ様に口を開け閉めしている。

　ジンゴの言葉に、幾いくつか思い当たる節が在るのだろう。

　だからといって、今から改めて指し摘てきの通りの加圧動作を行ったり、短剣を鞘に戻もどしている暇ひまは無い。この距離だ──そんな事をすればジンゴが飛びかかってきて、殴なぐり倒たおされると分かっているのだ。

　動揺する客を半眼で眺めながら、ジンゴはさらに一歩近づく。

　そして──

「…………」

　不意に、くるりと踵きびすを返した。

「……え」

　突然、ジンゴに背を向けられた魔短剣の客は、意表を突かれて眼を瞬かせる。

　ジンゴは気け怠だるげな表情のまま、眼を細めて──

「逃にげろ」

　彼が言ったその瞬しゆん間かん、何か、巨おおきなものが、ナサニエル通りの路地から飛び出してきた。

　黒く艶つややかな獣じゆう毛もうが、黄昏たそがれ色いろの陽ひの光や、魔イル力ミネ灯ータの光を受けて、てらてらと輝かがやいている。

「なっ……!?」

　驚きの声を上げる客。

「──魔物!?」

　そしてそれが彼の、最さい期ごの言葉になった。

　地を蹴けり、周囲の建物の壁かべを蹴り、角張った渦うずを描えがくようにしてジンゴを飛び越こえ、魔ヴイ物シヤスがその客に襲おそいかかったからだ。

　牙きばが容よう赦しや無く客ののど笛に食い込む。

　四よん足そく獣じゆう型の魔物。元より獣けものは人間に比べて随分と力が強いが、魔物はそこに恒こう常じよう性魔ま法ほうによる身体強化が加わる。嚙かみ付き、更に飛びかかる直前に身を捻ひねって自らの動きに回転を加えていた魔物は、一いつ瞬しゆんで哀あわれな犠ぎ牲せい者しやの喉のどの殆ほとんどを囓かじりとっていた。

　魔短剣を使う余よ裕ゆうなど、無かった。

　客はまるで壊こわれた人形の様に皮一枚で繫つながった首をぶら下げながら、血を盛大に噴ふき出す。客の遺体が思い出した様に一瞬遅おくれて倒れたその時、魔物も着地、勢いで身を滑すべらせながら、その場で半円を描いて、ジンゴの背中を睨にらんだ。




　うるるるるるるるるるるる──




　低い唸うなり声が巨きよ体たいから発せられている。

　先ず最初にジンゴを飛び越えて客を襲ったのは、客の男が魔短剣を──武器を持っていたせいか。より自分にとっての脅きよう威い度が──戦せん闘とう能力が高いと判断したのだ。

　だが既にこの魔物は気付いている。

　先ず最初に牙に掛けるべきだったのは、この黒衣の若者の方であったと。

「逃げろ、逃げろ！　喰くわれるぞ！」

「何処どこのどいつだ、アレを逃がした馬ば鹿かは!?」

　魔ま剣けんの客の時には生じなかった悲鳴が、ナサニエル通りに響き渡わたった。この番ロスト外アド区レスの住人達でも──いや、住人達だからこそ、魔物の恐おそろしさはよく知っている。

　だが……

「おい。バケモノ」

　ジンゴは肩かた越ごしに魔物を振ふり返って言った。

「今なら見み逃のがしてやる。元の檻おりに戻れ」

　ジンゴの眼は──魔物の顔ではなく、その身体から何本か垂れ下がっている導管パイプに向いていた。

　知識の在る者が見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん──それは魔力抽ちゆう出しゆつ用のものだ。

　恐らくは何処かの建物で、魔ジエ力ネレ源ータとして飼われていた魔物が逃げ出したのだろう。先の酒バ場ーでの魔力供給停止もこれが原因に違ちがいない。

　更に──

「…………」

　ジンゴが眼めを細める。

　魔物の腹に一本、短剣が突き刺ささっていた。

　こちらは他ほかの導管と違って比ひ較かく的てき新しい──つい先程ねじ込まれたものらしく、剣身を伝って血がしたたり落ちていた。柄つかの形状を見るに魔法機関搭とう載さいの魔ガン短剣ダガーなのだろう。魔法が発動中なのか、強きよう烈れつな治ち癒ゆ能力を持つ筈はずの、魔物の血が止まっていない。痛みも続いているだろう。魔物が興奮しているのはこれも原因の一つだ。

　魔物は──ジンゴの言葉に耳を貸す様子は無かった。それ以前にジンゴの言葉が分かっているかどうかすら疑問だったが。

　だん！　と深々と足あし跡あとが刻まれる程の強さで魔物が地を蹴った。

「……そうか」

　ジンゴは視線を前に戻して無表情に呟く。

　魔物は猛もう烈れつな速度で疾しつ駆くしてジンゴに襲い掛かかった。

　牙の間から迸ほとばしる咆ほう哮こうは呪じゆ文もんの圧縮スクリー詠唱ミングだ。身体変化の魔法がその牙を変形させ、まるで二本の槍やりの様に──いや、鋏はさみの様に、その顔の左右から前に突き出される。




　──うるぁッ！




　魔物が短く吼ほえて跳ちよう躍やく。

　ただし今度はジンゴを飛び越えるのではなく、彼の頭部──うなじを狙ねらってのもので、随分と低い。地面と平行にまるで矢の如くその巨体が跳んだ。

「…………」

　ジンゴは──振り返る事無く、まるで背後に眼でもあるかの様な見切りで身を沈しずめる。頭上を通り過ぎる魔物の存在を肌はだで感じつつ、彼は地を蹴った。

　魔物は驚いた事だろう。

　まさか鈍どん重じゆうな人間が、魔法強化された自分の動きについてくるとは。

　ジンゴは魔物の身体にぴったりと寄り添そう様にして空中に居た。魔物はこれに気付きながらも足場の無い空中では対処のし様が無い。牙の届かぬ──そして爪つめも届きにくい己おのれの腹部に敵を抱かかえたまま、ただ、緩ゆるい放物線を描いて着地するしかない。

　だがその直前、ジンゴの右手が魔物の腹を──いや、その腹に刺さっている短剣を摑つかんでいた。

「──〈加速アクセル〉」

　圧縮詠唱。魔法術式──祈禱開始。

　ただし対象は──




　──ごあっ!?




　魔物が悲鳴じみた声を上げた。

　ジンゴが掛けた〈加速〉の魔法の効果だ。

　彼は自分自身ではなく魔物に対して〈加速〉の魔法を掛けた。

　恒常性のある魔法で常に加速及および強化状態にある魔物は、〈加速〉の魔法が掛けられたその瞬間の、五感の異状に慣れていない。己の体感時間が切り替かわるその瞬間というのは、猛烈な乗り物酔よいにも似た悪お寒かんに囚とらわれる。これは訓練で克こく服ふくする事が出来るが、逆に言えば訓練せねば致ち命めい的な隙すきを作ってしまうのだ。

　魔物は着地をしくじり──地面で跳はねる。

　しかも……

「…………」

　ジンゴはつまらなそうに右手の短剣を一いち瞥べつし、これを投げ捨てた。

　接せつ触しよくの際に、ジンゴは魔物の腹に刺さっていた短剣を抜ぬいた。

　この為ため、止血もされぬまま『栓せん』を取り除かれた傷口から、大量の血が噴き出しているのだ。〈加速〉の魔法で鼓こ動どうを速められた魔物の心臓が、血圧を高め、生命の雫しずくを外に撒まいてしまっている。魔物の傷口はその高い治癒力によって早々に塞ふさがり始めるが──当然、一気に、大量に失った血が戻るのにはそれよりも時間が掛かり、結果として急激な貧血状態を引き起こす。

　立ち上がろうとして、しかし倒れるという行こう為いを何度か繰くり返す魔物。その下でこればかりは人間と同じ赤い血が広がっていくのが見えた。

　ジンゴは藻も搔がく魔物に歩み寄る。

　魔物は咄とつ嗟さに顔を上げ──

「〈強エン化ハンス〉」

　圧縮詠唱。魔法切り替え。

　足あし下もとに置いた板をたたき割る勢いで、彼は拳こぶしを──いや掌しよう底ていを魔物の頭部に叩たたき込む。

　それは狙い違たがわず、魔物の角ホーンを根元からへし折っていた。




　ごああああああッ！




　魔物が今度こそ間ま違ちがいなく悲鳴を上げる。

　角は魔物にとって、致命の急所ではないが、その損そん壊かいは激痛をもたらすと言われている。その身体強化系の魔法が維い持じ出来なくなる程ほどに。

　無力な、陸に打ち上げられた魚の様に痙けい攣れんして暴れる魔物の首に、ジンゴは〈強化〉状態のまま足を踏ふみ降ろした。

　魔物と同様、強化されたジンゴの脚きやく力りよくは地面に深々と足跡を穿うがつ。

　ぶつり、と肉を断たつ音が響ひびいた。

　強化を失ったただの獣の首など、へし折るどころか、貫つらぬき、ちぎり飛ばしてしまう程の威い力りよくである。殆ど切断状態となった魔物の頭部が、皮一枚のみ繫がった状態で身体の脇わきにごろりと転がる。

　首を刈かられた魔物の身体は、ばたばたと更さらに暴れていたが……程なくしてその動きを止めた。治癒の魔法が掛かっている限り、魔物の肉体は大たい抵ていの傷を治してしまうが、さすがに首をはっきりと落とされれば、首から下を丸ごと治癒再生する前に力ちから尽つきる。

　魔物は常識条理を大きく踏み外しているかの様な生き物だが、さすがに脳に血が回らなければ──脳と心臓をはっきり切り離はなされてしまえば、どちらも機能を喪そう失しつし、落命する事は避さけられない。この点では、普ふ通つうの動物と大差無い。

「…………」

　ジンゴは──物もの憂うげな表情で溜ため息いきをついた。

　明らかに人間より桁けた違ちがいに強きよう壮そうな怪かい物ぶつを、素す手でで倒たおしたにもかかわらず、その表情に勝ち誇ほこる色は無い。むしろつまらない真似まねをしてしまったと悔くいているかの様にも見えた。

「おいおいジン……まさか殺しちゃったのかい!?　今時、魔物も高いんだけど!?」

　アルノルトが、この期ごに及んでも緊張感を欠いた、妙みように朗ほがらかな口調でそう言ってくる。

「猟りよう魔ま組合の組合長が今度、議員選に出るってんで値が高こう騰とう──」

「一応説得はした」

　とジンゴは言った。

「これ以上、家か畜ちくとして魔力を搾しぼり取られるのは、死ぬよりも嫌いやだったって事だろうさ」

「それで優やさしいジンゴ様は自殺の手伝いを？　なんという思いやり！　その思いやりを、君の尻しりぬぐいに謝って回る相棒にも向けてやっちゃもらえませんか？　きっと僕は感動して泣いちゃうね！」

　大おお袈げ裟さな仕草で肩かたを竦すくめて首を振るアルノルト。

　一方……

「魔物の代金は──」

　尚なおも痙攣を続ける魔ヴイ物シヤスの骸むくろから離れながら、ジンゴはナサニエル通りの脇──建物と建物の間の細い路地に眼を向けた。

「その連中に請せい求きゆう出来るんじゃないか？」

「──おや？」

　とアルノルトがジンゴの視線をなぞる様にしてその路地を振り返った。

　建物の陰に隠かくれるようにして立っている男が、三人。

「……治セキユ安リテイ騎士ナイツ!?」

　ファーニヴァルにおいて、主に都市内の犯罪者を取り締しまる公務を負っているのが治安騎士と呼ばれる官かん吏り達である。聖せい伐ばつ大戦前の衛士や衛兵に相当する役職で、騎士とは呼ばれていても名めい誉よ称しよう号ごうとしての意味合いが強く、貴族としての特権を与あたえられている訳ではない。

　一応、身分を隠すつもりか、灰色の外がい套とうを着ているが──そのあちこちが破れ、襟えり元もとやその破れ目から、蒼あおい軽量型の魔ガン鎧メイル〈パイソン〉がのぞいていた。

　治安騎士が標準装備として用いる代しろ物もので、攻こう撃げき機能や筋力増ぞう幅ふく機能は無く、搭とう載さいする魔法マギエ機関ンジンは防ぼう御ぎよのみ……とにかく制服代わりに常用する事を前提とし、軽さ薄うすさに特化した鎧よろいだった。

　どうやらこの通りに魔物が乱入してくる前に、彼等が一戦交えていたらしい。三人の騎士の内、一人は負傷している様で、仲間に肩を借りている状態だ。

「おやまあ」

　とアルノルトは身を反らして嘆たん息そくした。

「犬──もとい、治安騎士がこんな所まで？　お仕事ご苦く労ろう様です。普ふ段だんはこんな番ロスト外アド区レスの奥まで入ってくる事も無いというのに、これは一体どういう風の吹ふき回しですかね？　急に職務に対する情熱に目覚めたとか？　まさかね！」

「…………」

　治安騎士達が顔を見合わせる。

「ところで治安騎士の皆みな様？　我がゲイソン保安協会の職員が言うには、魔物が逃にげたのは──魔物を逃がしたのは貴方あなた達だとか？」

　アルノルトのその言葉で──番外区住人達の間にざわめきが広がっていく。

「確かに魔物の腹に突つき刺さっていたのは、貴方達の魔ま剣けんですねえ？」

　とアルノルトは地面に投げ捨てられた短剣を一瞥して言う。

〈パイソン〉同様、治安騎士達が標準装備として使う魔ガン短剣ダガー〈ロウマン〉三型だ。聖伐大戦後に採用された真新しい官給品で、民間には殆ほとんど出回っていない。官給品の横流しも珍めずらしくないナサニエル通りでさえ、まず手に入らない代物だった。

「いやいや間違いは誰だれにでもあります！　だから僕達は貴方達を責めている訳ではないんですよ！　ただやはり弁べん償しようはしていただかないとね？」

「…………」

　治安騎士達は、後ろに退こうとして──しかし、路地を番外区の住人達が塞いでいる事に気付いた様だった。

「ちっ──」

　先頭の治安騎士は舌打ちしながら外套の下に佩はいていた魔短剣を抜いた。

〈ロウマン〉三型──装そう塡てん出来る霊カー油トリ莢ツジは六。祈禱マニ車エフ効果エクトで動作の安定した回転胴シリ輪式莢倉ンダ。魔方サーキ陣ツトは比ひ較かく的てき簡単に交こう換かんできるので、どんな魔法術式を搭載しているのかは、実際に魔法が発動してみないと傍はた目めには分からない。

「魔物なんぞ、知った事か！」

　先頭の治安騎士が叫さけぶ。

「いやいや!?　ちょっと待って!?」

　開き直るその態度に、アルノルトが『落ち着け』とばかりに両手を掲かかげるが──先頭の治安騎士は異論を抑おさえ込む様により声を大きくして叫んだ。

「そもそも違い法ほうに飼育されていた魔ジエ力ネレ源ータだろう！　違法に魔力源を飼育していた者達に、損害賠ばい償しようを請求する権利なんぞ発生せん！」

「ちょっと待って、待って!?　そりゃないですよ、治安騎士の皆みな様？　今まではお目こぼしが──」

「黙だまれ！」

　怒ど鳴なる治安騎士達の顔には明らかに焦あせりの色が浮うかんでいた。

「そ、それよりも、メ──いや、小こ娘むすめだ！」

「──小娘？」

　アルノルトが首を傾かしげる。

　他ほかの通行人や野次馬達も意味が分からない、といった様子で顔を見合わせていた。

「我々は娘を一人探している！　歳としの頃ころ、十五辺りの、銀ぎん髪ぱつに紫し眼がんの小娘だ！　この辺りに逃げ込んできた筈はずだ！　違法に飼育されていた魔物を解き放ったのもその小娘だ！　見た者は誰か居ないのか!?」

「娘は罪人だ！　匿かくまえば共きよう謀ぼうの罪に問われるぞ！」

　治安騎士達はそう言って周囲を見回す。

　市民は自分達の公務に協力して当然、そう考えているのだろう。

　しかし──

「ふざけんな、犬！」

「尻尾しつぽ巻いて帰れ、犬！」

「いや、帰すな、弁償させろ！」

「身ぐるみ剝はいでやれ！」

　番外区の住人達から罵ば声せいが沸わき上がる。

　彼等にとって治安騎士が何の為にこの番外区に来たのかなど、興味も無いし、関係が無い。彼等が探しているというその『小娘』が何をしたのかについても同様だ。『小娘』がたとえ罪人であったとしても、それは番外区の外での話──違法という意味では、公的な許可を得ないままファーニヴァルに住み着いている番外区の住人も全員が罪人という事になる。

　問題なのは高価な魔力源を失うきっかけを作ったのが、この治安騎士達らしい事、そして彼等は非常に高価なそれを弁償する気が全く無いらしい、という事だった。

「この下層民共──」

　治安騎士達が表情を強こわ張ばらせ、残る二人もそれぞれに魔短剣を抜く。

　詰つめ寄ってきたナサニエル通りの住人達に向けて、彼等は魔短剣を振ふり回した。

　鞘さやから抜ぬいた瞬しゆん間かんに安全器セフテイが解除され、発バ条ネ仕じ掛かけで回転胴輪式莢倉が高速回転開始──遠心力による霊油加圧。同時に祈禱車効果で無声ミユート祈禱プレイ。

　魔法術式──励れい起き。

「──ッ！」

　先頭の治安騎士が魔短剣を振った。

　発動した魔法が、見えない剣けん撃げきとなって飛ぶ。

　ろくに狙ねらいも定めずに放たれたのだろう。流れ魔法が命中して店先の硝子ガラスが何枚か砕くだけ散り、近くに居た住人達が悲鳴や罵声をあげて後ずさった。

　威い嚇かくなのは誰もが分かっていた。だが威嚇であろうと何だろうと、攻撃が当たれば大おお怪け我がは避けられないし、運が悪ければ死ぬ事もあり得る。通常の刃は物ものと違ちがい、一度発動させて投射された魔法は『引き戻もどす』あるいは『止める』という事が出来ない。

「これはもう仕方ないね。ジンゴ──お仕事だよ！　今日は大だい繁はん盛じようだね」

「……まったく」

　アルノルトに名指しされ、それまでは無言で事態を見守っていたジンゴが物憂げな表情のまま前に出た。

「貴様──手向かうかッ！」

　ジンゴが魔物を素手で斃たおした事も観みていたであろうに……先頭の治安騎士は相手を素手と見て侮あなどった様だ。ジンゴが身構えるよりも先に魔剣を片手に迫せまってきた。

　魔力を節約しようというのだろう。今度は折せつ角かくの魔法を起動せず、通常の剣を用いた白兵戦だった。

「はぁッ！」

　気合いの声を放って剣を繰くり出す治安騎士。

　魔剣を持つ右手は長く伸ばして間合いを稼かせぎ、手てっ甲こうを塡はめた左手は肘ひじを曲げて心臓から顔を庇かばう──治安騎士達が習う典型的な短剣術の型である。

　盾たても無いのに片手持ちなのは、この種の短剣術が、相手を斬きり殺すのが目的ではなく、傷をつけて戦意を喪そう失しつさせる為ための技術であるからだ。斬ざん撃げきが軽くても問題は無い。余よ程ほどの剛ごう胆たんな者でも、斬られて血が出れば、それが指先だろうと何だろうと無意識の内に苦痛への忌き避ひ感から動きが鈍にぶる。治安騎士の仕事はあくまで犯罪者の捕ほ縛ばく等に代表される治安維い持じ活動であって、徹てつ底てい的に相手を殺し滅ほろぼす為の戦闘行こう為いではない。

「は──ッ！」

　手首を回す様にして刃を振る治安騎士。

　狙うのはジンゴの手か足──その先せん端たんだ。

「…………」

　通常、刃物を持った相手に攻撃を仕し掛かけられれば、大たい抵ていの人間は反射的に後ろに退いて刃の届く範はん囲いから逃のがれようとする。だがどうしても身体からだの末端部分──手や足の先は胴どう体たいよりも退くのが遅おくれる。そこを狙って斬り付けるのが治安騎士達の短剣術だった。

　だが──ジンゴは逆だった。

　一歩、いや二歩、治安騎士に向けて踏ふみ込む。

　元より斬撃を飛ばす事の出来る魔剣が相手だ。間合いを広げればむしろ不利になる。ジンゴは物もの憂うげな表情のまま、素す早ばやくその魔剣に──否いな、それを握にぎる治安騎士の右手の手首に掌てのひらを添そえると、それを外側に向けて無造作に払はらった。

「──!?」

　治安騎士は魔剣を持つ右みぎ腕うでを大きく開く形となり、左腕一本で胴体を庇う体勢になる。

　そこに──

「…………〈加速アクセル〉」

　そう呟つぶやく──いや圧縮スクリー詠唱ミングするジンゴ。

〈加速〉によって神経系の反応速度を引き上げられた彼の腕は、通常の倍近い筋肉の収縮速度で肉体的にも加速──五指を折り畳たたんだ掌しよう底ていが、治安騎士の左腕の防御へと激げき突とつした。

　拳こぶしではないので、ジンゴは魔ガン鎧メイルの手っ甲部分を殴なぐっても指を折る事は無い。

　魔鎧は瞬間的に表面を硬こう化かさせるものの──それでは衝しよう撃げきを吸収出来ない。むしろジンゴが加えた一いち撃げきは、衝しよう撃げき波はとしてそのまま治セキユ安リテイ騎士ナイツの手っ甲を、そして左腕を透とう過かして、胴体部で炸さく裂れつした。

「げはっ!?」

　塊かたまりの様な息を吐はき出しながら、後方に吹っ飛ぶ治安騎士。

「なんだと!?」

　慌あわてて残りの二人が魔短剣を構えるものの、その時には既すでにジンゴは地を蹴けって移動、二人を白兵戦の間合いの内に捕とらえていた。

「貴様……ッ!?」

　先まず怪け我がをしているらしい治安騎士に、足あし払ばらい。

「うおっ──」

　咄とつ嗟さに同どう僚りように縋すがろうとして、その治安騎士は──結果として、同僚の動きを縛しばるお荷物になっていた。仲間をぶら下げて行動を大きく制限された無傷の方の治安騎士は、まともに魔短剣を構えることも出来ず……ジンゴの掌底を顎あごに喰らって仰のけ反っていた。

「がっ……」

　一いつ瞬しゆんで意識を苅かられ、そのまま膝ひざを折ってその場にくずおれる治安騎士。

　最後に、怪我をしていた方の治安騎士が手に持っていた魔ま剣けんを蹴り飛ばし──

「……寝ねてろ」

　ジンゴは気け怠だるい口調でそう告げると、怪我をしている治安騎士を改めて蹴り倒たおし、無造作にその鳩尾みぞおちを踏んづける。呼吸に影えい響きようする急所を圧あつ迫ぱくされ、治安騎士は呼吸困難に陥おちいって──瞬またたく間に気絶した。

「…………」

　ジンゴは短く溜ため息いきをついて、倒れた治安騎士達を見回す。

　彼等が完全に昏こん倒とうしているのを確かく認にんすると、彼は懐ふところから一枚の手布ハンカチを取り出して顔を拭ふく。終始、治安騎士達を圧あつ倒とう気味で、何処どこかを怪我した様には見えなかったが──顔から離はなしたその手布には、赤い血の染しみが付いていた。

「いつもながら素す晴ばらしいね、我が相棒」

　アルノルトがまるで抱ほう擁ようでも求めるかの様に両手を広げて近づいてきた。

「ほれぼれしちゃうよ。さすがは元──」

「…………」

　ジンゴがアルノルトを振り返る。

　暗い光を湛たたえた瞳ひとみが、相棒を自じ称しようする男を睨にらみ据すえた。

「……おっと、失言」

　とアルノルトは何かを押し止とどめるかの様に片手を挙げてそう言った。

　それから彼はその『失言』を誤ご魔ま化かす様に、声を張り上げる。

「さあさあ、紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様方、この治安騎士の旦だん那な方はナサニエル通りを挙げて歓かん待たいしてあげましょう？　まずは身ぐるみ剝いで、お財さい布ふの中身を確かめる所から！」

　その声を皮切りに、番ロスト外アド区レスの住人達がわらわらと気絶した治安騎士達に駆かけ寄って、文字通りに鎧よろいから衣服から、身ぐるみを剝ぎ始める。誰だれもが手慣れた様子なのは、これがナサニエル通りで暴れた者に対する、いつもの対応だからである。

　骸むくろに群がる鳥の群れの様なその光景を、ジンゴはしばらくつまらなそうに眺ながめていたが──

「……疲つかれた。帰って寝る」

　手布を懐に仕し舞まいながらそう言った。

「いや──ちょっと待って？」

　アルノルトが大おお仰ぎような仕草で首を振る。

「早退とかあり得ないよ？　夜はこれからなんですけど？」

「後は頼たのんだ──『相棒』」

「…………」

　ジンゴに鼻先に人差し指を突つきつけられて──アルノルトは肩かたを竦すくめる。

「分かった、分かりました、その代わり明日は奢おごって貰もらうよ!?」

　やはり陽気に、芝しば居いがかった口調でそう叫さけぶアルノルトをその場に残し──ジンゴは身体を引きずる様にしてナサニエル通りを後にした。




　　　●




　散策するかの様な緩ゆるい足取りで歩く事──しばし。

　ジンゴは、人の姿の絶えた路地裏で、ふと足を止めた。

「……俺に何か用か？」

　声を投げると同時に、がたり、と塵ごみ箱ばこの一つが揺ゆれる。

　その陰かげから転がり出る様にして姿を現したのは……一人の少女だった。

　歳の頃は十五か六といった所か。

　小こ柄がらな上に典てん雅がな顔立ちで、非常に愛らしい。青みの強い銀の髪かみと、赤みの強い紫むらさきの瞳、どちらも可か憐れんで──印象に残る。未まだ幼い丸みが随ずい所しよに残っているが、恐おそらく五年しない内に相当な美女に成長するだろう。

　ただ──

「…………」

　その表情は今──複雑に揺れていた。

　恐きよう怖ふ。困こん惑わく。驚きよう愕がく。そして喜き悦えつ。

　本来ならば混ざり合わない筈はずの幾いくつかの感情が、少女の愛らしい顔の上で絡からみ合っているのが見えた。恐らく自分でも混乱していて何が何だかよく分かっていないのだろう。

　身に着けている衣装は白と灰色を基調とした地味めのもので、ナサニエル通りにたむろしている女達とは明らかに雰ふん囲い気きが異なる。恐らくは区外の住人だ。髪と瞳の色からすれば先程、治安騎士達が探していた『小こ娘むすめ』がこの少女なのだろう。

　だが、ジンゴはさして興味をそそられた様子も無い。

　物憂げな黒い瞳で、路ろ傍ぼうの石に注ぐのに等しい熱の無い視線を送っているだけだ。

「…………」

　少女は喘あえぐ様に口をぱくぱくと開け閉めしている。

　どうやら咄嗟に声が出てこないらしい。

「さっきから俺をつけてきている様だが……別に用が無いのなら、俺はこのまま帰って寝るが」

「…………ゆっ……夢のっ…………！」

　少女は──ようやく短く声を漏もらした。

　だが出てきた言葉は、この場においてかなり意味不明だ。

「──夢？」

「ち、違ちがう、違います、そうじゃなくて、えっと、あなたの名前──」

　そこまで言って少女は両手を挙げると、ぱん！　と自分の頰ほおを叩たたいた。

「じゃなくて！」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめて少女を眺めるジンゴ。

　彼の後をつけてきたという以上に支し離り滅めつ裂れつというか挙動不ふ審しんであるが……

「……えっと……」

　頭の中で言うべき言葉を選んでいるらしい。

　しばらく唸うなってから、少女は小さく頷うなずいて言った。

「助けてください」

「…………」

　散々考えた末にひねり出したにしては、意外でも何でもない言葉である。

　勿もち論ろん、何も分からず、何も知らない状態では否も応も無い。眉み間けんに縦たて皺じわを刻んだまま次の言葉を待っていると──その態度をどう受け止めたのか、少女はふらふらとした足取りでジンゴに近づいてきた。どうやらかなり疲ひ弊へいしているらしい。

「助け──あっ」

　繰くり返しそう訴うつたえようとして、そこで、少女は路上に散らばる塵ごみの一つに蹴け躓つまずいた。

　小柄な身体がジンゴに向かって倒れてくる。

　ジンゴは──

「…………」

　受け止めるでもなく、かといって身を躱かわすでもなく──無造作に手を伸のばすと、彼のすぐ脇わきを掠かすめる様にして倒れていく少女の襟えり首くびを摑つかんだ。

　猫ねこの子をつまみ上げる様にしてジンゴが少女を引っ張ると、彼女はしばらく、ばたばたと手足を振ふり回していたが……何とか落ち着きを取り戻もどして自分の足で立った。

「……あ……あの……！」

　少女はジンゴを振り返って縋る様な眼めで見上げてくる。

　ただ無表情に見返していると、少し焦じれた様な表情を浮うかべて彼女は言った。

「追われてるんです……助けて……ください……」

「何故なぜ？」

「え？　……あ、それは……分からなくて」

　ジンゴの問いを勘かん違ちがいしたらしく、少女はそう言った。

「いきなり、やってきたんです……あの人達……せ、説明とか、何も無くて……治安騎士だって分かったのも……さっきで……だから……」

　つっかえつっかえしつつも、今度は変な方向に話が飛ぶ事も無く少女は説明を続ける。

「私何も悪い事なんかしてないし……絶対してないです、だから、その、どうして追われるのか、分からな──」

「お前を助ける理由が無い」

　ジンゴは端たん的てきにそう告げた。

「えっ……？」

　少女は一瞬、言葉に詰つまった様だった。

　この人は何を言っているのか、分からない、全然分からない、そう困惑している表情だ。

「り……理由って……」

「金でも払はらうか？　持ち合わせは？」

「お、お金!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるメイベル。

「そんなの──」

　咄とつ嗟さに自分の襟えり元もと、布製の首ネツ飾りクレスを押さえたのは、恐らくそれがこの少女の持ち物の中で最も価値があるものだからだろう。逆に言えば、他ほかに金目のものは何一つ持っていないという事だ。そしてジンゴが見る限り、その首飾りも大した値がつく様なものではない。

「なら俺がお前を助ける理由は無い」

「…………」

　少女は目を丸くして固まる。

　その表情が驚おどろきからゆっくりと困惑に変わっていき、最後に憤ふん慨がいへと落ち着くのをジンゴはやはり黙もく然ぜんと眺めていた。恐らくジンゴが治セキユ安リテイ騎士ナイツ達を倒すのを物もの陰かげから見ていて、この人ならば、と咄嗟に助けを乞こうたのだろうが……今になって、自分がどういう類たぐいの人間に縋すがり付いたのかを理解したらしい。道徳と金銭──番外区では、わざわざ秤はかりに掛かけるまでもなく、前者は空気の様に軽い。

「細かい事情は知らないが」

　ジンゴは表通りの方を一いち瞥べつして言った。

「お前を助けるという事は、あの治安騎士達と、改めて事を構えろという事だろう？　何の対価も払わず、そんな真似まねを、お前は他人に強しいるのか？」

「で、でもさっきは！」

「あれは仕事だ。報ほう酬しゆうが出る」

　逆に言えば仕事ならば治安騎士と事を構えるのも辞さない──とジンゴは言っている訳で、それはそれでとんでもない話なのだが。そこまで理解出来る余よ裕ゆうは今の少女には無い様だった。

「…………」

　唇くちびるを嚙かんで俯うつむく少女。

「……そう……ですか」

　呟つぶやく様に彼女が言葉を漏らしたのはしばらくしてからだった。

「分かりました」

　少女は顔を上げてそう言った。

　ふてくされた様な表情で彼女はジンゴを睨み──それから一歩下がってこう続ける。

「それから──それでも、ありがとう」

「ありがとう？」

　眉を顰めてその一語を繰り返すジンゴ。

「貴方あなたの事情がどうあれ、私が助けて貰ったのは、本当だから」

　少し硬かたい声で少女はそう言った。

「相手がどういう積もりでも、何かをしてもらったのなら感謝の言葉を捧ささげなさいって。相手の為ためではなくて自分の為にそうすべきだって──」

　そこで急に少女は表情を強こわ張ばらせる。

　何かがこみ上げてきている様で、震ふるえながら彼女は途と切ぎれ途切れに続けた。

「そう……すべきだって……院長、先生、が……い……言って……」

　そこから先はもう言葉にならない。

　しゃくりあげる少女を、しかしジンゴは無言のまま眺ながめていた。

　女の涙なみだは牛の涎よだれと同じだ──と言ったのは、トバイアスだったろうか。哀かなしかろうが哀しくなかろうが関係なく、当たり前の様に、いとも簡単に溢あふれ落ちる……と。なのに男は眼の前で女に泣かれると狼ろう狽ばいして多少の無茶を聞き入れてしまう。自分も何度それで無む駄だな働きをさせられたかと彼は笑いながら言っていた。

「…………」

　少女は改めてもう一度、自分の頰を両手で叩く。

　それが自分を落ち着かせて気持ちを切り替かえる手段なのだろう。更さらに深呼吸を一つ。それから少女はジンゴに背を向けて歩き出した。

　ジンゴはやはり黙だまって──ただ目を細めてその後ろ姿を眺める。

　そして……

「──いや。待て」

　ふとある事に思い至って少女を呼び止めた。

「私に何か用ですか？」

　と──最初にジンゴが少女に掛けた言葉に似せた口調で問うてきたのは、彼女なりの嫌いや味みだろうか。どうやらこれでなかなか気が強い様だ。彼女は立ち止まって肩かた越ごしにジンゴを振り返ってきた。

「治安騎士達が言っていた事は、本当か？」

「え……？」

　虚きよを突つかれた様に、少女がきょとんと瞬まばたきをする。

「先さき程ほどの魔ヴイ物シヤス──あれを放したのは、お前か？」

「あ、えっと、ど、どう……かな……………………そう……かも……？」

　と戸と惑まどいつつも少女はそう答えた。

「追われてて……無我夢中であの魔物のいる部屋に逃にげ込んで……でもあの人達、そのまま踏ふみ込んできて、腕うでを摑まれて、私が逃げようとして、暴れてたら、その、足の先に当たって……っていうか何か……蹴けっちゃって……」

　それが偶ぐう然ぜんに魔物を拘こう束そくしていた小型魔法マギエ機関ンジンを停止させたのだろう。普ふ通つうは、事故を防ぐ為、一手順では魔法機関が停止してしまわない様になっている筈はずだが……あるいは魔法機関の繊せん細さいな部分を少女が蹴り壊こわしてしまったのかもしれない。それとも壊したのは治安騎士達の方か。

　何にせよ──

「……なるほど」

　どうやら治安騎士達が言っていた事は、苦くるし紛まぎれの出で鱈たら目めではなかったらしい。

　ジンゴは少女に歩み寄ると、その腕を摑んだ。

「えっ……あ……あの？」

「名前は？」

「メ……メイベル・バセット……」

　少女は問われて殆ほとんど反射的にそう答えていた。

　ジンゴは小さく頷うなずくと少女の──メイベルの手を引っ張った。

「来い。メイベル・バセット」

「……え？　でも」

「お前はあの魔物の代金分を弁べん償しようする責任がある。治安騎士達にも勿論、償つぐなわせるが」

「え？　え？　でも、でも」

　メイベルはただただ狼狽の表情を浮かべている。

　思ってもみなかった事を言われて、焦あせっているのだ。

「金が無いといっていたな」

「それは──そうだけど」

「無いのなら、働くなり、身体からだを売るなり、臓器を売るなり、手段は問わないが稼かせぐしかないだろう」

「身体を売るなんて──って、え？　何？　ぞ、臓器ッ!?」

「勿論、臓器というのは言葉の綾あやだ。実際には髪かみの毛も皮ひ膚ふも目玉も売れる」

「ちょ、ちょっと待って!?　そんな──」

「とにかく、そのまま帰す訳にはいかなくなった」

「え、い、嫌いや、放し──」

「いいから来い」

　メイベルは何やらジンゴを『最低』だの『下げ衆す』だのと罵ののしっていた様だが、そんな罵ば倒とうでジンゴは狼狽うろたえたりはしないし、その手が緩ゆるむ事も無い。

　ただ──

「手段はどうあれ、弁済が終わるまでは、治安騎士に引き渡わたす訳にいかない」

　ジンゴのその言葉に、メイベルは暴れるのを止めた。

　それは──勿もち論ろん、ジンゴとしては本当にその言葉通りの意味で、それ以上の含ふくみも特に無かった筈なのだが。

「……あの……ひょっとして……」

　紫むらさきの眼を瞬かせながらメイベルはジンゴの横顔を見つめてくる。

　少女の顔に浮かぶ怪け訝げんの表情が、じわりと希望を含んだ明るい色に染まった。ころころと表情がよく変わって分かり易やすい少女である。騙だまし合いが基本の賭札カード遊戯ゲームの類はあまり強くあるまい。

「いいから来い」

　何か勘かん違ちがいをしているらしい少女を引っ張りながら、ジンゴは表通りに戻もどり始めた。
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　光と音が街路に溢れている。

　既すでに陽ひが落ちてしばらく経たつというのに、此処ここは暗さとも静けさとも無む縁えんだった。魔イル力ミネ灯ータの放つ光が暗くら闇やみを千々に切り裂さき、随ずい所しよに掲かかげられた広デイ報スプ旗レイが発する音が、静せい寂じやくを押し退のける。むしろ一日の始まりは今からだと言わんばかりの喧けん噪そうがそこには在った。

　ナサニエル通り。

　城じよう塞さい都市ファーニヴァルの外がい縁えん部、番ロスト外アド区レスを貫つらぬく大通り──此処には多種多様な店が軒のきを連ねていた。番外区の繁はん華か街がいとも言うべき此処では、衣料品や食料品を商あきなう店から武器や薬品を扱あつかう店まで、大たい抵ていの店てん舗ぽが揃そろっている。単に種類というだけならば、中央街区にも劣おとらぬ充じゆう実じつ振ぶりだ。それ故ゆえ──良くも悪くも番外区の住人は、単に暮らすだけならば他ほかの街区に出ていく必要が無い。

　もっとも番外区で取り扱われる品々は、その質に関して、上下の開きが凄すさまじい。

　食料や薬品ですら、低品質どころか偽にせ物ものが当然の様に売られているし、特に魔ガン法ブレ剣ードや魔ガン法杖ワンドや魔ガン鎧メイルだのといった武器の類たぐい、各種魔法術式の原げん盤ばん、特とく殊しゆな薬物──一いつ般ぱん庶しよ民みんの所持や売買が禁止されている違い法ほう品は、その大半が、形を取り繕つくろっただけの偽物である。

　品だけでなく、営業の形態にしても、ファーニヴァルの議会が定める法に違反する店舗は少なくない。表向きは無人の廃はい棄き街区と区別されておらず、事実上の無法地帯たる番外区ではあるが──それでもごくたまに、点数稼ぎに治セキユ安リテイ騎士ナイツ達が巡じゆん回かいに来る為、表向きは合法な商売の看板を掲げている店が殆どだ。

　例えば──〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の様に。

「…………」

　ジンゴは店の前で立ち止まった。

　彼が眼めを向けているのは、鮮あざやかな色の光を振りまいている発光式看板──ではなく、そのすぐ下に在る硝子ガラス窓だ。

　光る看板の真下に在る為か、殊こと更さらにその硝子窓は暗く見える。

　そこにジンゴの顔が映っていた。

　端たん整せいだが、世の全すべてを厭いとうかの様な──喜き怒ど哀あい楽らくの表情が根ね刮こそぎ抜ぬけ落ちて、ただ倦けん怠たいの色だけが張り付いた、仮面の如ごとき顔だ。御お世せ辞じにも親しみやすいとは言えない面おも持もちである。

「…………」

　窓の向こうは暗く、闇やみ色が凝こごるのみ、他には何が映る訳でもない。

　強しいて言えば、行き交かう人々を含めた風景がそこに映っている程度だ。だがジンゴは切れ長の両眼から静かな眼まな差ざしをその硝子面に向けている。向け続けている。

　何かを凝ぎよう視しするかの様に。

　自分の顔に見み惚とれている訳でもあるまいが──

「……どうしたんですか？」

　傍かたわらのメイベルが怪訝そうに問うてくる。

　ジンゴが唐とう突とつに店の前で立ち止まったからだろう。そのまま立ち去るでもなく店に入るでもなく、窓硝子に視線を注ぎ続けている。メイベルはジンゴの脇わきから同じ様に硝子へと眼を向けるが──ジンゴが何を見ているのかは分からなかった様だ。

「いや。何でもない」

　ジンゴは首を振って再び歩き出す。

　眼の前に在った〈ゲルダの宿〉の扉とびらを開けて彼は店の中に入った。

　いきなり長い廊ろう下かが奥へ奥へと延びているのが見える。宿屋にしては意味も無く勿もつ体たいぶった妙みような造りだった。

　そして──

「──あら。ジン？」

　入ってすぐ……扉の脇に一人の女が居た。

　染めているのか、鮮やかな蒼の髪が先まず印象に残る。次に目立つのは妙に大きな首ネツ飾りクレスだった。歳の頃は二十歳はたち前後に見える。目鼻立ちの涼すずしげに整った美人なのだが、何処どこか緩んだ様な、寝ねぼけているかの様な、奇き妙みような雰ふん囲い気きのある娘むすめだった。

　娘は扉のすぐ脇に置いた椅い子すに座って本を読んでいたらしい。片手に黒い表紙の本を開いている。

「……アルノルトは？」

「奥にいるよ。ところでその子は？」

　緩い笑えみを浮うかべて女が言う。

「説明すると長くなる」

　面めん倒どうくさそうにそう言ってジンゴは女の脇を通り過ぎ、そのまま廊下を奥に向けて進んでいく。メイベルが振り返ると、女は既にジンゴとメイベルには興味を失った様子で、椅子に座り直し、手にした本を開いていた。

「…………」

　廊下の奥にある扉をジンゴは躊ちゆう躇ちよ無く開いた。

　途と端たん──空気が変わる。

「えっ……？」

　思わずメイベルは立ち竦すくんだ。

　そこが単なる宿しゆく泊はく施し設せつでない事は、明らかだった。

　その部屋は広間になっていて、まるで酒バ場ーや食堂の様に幾いくつもの卓テーブルが置かれている。それぞれの卓には煙草たばこや酒を片手に男が一人ないしは二人ばかりついていて、いずれもが壁かべに視線を向けていた。

　壁には『窓』が幾つも設けられている。ただし『窓』の向こう側は屋外ではない。その先にあるのもまた部屋だ。ただしかなり小さい、個室と呼ぶのも躊躇ためらわれてしまう様な空間である。

　そこに居るのは半はん裸らの女達だ。

　彼女等は籐とうの椅子に身を沈しずめる様にして座り、広間にたむろする男達に艶えん然ぜんと微ほほ笑えんで手を振って見せたり、衣装の胸むな元もとをはだけて見せたりしている。

「こ、こ、此処って……」

「…………」

　ジンゴは答えないが、此処が何の為ための場所なのかは、メイベルにもおおよそ理解出来た様だった。

　要するに〈ゲルダの宿〉は娼しよう館かんなのである。

　女達は表向き、この〈ゲルダの宿〉の従業員ではない。ただ『たまたまそこに居る』だけの存在だ。だから客達と女達の間に何か在っても〈ゲルダの宿〉はそれを一いつ切さい関知しない。彼等がそのまま二階の個室に移動して性的な行こう為いに勤いそしんでもそれは、各人の自由だ。

　なので──男達は広間で女達の品定めをし、相手が決まったら二階の部屋に連れ立って移動する、というのがこの〈ゲルダの宿〉の基本的な利用法だった。広間の男達は一夜限りの『妻』を選んでいる最中なのだ。

　当然──

「お？　なんだなんだ？」

「その子、新入りか？」

「いつ店に出るんだ？」

　などとジンゴが連れているメイベルに対して、そんな声を投げてくる客も居る。

「ち……ちがっ……」

　その度たびにメイベルは慌あわて、焦あせり、言葉にもならない呻うめき声を漏もらしていた。

　この場に満ちる性的な雰囲気に辟へき易えきしているのだ。怯おびえて泣き出さないのは元々の気が強いからだろうが……何にせよ、この手の店に来るのが初めてなのは当然として、彼女がろくに男性経験も無いのは明白だった。

　ジンゴは客の問いを全て無視して、メイベルを更さらに奥へと連れて行く。

　小さな扉をくぐって広間を出ると……そこはまた、唐突に空気が変わっていた。

　壁かべ際ぎわには木箱が、そして部屋の真ん中には向かい合う形で柔ソ椅フ子アが一いつ対つい、奥には執しつ務む机が置かれているのも見える。装そう飾しよく品の類は殆ほとんど無く、明らかに裏方といった風ふ情ぜいである。少なくとも客を──娼婦を買いに来た男達を通す為の部屋ではなかった。

　だが……

「アルノルト」

　ジンゴが声を掛かけると、柔椅子に座って何やら茶碗カツプを傾かたむけていた紅あかい服の男──アルノルトが振り返る。

「おや？　ジン？」

　アルノルトは不思議そうに首を傾かしげる。部屋の中ですら被かぶったままの帽ぼう子しがわずかにずれたのを、彼は左手で直した。

「帰るんじゃなかったのかい？　その娘は？」

「さっきの騒さわぎの原因だ」

　ジンゴはそう言ってメイベルを部屋の真ん中に押しやり──自身は壁際に積み上げられた木箱に背中を預けた。メイベルを此処まで連れてきた事で、自分の仕事は終わったとでも言いたげである。

　メイベルは……

「あ……あの……」

　己おのれの身を抱だく様にして周囲を見回している。表情には警けい戒かいの色が濃こく、迂う闊かつに声を掛けるだけでも暴れ出しそうだった。先さき程ほど、広間でたっぷりと浴びた男達の視線が余程、堪こたえたらしい。

「治安騎士達が追いかけていた娘だ。魔ヴイ物シヤスが逃にげたのは、この娘を捕つかまえようとして治安騎士が建物の中に踏ふみ込んで、その際に拘こう束そく術式が外れたんだろう」

「なんとまあ」

　とアルノルトは椅子から立ち上がって──しかしその長身を屈かがめて、メイベルの顔を覗のぞき込む。

「このお嬢じようさんが？　あの騒そう動どうの元げん凶きよう？」

「…………」

　メイベルは思わず半歩後ろに下がる。

　アルノルトは優やさ男おとこで言こと葉ば遣づかいも優しい方だが、その言動は──表情も仕草も口調も何処か芝しば居い掛がかっていて真しん剣けんみを欠く。別の言い方をすれば微び妙みように胡う散さん臭くさいのだ。

「お嬢さん、お名前をお伺うかがいしてもよろしいか？」

「──メイベル」

　不ふ機き嫌げんそうな声で──しかし律りち儀ぎに答えるメイベル。

「……メイベル・バセット」

「可愛かわいい名前だね。これならすぐに人気者になれるよ」

「え？　人気者……？」

　虚きよを突つかれた様子で眼を瞬まばたかせるメイベル。

「魔物の弁べん償しようをするのに、此処ここで働くって話なのでは？」

　アルノルトは朗ほがらかな笑顔で言った。

「ち、違ちがいます！」

　メイベルは表情を強こわ張ばらせて否定するが、アルノルトは聞いているのかいないのか、必要以上に明るい口調と表情でこう続けた。

「お嬢ちゃんは人間だよね？　でも大だい丈じよう夫ぶ、ここはどっちでもいけるからね」

「どっちでも……？」

　メイベルは眉まゆを顰ひそめてその一語を繰くり返す。

『人間』『どっちでも』

　その言葉の意味をメイベルが理解する前に──

「よしとくれよ」

　そう言って部屋に入ってきたのは……大おお柄がらな女だった。

　分厚い化け粧しようでも隠かくしきれぬ小じわが刻まれた丸顔、雑に結ゆった黒くろ髪かみ……首から下もでっぷりと太った四し十じゆう絡がらみの女である。あまり魅み力りよく的とは言い難がたい容姿だが、やたら下着めいた露ろ出しゆつの高い衣装を身に着けており、不自然に──不健康な程に白いその左ひだり肩かたから手首に掛けて、蒼あおい花と蔓つる草くさの刺青いれずみが施ほどこされているのが見えた。

「遅おくれてきたと思ったら何処の馬の骨とも分からない小こ娘むすめ連れ込んで……ジン、あんた宗しゆう旨し変えでもしたのかい？」

「……宗旨変え？」

　とジンゴが眉を顰めて問う。

「あんたの恋こい人びとはアルノルトだろう？」
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「面おも白しろい冗じよう談だんだな」

　とジンゴは無表情にそう評した。

「いやいやゲルダ。僕とジンは仕事の上での付き合いしかないよ？」

　とアルノルトはアルノルトで楽しげにそう言う。

　ゲルダ──即すなわちこの女が〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の主人なのである。

「うちの娘達に誘さそわれてもまるで興味無しって顔してるから、あんたらそういう趣しゆ味みなのかとも思うじゃないか」

「ゲテモノと寝る趣味は無い」

　とジンゴは言った。

「ご挨あい拶さつだね。まあだからこそ安心して仕事を任せられるってもんだが」

　言ってからゲルダは、そこで改めてメイベルの方へと視線を向けた。

　少女を見つめるその眼めは──明らかに商品を品定めする商売人のそれだ。人間が人間に対して向ける眼まな差ざしではない。舐なめる様な視線は主にメイベルの額と首の辺りを往復していたが……

「うちで普ふ通つうの人間の小娘とか、役に立つ筈はずないだろ」

　ゲルダは吐はき捨てる様にそう言った。

「いやいや。そうでもないでしょ？」

　とアルノルト。

「そっち系の魔ま法ほう術式を教え込めば充じゆう分ぶん──」

「誰だれが教えてくれるんだよ。ジンゴかい？」

　とゲルダは面めん倒どうくさそうに言う。

　メイベルはといえば、やはり会話の意味が分からないままらしく、眼を瞬かせて視線を左右に彷徨さまよわせている。どうして娼館で魔法術式の話が出てくるのか。メイベルの様な少女には分からなくて当然だった。

　いや。それ以前に……

「『普通の人間の小娘』……？」

　メイベルがゲルダの言葉を繰り返す。

　普通の人間。普通でない人間。

　つまりそれは──

「ナサニエル通りの娼館だからな」

　メイベルの疑問を察してジンゴが言った。

「正規街区とは違う。大半の娼しよう婦ふ達は、人間じゃない」

「……!?」

　メイベルはジンゴを──そして彼のすぐ横の、先程自分達が通り抜ぬけてきた扉とびらを振ふり返る。その向こうは当然、例の広間だ。

　ファーニヴァルにおいて、娼館は、そして売春は違い法ほうではない。

　当然、ナサニエル通り以外にも──つまりは正規の地番が振られている街区でも、歓かん楽らく街はあるし、娼館の類たぐいは幾いくつも見つける事が出来る。

　だが『人間ではない』娼婦を揃そろえているのは、恐おそらくナサニエル通りのみだろう。更に言えば、その商売を一番手広くやっているのが、この、〈ゲルダの宿〉だった。

　即ち──

「〈角欠ホーンけレス〉さ」

　と──もっちりと肉付きの良い肩かたを竦すくめて言うのは、ゲルダである。

「うちの子達は、魔物だよ」

「──！」

　メイベルは愕がく然ぜんとして身を竦ませる。

「中には人間も……食い詰つめた女〈勇者ブレイブ〉なんぞも何人か居るけどね。広間通ってきたんだろ？　うちの子達が皆みんな、首輪してたのには気付かなかったかい？」

　とゲルダ。

「──あ」

　とメイベルは目を丸くする。

　店の入り口で出会った娘むすめも、妙みように大きな首ネツ飾りクレスをしていたのを思い出したのだろう。

　勿もち論ろん、あれは単なる装飾品ではなかった。

　拘束の首輪。魔法術式を組み込んだ簡易の魔法マギエ機関ンジンだ。見た目はただの首輪だが魔族に用いられるそれは魔族の持つ魔力を常時吸い上げて、自動的に祈き禱とうし、魔法術式を励れい起きし続ける。特定の魔法以外は全すべて抑よく制せいする様な術式を組み込んでおけば、魔物といえども、人間以下の非力な生き物に成り下がるという寸法だ。

　広間の娼婦達も、その多くは髪かみを長めに伸のばしているので、襟えり元もとの首輪が目立たない場合が多い。魔物の娼婦達が髪を伸ばすのは、首輪隠しの意味もあるが、折られた角を隠す為ためでもあるのだろう。

「で、でも、なんで、なんで魔物……なんか……」

　メイベルの台詞せりふは、彼女がごくごく真っ当な価値観の中で育ってきたという証しよう拠こだった。

　彼女は孤こ児じ院いん育ちだそうだが、恐らく、非常に真っ当な倫りん理り観の持ち主が運営していたのだろう。孤児院の中には奴ど隷れい商や娼館を兼かねる様な所も在る。その意味ではメイベルは孤児の中では幸運な方だと言えるだろう。

　少なくとも昨日までは──だが。

「人間の女に飽あきた、なんてのも居るけどね」

　とゲルダは──頰ほおに黒々とした笑えみを浮うかべながら言った。

「魔ヴイ物シヤスの女はね、気持ちいいのさ。もの凄すごくね。一度、魔物の女を抱いちまったら、人間の女なんて──っていう野や郎ろうは沢たく山さんいる」

「……そ、そうなん……ですか？」

「そうさ。なんせ魔物は自分の身体からだを魔法で弄いじる事が出来る。胸を大きくしたり、小さくしたり、アソコの具合を変えたりとね。相手の男にも魔法を掛かけられる。快感を何倍にも高める魔法をね」

　それがつまり、こうした違法な娼館が存在する理由なのだ。

　拘束の首輪には、魔物の魔法の殆ほとんどを制限し、特定の──この場合は快楽の増感や、治ち癒ゆのみを許す術式が刻まれている。結果として〈ゲルダの宿〉の娼婦達は、客に尋じん常じようならざる快楽を提供する事が出来るのだ。

「ただ、男と寝ねるだけの人間の女なんざ、お呼びじゃないね」

　とゲルダは言った。

「ましてやこんな小娘。せめてあと三年は育ててから連れて来な」

「ゲルダの経営方針は立派なものだと思うけれどね？」

　アルノルトは肩を竦める。

「あの魔物の代金はどうするのかな？」

「その娘は持ち合わせがないそうだ。娼婦が無理なら、下働きでもなんでもさせるしかないだろう。弁済に何年かかるか分からないが」

　とジンゴは言った。

　位置的に拠きよ点てんとして使うのに便利なのと、ゲルダがナサニエル通りの顔役の一人なので、この娼館の廂ひさしを借りる形になっているが……ゲイソン保安協会、即ちジンゴとアルノルトは、厳密に言えばナサニエル通り全体に傭やとわれている揉もめ事解決屋だ。〈ゲルダの宿〉の従業員という訳ではない。

　ジンゴ達が問題にすべきはメイベルが娼婦として働けるかどうか、ではなく、最終的に魔ジエ力ネレ源ータ用の魔物に関しての損失分、そして魔力供給停止で生じた損益分を、誰に負担させるかである。

「どうしたものかな」

　と肩を竦めるアルノルト。

　一方──

「……ところで、あんた」

　ふと、何かに気付いた様子でゲルダが眼を細めてメイベルを見つめた。

「パメラって名前に心当たりは？」

「え？　パメラ、ですか？　いえ……パメラ、何です？」

　戸と惑まどいながらメイベルはそう答える。

「パメラはパメラさ。姓せいなんて無いよ。魔物だからね」

「──え？」

「パメラってのも後付けの名前だしね。魔物に人間の様な名前は無いんだよ」

「ま、魔物に知り合いとか、居ません。どうしてそんな事を……？」

　動どう揺ようを露あらわにしてメイベルはそう答える。

　何故なぜそんな事を尋たずねられたのか、まるで分からない──といった様子だった。

「いや、まあ、いいさ。気を悪くしたら御ご免めんよ」

　と意外にもそう謝ってゲルダは肩を竦める。

「とにかく……」

　ジンゴは欠伸あくびを嚙かみ殺しながら言った。

「どうやって弁済させるかはともかく、治セキユ安リテイ騎士ナイツ達に連れて行かれればそれで終わりだろう。しばらく此処ここに隠かくしておくべきかと思って連れてきた」

「そりゃまあ、そう──」

　と言いかけて。

「いやいや。待って？　さすがは相棒。それだ。それだよ」

　名案！　とばかりに、ぱん、と手を叩たたきながらアルノルトは言った。

「治安騎士だ。というか、あれ──公安パブリツ騎士クナイツの方だよね？　非公然任務中の。普通の治安騎士とは違ちがうみたいだったし」

「……かもな」

　とジンゴは頷うなずいた。

　公安騎士。

　議会直属の、ファーニヴァル全体の治安維い持じの為に活動する騎士を、他ほかと区別してそう呼ぶ。彼等が相手にしているのは、窃せつ盗とう犯や暴行犯の様な末まつ端たんの罪人ではなく、都市内に潜せん入にゆうしてきた魔物や、組織的な犯罪である。

　ただし口の悪い連中が『お偉えらいさん専用のケツ舐なめ犬』などと呼ぶ事から分かる様に、彼等が、私兵じみた立場で議員達に使われている場面は少なくないという話だった。非公然任務も多い公安騎士は、議員達の醜しゆう聞ぶんを闇やみから闇に葬ほうむるのに都合が良い。

「どうして追われているのかは、本人にも分からないそうだが」

「もし……もし何か議会の醜しゆう聞ぶん絡がらみとか、そういうので、このお嬢じようさんを探してるのだとすると、だ。このお嬢さんを取引材料に、公安騎士や、その後ろにいる誰かさんからお金を引き出す事も出来るのではないかな？」

「…………」

　ジンゴとゲルダが顔を見合わせる。

　確かに本当にメイベルが議員や議会の醜聞絡みで追われているのだとすれば、本人が追われている理由を知らなくても──ましてや公安騎士達がこんな番外区にまで出向いてくるのにも筋が通るし、交こう渉しよう次し第だいでは魔物一頭分の金を引き出す事も可能だろう。

　しかし──

「結構、危ない橋になるんじゃないかね」

　と言うのはゲルダである。

「多分な」

　ジンゴは気け怠だるげな口調でそう応じつつ──木箱から背を離はなしてメイベルに歩み寄った。

　メイベルが暴れた場合に、すぐ取り押さえられる様にだ。彼女にしてみれば自分が売り渡わたされるかもしれない会話が目の前で行われている訳で……不安と恐きよう怖ふで騒さわぎ出しても不思議は無い。

　だが──

「…………」

　メイベルは黙だまったままだった。

　しかもいつの間にか彼女は俯うつむいている。今、彼女がどんな表情を浮かべているのか、ジンゴの位置からは分からない。怯おびえているのか。怒いかりを堪こらえているのか。それとも──

「……ん？」

　アルノルトもメイベルの『異状』に気付いたらしい。柔ソ椅フ子アから腰こしを浮かして彼女の方に身を乗り出す。ゲルダも怪け訝げんそうな表情でメイベルの様子を窺うかがっていた。

「どうしたのかな、お嬢さん？」

　とアルノルトが尋ねる。

　すると──

「…………『お嬢さん』？」

　ぽつりと呟つぶやく様にメイベルが言った。

「ああ、ああ、そうか。そうであったな。そうじゃその通り、今は、な」

　何処どこか眠ねむそうな、気怠げな口調でメイベルがそう続ける。

　いや。それは本当にメイベルの声か？

　先さき程ほどまでとまるで違う口調、まるで違う──気配。

「……!?」

　ジンゴが咄とつ嗟さに身構える。

　何かおかしい。何がおかしいのかは分からないがおかしい。

「…………」

　かくん、とメイベルがその場にくずおれた。

「おや？　ちょっと？」

　とアルノルトがメイベルの脇わきでしゃがみ込み、その様子を調べる。抱だき起こされた彼女は──眼めを閉じていた。唇くちびるはわずかに開いていて、全体的に表情が緩ゆるんでいる。どうやら眠っている様なのだが。

　緊きん張ちようと不安から気絶したのか。

　だが……果たして、こんなにもいきなり、眠りに落ちてしまうものだろうか。ほんの少し前まで眠そうな素そ振ぶりなど全く見せずに、はっきり喋しやべっていたが。

「なんなんだろうね、これは。なにかの病気持ち？」

　とアルノルトは眼を瞬まばたかせて問うてくるが、医術師でもないジンゴにもゲルダにもそんな事が分かる筈はずも無い。

　代わりに──

「──久しいな。我が仇敵カタキ」

　そんな言葉が不意に湧わいて出た。

「……!?」

　ジンゴが眉まゆを顰ひそめた。

　メイベルの言葉は一体──誰だれに対してのものか？

　この場にいる誰もが、メイベルと旧知の間あいだ柄がらという訳ではなし、ましてや彼女に『仇敵』などと呼ばれる様な関係になった覚えも無い筈だ。

　メイベルではないのか。では誰が喋っている？

「…………」

　部屋の中を見回すジンゴ。

　彼の視線は、壁かべ際ぎわに取り付けられている一枚の鏡で──姿見の所で止まった。娼婦達が仕事に出る前に、自分の姿を確かく認にん出来る様に置かれたものだ。全身を映せる様に、扉とびら一枚分程の面積が在る。

　そこに……部屋の様子と、そこに居る者達の姿が映っている。

　五人分。ジンゴ。アルノルト。ゲルダ。メイベル。そして──

「これは──」

　鏡の中にだけ居る何者か。

　鏡面の向こう側には確かに見える。だが視線を戻もどしてみても鏡像の本体は何処にも見えない。幻げん覚かくか。それとも何かの魔ま法ほうか。咄嗟には判別がつかない。

　だが──

「まさか貴様と再び相まみえる事になろうとは。奇き縁えんとでも言うのかのう。いやそれもまた必然やもしれぬ。愉ゆ快かい、愉快」

　鏡の中で笑う女。

　大きな──上へと螺ら旋せんを描えがきつつ頭部を半周するかの様な、特とく徴ちよう的な一いつ対ついの角ホーンを左右から生やした異形。

　それはかつて『魔王』と呼ばれた者の姿だった。




　　　●




　テレンス・ワイズは居並ぶ部下達を改めて一いち瞥べつした。

「…………」

　部下の騎士達は、いずれも俯いたまま無言である。

　何か言い訳の一つでも出てくるかと待ってはみたのだが、彼等はただ黙って叱しつ責せきを受ける事を選んだ様だった。殊しゆ勝しような心こころ掛がけと言えるだろう。

「しかし困りましたね」

　テレンスは執しつ務む机に両りよう肘ひじをつき、組んだ両手の上に顎あごを乗せながら言った。

　緩やかに波打つ豪ごう奢しやな金きん髪ぱつと、切れ長で琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうを備え、公安騎士達の間において指折りの美形として知られた秀しゆう麗れいなその顔は……怒りに歪ゆがむでもなく、焦あせりに崩れるでもなく、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべたままだ。

「いくら非公然任務で装備に制限が在ったとはいえ……騎士が十人も揃そろっていて、子供一人を捕ほ縛ばくする事も出来ないとは。再訓練の申しん請せいが必要でしょうか？」

「……面めん目ぼく次第もございません」

　一人が呻うめく様な声で、ただそう答えた。

　執務机を挟はさんでテレンスの前に跪ひざまずいている騎士は三人。

　昨日の午後──非公然任務を負って出動した部下の、半分にも満たない。

　しかも眼の前の三人はいずれもあちらこちらに包帯を巻いており、そうでない部分にも青あざや擦すり傷切り傷が散見される。満まん身しん創そう痍いといった様子だが、この者達はむしろマシなのだ、という事をテレンスは報告を受けて知っている。

　十人中四人は病院に担ぎ込まれて意識が戻もどっておらず、三人は番外区の連中に捕つかまったままだとか。対象者を捕縛しようと追いかけて番ロスト外アド区レスに入り込み、そこで違い法ほうに飼育されていた魔ヴイ物シヤスと遭そう遇ぐう、これと戦せん闘とうになった為ため──とは聞いていたが。

「ギネス達は未いまだに番外区で捕まったままとか？」

　テレンスはわずかに身を乗り出して問うた。

「それはつまり、魔物相手に戦って、負傷したところを、番外区の住人に押さえられたという事ですか？」

「いえ、その……違います」

　部下達は、気まずそうに眼を伏ふせながらも否定した。

「実際、ギネスは魔物との戦闘で負傷しておりましたが……他の二人は、番外区の住人と戦闘となり……その……倒たおされて……」

「ほう？」

　テレンスは興味深そうに首を傾かしげる。

「騎士が？　番外区の破落戸ゴロツキとやり合って負けたと？」

「…………」

「多勢に無勢でしたか？」

「……いえ、それが」

　騎士の一人は額に汗あせを滲にじませながら、続ける。

　彼等はテレンスが滅めつ多たな事では部下に対して怒ど鳴なったり殴なぐったりしないのを知っているが……だからこそこの美しい青年騎士は、顔色一つ変えないまま、むしろ優やさしい笑え顔がおで部下を切り捨てる程度の事は普ふ通つうにしてのける。残ざん虐ぎやくでも冷れい酷こくでもなく、ただひたすらに合理的なのだ。

「ハズウェルとキングストンは……一人に……」

「一人？　一人に、二人がかりでやられたと？　いや、ギネスも含ふくめれば三人が？」

「…………」

　テレンスの部下達は揃って頷うなずいた。

「それで、貴方あなた達は同どう僚りようが番外区の破落戸に捕まるのを見ながら、逃にげ帰ってきたという訳ですか……さすがにこれは、私としても笑って済ませる訳にはいきませんが、さて」

　そう言いつつもテレンスの表情は落ち着いたものだ。

　彼は笑顔のまま、何処か芝しば居いがかった仕草で天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくする。

　その時──

「──ワイズ卿きよう」

　それまで黙ってテレンス達のやりとりを眺ながめていた人物が──壁際に腕うでを組んで立っていた女性が、ふと声を掛かけてきた。

　短めに整えた赤毛と、切れ長の双眸が、ひどく硬こう質しつな印象を見る者に与あたえる。

　しかもその眼は左右で色が違ちがう。俗ぞくに『金銀妖眼』と呼ばれる眼だ。

　目鼻立ちは整っているのだが、美人という以前に、何か奇き妙みようというか……不可思議な雰ふん囲い気きを帯びているのは、その眼まな差ざしのせいだろうか。

　メリンダ・ラドフォード。

　一見そうは見えないが、この女性はファーニヴァル最高議会の議員の一人だ。

　大たい抵ていが年寄りからなる最高議会議員の中で、この女性だけは若い──というより、年ねん齢れい不ふ詳しようである。一見すると二十代の娘むすめにも見えるのだが、角度や光の具合によっては、非常に年老いた人物の様にも見える。そして他ほかの議員と違い、普ふ段だんから豪ごう勢せいな造りの椅い子すにふんぞり返っている訳でもないので──こうして秘書もつけずにテレンスの執務室にふと顔を出したりするので、余計に正体不明な印象が在った。

「悠ゆう長ちように報告を受けている場合ではありません。事は重大ですよ。急ぎ次の部隊を編制して送り込みなさい」

「そうはおっしゃいますが、ラドフォード議員」

　テレンスはメリンダに向き直りながら言った。

「そもそもこの任務、一体、何なのです？」

「何とは？」

　眼を細めて問い返すメリンダ。

　妙みように強い眼光がそこには宿っていた。気の弱い者ならばそれだけで気け圧おされてそれ以上は何も問えなかったかもしれない。だがテレンスは構わず更さらに問うた。

「孤こ児じ院いんに出向いて小こ娘むすめを一人連れてこい。騎士十人で。念ねんの為に武装はしていく事。ただし非公然任務である……訳が分かりません。一体何なのです？　我々は何を命じられていたのです？」

「詳くわしく知る必要はありません」

「士気に関かかわります」

　テレンスは部下達の方を一瞥してから、自分の胸むな元もとに手を当てて言った。

「ただでさえ我々は──公安パブリツ騎士クナイツは議員の方々の飼い犬などと言われ、汚よごれ仕事を押しつけられる事も多い身です。勿もち論ろん、覚かく悟ごして公安騎士になった者ばかりですが、だからこそ、議員の方々の信用が得られないとなると──」

「……議会の醜しゆう聞ぶんに関わります」

　メリンダはテレンスの台詞せりふを遮さえぎる様に言った。

「議会の醜聞。いつもの事ですね」

　微笑は浮かべたまま、しかし肩かたを竦すくめて首を振ふるテレンス。

　公安騎士を、私兵の様に使いたがる議員は多い。そして彼等の醜聞やら何やらを処理する為に──つまりは公務とはとても言えない仕事を押しつけられるのも、しょっちゅうだ。

　だが……

「ファーニヴァルの命運そのものに関係します」

　メリンダは眼めを細めてそう言った。

「ほう？」

　興味を引かれた様子でテレンスが首を傾げる。

「この任務は私の独断ではなく、最高議会全体の承認を得ています。個人的な醜聞を隠いん蔽ぺいする為のものではありません。しかし──」

　ここでメリンダはふと、口の端はに皮肉な笑みを浮かべた。

「発ほつ端たんは、個人的な醜聞でもあるのです」

「……というと？」

「件くだんの娘は、先日亡なくなった、ロートン議員の隠かくし子です。彼が亡くなり、彼の身辺整理を担当していた者が、幾いくつかの書類から、隠し子の存在に気付いたのですよ」

「……おやおや。しかし隠し子程度……」

　別にこの程度の醜聞なら、珍めずらしくもない。

　現在、ファーニヴァルの議員の中には民衆の支持を得てその地位を獲かく得とくした者も多いが、聖せい伐ばつ大戦前からの特権階級──貴族の地位を後ろ盾だてにして世せ襲しゆうで議員になっている者も少なくない。

　貴族達の間では妾めかけを囲うなど常識であるし、庶しよ民みん出の議員にも、貴族に並んだと考えてむしろ箔はく付づけ程度の感覚で愛人を囲う者が居る。勿論、その手の行こう為いが表おもて沙ざ汰たになれば庶民からは非難の声が上がるが──それで議員生命を絶たれた者は少数だ。

　少なくとも、わざわざ公安騎士を非公然任務に投入する程ほどのものではあるまい。

「とにかく」

　メリンダは語気をやや強めて言った。

「早急にメイベル・バセット──いえ、メイベル・ロートンを捕まえなさい。十人で足りないなら二十人を送り込みなさい」

　それから再び腕を組んで壁かべにもたれかかるメリンダ。

　どうやら全すべてをテレンス達に説明する積もりは無いらしい。

「……議員はこうおっしゃっています」

　とテレンスは笑顔に苦く笑しようの色を混ぜて部下達に視線を戻す。

「新たに二十人──というのも無理がありますね。貴方達は件の娘や、ハズウェル達を倒したその男の顔も見ていますから、引き続き任務にあたりなさい」

「はっ！　隊長のご高配、有り難がたき幸せであります！」

　これを名めい誉よ挽ばん回かいの機会と考えたか、三人の治セキユ安リテイ騎士ナイツ達はむしろ勢い込んだ様子でそう応じてきた。

　ただ──

「しかし、三人を相手に戦ったとか……その者、何者でしょうね？」

　とテレンスは首を傾げる。

　携けい帯たい性や隠おん密みつ性重視の短たん剣けん型とはいえ、全員、魔ガン短剣ダガーは手にしていたであろうし、これは魔ガン鎧メイルも同様だろう。騎士達の着用する軽装の魔鎧〈パイソン〉は、聖精銀ミスリルの鋼こう糸し帷子かたびらを内側に縫ぬい込んだ革かわ鎧よろいで、軽く柔じゆう軟なん性に富んでいるが──刃は物ものや矢に触ふれた瞬しゆん間かん、表面を硬こう化かさせて凶きよう器きを弾はじく。聖油に込めた魔力が続く限り、防ぼう御ぎよ力という意味では鋼鉄の全身鎧にも等しい代しろ物ものだ。

　そして当然──騎士達はそれらの装備を扱あつかう為の訓練を受けている。

　単なる街の腕うで自じ慢まんに叩たたきのめされる様な者達でもなければ装備でもない。

　だとすると相手は、先の戦争で戦場を経験した退たい役えき軍人か。

　あるいは──

「……実は、我々は直接この目で見た訳ではないのですが……」

　騎士の一人が眼を伏せて言った。

「どうも、その、先の四人を病院送りにした魔物……これを、素す手でで……同じ男が倒したらしく……」

「魔物を？　その男が、一人で？」

　魔物には勿論、個体差があるが……大抵の場合にその戦闘能力は人間を大きく凌りよう駕がする。魔ジエ力ネレ源ータとして数年にわたり飼育されていて、ある程度疲ひ弊へいしていたとしても、普通の人間が素手で倒たおせる様な相手ではない。

「……つまり事実上、公安騎士十人が一人に倒されたのと、同じと？」

「いえ、そこまでは。しかし──」

「…………ソマーズ卿」

　ふと──何か思いついた様子で、メリンダが騎士に声を掛ける。

「その男、どんな容姿でしたか？」

「ね、念の為ために、自動ドロー執筆機エンジンで私の記き憶おくを書き出しておきました」

　そう言って騎士は一枚の紙を差し出した。

　人間の記憶を抽ちゆう出しゆつし、これを紙の上に書き出す自動執筆機。会話を文字で書き出す事も出来るが、最も多い使われ方は、記憶内の風景や人物を画像として描えがき出す事だろう。

　元が記憶だけに、正確さには若じやつ干かんの不安が残るが──後からでも目もく撃げき者の記憶から特定の情景や個人の容姿を描き出す事が出来るのは、非常に便利だ。なので治安騎士の詰つめ所には必ずこの種の魔法マギエ機関ンジンが置かれている。

「──ふむ？」

　とその人相書きを見ながらテレンスは首を傾げる。

　黒くろ髪かみ。黒こく瞳どう。端たん整せいな顔立ちだが、何処どこか陰いん鬱うつな雰ふん囲い気き。

　目鼻立ちが整っている故ゆえに、偏かたよりが無く、むしろ特とく徴ちようらしい特徴を欠くが──

「──これは」

　テレンスからその人相書きを渡わたされたメリンダが眼を細める。どうやら彼女はその顔に見覚えがあった様だ。

「お知り合いですか、ラドフォード議員？」

「…………」

　メリンダはしばらく紙の上の似顔絵を睨にらんでいたが。

「そうね。知り合いかも。昔の……ね」

　彼女は何処か皮肉げな笑えみを口の端に浮うかべながら、そう言った。




　　　●




「そうか……難民だったんだ？」

　寒風吹ふき荒すさぶ、荒こう野やの夜。

　岩いわ陰かげで休きゆう憩けいをとる仲間の為に、ジンゴと、そして癸種〈マル勇者〉クトのジョスリン・ダウンズは二人して歩ほ哨しよう役に立っていた。

　敵の勢力圏けん内ないでの野営は先まず発見されない事が第一である。火を焚たく事はおろか規模の大きな魔法を使う事も出来ない。勿論──魔力補給を期待出来ない潜せん入にゆう任務では決戦のその時まで魔力は極力温存せねばならないという事もある。

　それ故……歩哨をする際、ジンゴ達は〈暗視〉や〈集音〉の魔法を断続的に掛かけながら互たがいに背中合わせで死角を無くして警けい戒かい態勢を維い持じする。だが他ほかに何をするでもなく来るか来ないかも分からない敵に備え続けるのは精神的な負担が大きい。

　背中合わせで互いの顔が見えない気き易やすさもあってか──歩哨同士が暇ひま潰つぶしに交かわし合う会話は、自然と突つっ込んだ内容になる事も多かった。

「俺の故郷は、魔ヴイ物シヤスに滅ほろぼされた」

　元々口数の少ないジンゴだったが……いつしか彼も、岩と砂ばかりの殺風景な荒野に眼を向けつつ、記憶の中の昔せき日じつを掘ほり起こして訥とつ々とつと語っていた。

　故郷から逃にげ出し難民となった事。

　祖父を喪うしない、妹を喪い、父も母も喪って、天てん涯がい孤こ独どくの身で自分だけがファーニヴァルまで辿たどり着いた事。辿り着いてしまった事。

　魔物に復ふく讐しゆうしたくて義勇軍に志願し、更には魔法改造兵士──通つう称しよう〈勇者ブレイブ〉の志願者を募つのっていると知った時には、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよも無くこれに応じた事。

「…………」

　聞いて楽しい話でもないだろうに、ジョスリンは特に口を挟はさむ事も無く、ただただジンゴの昔話に耳を傾かたむけてくれていた。

　ファーニヴァルを出発した第七特務潜入小隊四十二名の中には、およそ三分の一近く女性〈勇者〉が交じっていたが……その殆ほとんどは初期の段階で戦死し、あるいは脱だつ落らくしていった。

　魔法改造兵士たる〈勇者〉は、甲種ケテルから癸種マルクトまで幾つもの種類が存在し──必ずしもその全ての種で男性が女性より優まさっているという訳ではない。乙種ケセドの〈治癒師ヒーラー〉や辛種コクマ〈交信メツセン師ジヤー〉、それに壬種ネツアク〈決戦師マーター〉、といった勇者は、直接戦せん闘とうをする事は殆ど無く、故に元々の肉体の頑がん強きようさや膂りよ力りよくよりも、魔法に対する適性によってその優ゆう劣れつが大きく変化する。

　だが……やはり魔物が支配する領域深くに潜入するという任務は、肉体よりも精神を激しく摩ま耗もうさせる。戦死したり脱落したりした女性勇者の殆どは、その多くが心理的均きん衡こうを崩くずして、殆ど自じ滅めつに近い形で死んでいった。

　勿論、死んでいったのは女性勇者だけではない。男性勇者も次々と死んでいったが。

　最終的に、魔ま王おうが居るという街を特定し、其そ処こに向かい始めた時点で──第七特務潜入小隊の人数は、六名になっていた。

　その内、女性兵士は二名。

　ジョスリン・ダウンズとマーゴット・ランドルフのみ。

　もっともマーゴットは恋こい人びとである丁種〈ホ勇者〉ドセオドア・リヴィングストンの庇ひ護ごがあったからこそ此こ処こまで来る事が出来たといっても過言ではない。

　壬種〈勇者〉──〈決戦師〉と呼ばれる極めて特とく殊しゆな〈勇者〉のマーゴットは、元より尋じん常じような精神状態にはなかった。しばしば彼女が錯さく乱らんじみた意味不明の行動をとるのを、ジンゴも目撃していた。その際には大たい抵てい、セオドアが彼女を押さえ付けていたのだが。

　つまり……第七特務潜入小隊に限っていえば、ジョスリンが唯ゆい一いつ、この過か酷こくな任務に堪たえて健けん闘とうしている女性〈勇者〉という事になる。

「食べるに困って志願した訳じゃないんだ？」

「ああ。俺はあいつらを皆みな殺ごろしにしたい」

　ジンゴは何度も魔ガン長剣ソードの柄つかを握にぎり直しながらそう言った。

　掌てのひらに埋うめ込まれた魔力供給端たん子しが、魔長剣の柄の方のそれと嚙かみ合って、かちりかちりと音を立てる。この音がジンゴは好きだった。こうしていると落ち着くのだ。

「だから勇者に？」

「そうだ」

「そうか……そうなんだ。勇者志願兵の中でもジンゴは特に若いからさ。正直、最初はどうしてこんな子供が……って想った位で」

「俺はもう十七だよ。俺の故郷じゃ十六で大人だった」

「ごめん。別に馬ば鹿かにする積もりはなくて」

　ジョスリンがわずかに身じろぎするのをジンゴは背中で感じる。ひょっとしたら肩かたを竦すくめたのかもしれない。

「でもジンゴは──っていうか、東方域の人は何だか幼く見えちゃってね」

「……それは、よく言われるけどな」

　東方域の住人は、ファーニヴァルや西方域の住人からすれば、かなり若く、というか幼く見える様だった。これはジョスリンに限らず、他の仲間からも何度か言われた事だ。

「ジョスリンこそ、若い娘むすめがこんな……どうして〈勇者〉に？」

　魔法改造は過酷な処置である。体内に幾いくつもの異物を──魔法マギエ機関ンジンを埋め込まれ、その上で精神まで弄いじられる。仮想レジ魔力槽ボアを設定され、幾つもの魔法術式を無意識領域に焼き込まれ、対魔王用の暗殺兵器として完成するのだ。

　この改造処置が筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい苦痛と不快感を生む。

　処置の途と中ちゆうで耐たえきれず、肉体的に、あるいは精神的に壊こわれてしまう者も一定数出ているという話だった。

「まあそれはね。こんな状じよう況きようだからさ。男だ女だなんて言ってられないと想ったから」

「だったら子供も大人もないだろ」

「そうだね。本当にごめん」

　とジョスリンが苦く笑しようする気配が伝わってきた。

　そこに──

「…………交こう替たいだ」

　そう言って、岩陰からのっそりとした動きで出てきたのは、セオドアである。

〈重ヘヴイ戦ソル士ジヤー〉の四角い顔には──しかし、疲ひ労ろうの色が濃こい。

「もう少しジンゴとお話ししてたいから、休んでていいわよ？」

　とジョスリンは笑いながら言うが、セオドアは首を振ふった。

「定められた時間に交替するのは、義務だ。お前も休め。ジンゴもな」

「……マーゴットは？」

　とジンゴが尋たずねる。

　歩哨は二人一組と決まっている。セオドアと共にもう一人、マーゴットが交替として起きてくる筈はずだった。

　セオドアは、一瞬、言葉に詰まった様だったが……

「あいつの分まで俺が働く」

「言ってる事が矛む盾じゆんしてるよ、歩哨の交替は義務なんだろ？」

「分かってる。分かってるが──……」

　セオドアは首を振って──それから、短い溜ため息いきをついた。

「マーゴットの事だが。あいつは……此処に残していきたい」

「何を言い出すんだ、セオドア？」

　驚おどろいてジンゴがセオドアに詰め寄るが、その肩を摑つかんで止めたのは、ジョスリンだった。

「そもそも、あいつが勇者に志願したのが間ま違ちがいだ。ましてや、〈決戦師〉なんざ……いかれてるとしか思えない」

「……それは」

　確かに〈決戦師〉──即すなわち壬種〈勇者〉の存在については、ジンゴも常々、忌き避ひ感を覚えていた。マーゴット個人に対してではなく、〈決戦師〉を生み出した賢けん者じや達に対する拒きよ否ひ感である。

　人類は、既すでに永らく劣れつ勢せいの戦いを強しいられていた。

　ジンゴの故郷に限らず、次々と都市は魔物に占せん拠きよされ、人々は殺され、あるいは喰くわれ、あるいは魔物の苗なえ床どこにされた。今や人間は魔物に狩かられる側だ。遠からず人類の社会は崩ほう壊かいし、ごく少数の人間が魔物達の目こぼしの中で、細々と種としての命脈を繫つないでいくのみになるだろう。

　魔物軍の強さは、実の所、一点に集約される。

　魔ま王おうの存在だ。

　本来、在野の猛もう獣じゆう程度でしかなかった魔物の間に、これを統とう率そつする『王』が生まれた事が、そもそもの始まりだったのだ。人間と異なり、『角ホーン』によって──魔力芯ステムによって相そう互ごに意識下で繫がった魔物達は、『頭脳』たる魔王を得て、巨きよ大だいな一頭の猛獣と化した。

　人間の兵士よりも元々個体戦闘能力で優すぐれていた魔物だが、魔王を得た事で、戦術を用い、戦略に則り、一糸乱れぬ連係で人間を追い詰つめる様になった。どう足あ搔がいても人間の側の軍隊運用は魔物軍のそれに後れ、連戦連敗が続いたのである。

　逆に言えば、魔王という統率者さえ居なければ、魔物はただの獣けものと大差無い。個体としていかに優れていようと、獣は、武器を持ち、戦術を使い、罠わなを張る人間には──人間の集団には勝てない。

　だからこそ、人類はこう考えたのだ。

　魔王を暗殺できれば、この状況は覆くつがえせる──と。

　だがその為ためには、魔物の支配領域の奥深くに、孤こ立りつ無む援えんの状態で潜入し、魔物最強とも言われる魔王を殺さねばならない。自殺行こう為いとすらいえる困難極まりない任務だ。

　これを遂すい行こうする為に造られたのが、魔法改造兵士、通称〈勇者〉である。

　だが……単に強い兵士を生み出したというだけでは万ばん全ぜんではない。

　魔王に肉にく薄はく出来たとしても、その最終的な強さは未いまだ誰だれも知らず、それ故ゆえに、どれだけの戦力を確保出来れば魔王を討うつ事が出来るのかすら、分からない。

　だからこそ、賢者と呼ばれる者達は、考え得うる限り最大の殺傷力を、〈勇者〉達に持たせる事にした。

　それこそが壬種勇者〈決戦師〉だ。

〈決戦師〉は身を守る為の術式は最低限しか内蔵されておらず、その体内の術式記き憶おく領域の九割を使って書き込まれているのは、魔力の増ぞう幅ふくと集束、そしてそうやって限界まで高めた魔力を一気に用いる自じ爆ばくの術式である。

〈決戦師〉とは即ち、魔王に肉薄し、もろともに死ぬための〈勇者〉なのだ。

　どうあっても生きては還かえれぬ人間兵器。

　前述の通り、元より〈勇者〉になるには過酷な魔法改造を経ねばならない。それ故に『勇気ある志願者』即ち勇者と呼ばれる訳だが……どの種の勇者になるのかは各人の適性から判断される為、自分では選ぶ事が出来ない。壬種〈勇者〉は勇者全体ではかなり少数だが、その多くは壬種〈勇者〉に改造された事実を、事後に報しらされた。

　しかも──

「あいつは、自分を責めてる」

　セオドアは呻うめく様に言った。

「皆みな、自分のせいで死んだと……」

「それは違ちがうわよ」

　とジョスリンが言うが、勿もち論ろん、そんな一言でセオドアが、そしてマーゴットが納なつ得とくなどしない事は彼女も分かっているだろう。

〈決戦師〉はいわば最終兵器だ。

　理論上〈決戦師〉の自爆に巻き込まれれば、如何なる生物も死し滅めつを免まぬがれない。魔王が魔法で防ぼう御ぎよを行っても、これを突つき破るだけの威い力りよくがある。小さな街一つを丸ごと滅ほろぼす事さえ可能だという。

　逆に言えば〈勇者ブレイブ〉達はどれだけ犠ぎ牲せいを払はらおうと、〈決戦師〉さえ魔王の前に連れて行く事が出来れば、それで勝ち──と考える事も出来る。

　それ故、第七特務潜せん入にゆう小隊の中でも、〈勇者〉達は先まず第一に隊長たるトバイアスを、そしてその次にマーゴットを護衛する事を心こころ掛がけていた。魔ヴイ物シヤスとの乱戦の最中、マーゴットを庇かばって死んだ〈勇者〉も何人か居るのは、事実だ。

　だが──

「皆、自分のせいで死んだ。だが自分は死にたくない。しかし死なねばならない。死んで人類を救うために自分は生かされてきたのだからと。しかし──」

　生への願望と死の責任と、その狭はざ間まで延々と繰くり返される堂どう々どう巡めぐり。

　マーゴットでなくとも、正気を保つのは難しいかもしれない。

「トバイアスの許可もとった」

　セオドアは眼めを伏ふせて言った。

「あいつは魔法で眠ねむらせて此処ここに置いて行く。俺達が魔ま王おうを討てればそれでいいんだ。俺達だけで魔王を殺す事が出来れば、あいつは死ななくて済む」

「……それは」

　その通りだ。

　あくまで〈決戦師マーター〉は他ほかの勇者では魔王を滅ぼせなかった場合の、切り札だ。魔王暗殺の機会は恐おそらく一度きり、失敗は許されないが故に、もろともに全すべてを吹ふき飛ばす威力を与あたえられているのである。

「すまねえ、ジンゴ、ジョスリン、俺の我が儘ままを許してくれ」

　そう言って深々と頭を下げるセオドア。

　しかし──

「……いやいや。我が儘でもないでしょ」

　と言ったのはジョスリンだ。

「正直、〈決戦師〉ってどうかと私も思ってた位だしね。いくら魔王を確実に殺せるからって、自爆とかされたら、私達も巻き込まれるでしょ」

　マーゴット一人で魔王に肉薄するのは恐らく不可能だ。

　つまりは〈決戦師〉が自爆する際には、他の勇者達もすぐ近くに居る可能性が高い。

「私は生きて帰る積もりだから。むしろマーゴットとか邪じや魔まだから。〈決戦師〉だし、それ以前に何よ、あの大きなおっぱい」

「……は？」

　とジンゴは間の抜ぬけた声を漏もらす。

　マーゴットの胸がこの場で何の関係があるのか。

「男共が見とれて動きが鈍にぶったら大変よね。前々からあれはよくない、けしからんと思っていたのよ、私は。うん。良い案ね。私は賛成。マーゴットは置いて行きましょう。帰りがけに拾えばいいじゃないの」

「…………ジョスリン」

　セオドアは束つかの間、眼を丸くしてジョスリンの顔を見つめていたが。

「すまねえ……」

　そう言ってジョスリンに頭を下げた。

「ジンゴもそう思うでしょ？」

「……そうだな」

　ジンゴもまた苦笑して頷うなずいた。

「魔王は俺が殺す。マーゴットなんかに譲ゆずってはやらない」

「その意気よ、ジンゴ」

「ジンゴ──」

　セオドアはジンゴにもまた頭を下げると、改めて岩いわ陰かげの方を見み遣やって言った。

「感謝するぜ。だがそれだったら尚なお更さら、さっさと休んでくれ。疲つかれ切った身体からだで倒たおせる程ほど、魔王は甘かねえだろ」

「……そうだな。休ませて貰もらうよ」

　ジンゴはジョスリンと頷き合った。

　そして──
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　咆ほう哮こうの様な警笛サイレンの音が響ひびいた。

　容よう赦しやなく。遠えん慮りよなく。耳にねじ込まれるかの様な、危機感を煽あおる耳みみ障ざわりな音が、無む慈じ悲ひな時間の経過を街全体に告げる。聖せい伐ばつ大戦時、魔物の襲しゆう来らいを告げる為、街の各所に設置されたそれらは、戦後の今──時報として活用されている。

　あまり市民の評判はよくない様だったが、目覚ましにはよく効くと言われていた。死者すら飛び起きる様にと、わざわざ神経に障る音にしている訳だから、当然であるが。

「……ジョスリン」

　瞼まぶたを開いて夢から覚めたジンゴは──そこにまたジョスリンの姿を見る事になった。

　いや。ジョスリンだけではない。

　トバイアスとセオドアの姿も在る。

　床ゆかに座り、壁かべに背中を預ける様にして眠っていたせいで、眼を開けると窓が視界に入った。光の具合で鏡面の状態になったそこに──そこにだけジンゴの戦友達は揃そろって昔せき日じつの姿を映していた。

「今日は一段と美人だな」

　感情のこもらぬ声でジンゴはそう評する。

　窓の中の鏡像に向けて。

　実際の部屋の中に、彼等の姿は無い。当たり前だ。在る筈はずが無い。彼等はもう七年前に死んだ。死んだ筈なのだ。だが時折、ふとジンゴが眼にする鏡に──あるいは硝子ガラスに、水面に、彼等の姿が映り込む。それも吐と血けつで胸むな元もとをべっとりと赤く染め、眼や鼻や耳からも血の筋を垂らしている無残な姿でだ。

　彼等はもう七年もの間、そうやって死に損ない続けている。

　鏡の中で、死の間ま際ぎわの無残な姿を晒さらしながら──裏切られ毒殺されたその瞬しゆん間かんを、延々と無限に繰り返しながら彷徨さまよい続けているのだ。押し寄せる驚きよう愕がくと悲ひ嘆たんと憤ふん怒ぬに表情を大きく歪ゆがめたまま。

　当初は幻げん覚かくかとも思った。いや。幻覚であって欲しいと願った。単に自分が壊こわれているだけで、在りもしないものを見た気になっているだけなのだと。

　だが……

「…………」

　ジンゴは短く溜ため息いきをつくと立ち上がる。

　窓布カーテンを引くと、鏡の中にしか存在しない戦友達の姿は、束の間だがジンゴの視界から消えてくれた。
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　何度も同じ夢を見る。

　どうしてかは分からない。

　だが夢の中で繰り返し見る少年の姿に──メイベルは、いつしかある種の親近感を覚える様になっていった。目が覚めれば細かい部分は忘れてしまうのだが、視界一いつ杯ぱいに広がる少年の顔だけが、まるで残像の様に瞼の裏に焼き付いている。

「それは恋こいだね」

　と評したのはハンナだった。

　同い歳の彼女とは気が合って色々な話をした。特に孤こ児じ院いんの先生や院長にも話せない様な他た愛あいの無い──他愛無さ過ぎて笑われてしまう様な、幼よう稚ちな内容が多かったが、だからこそ消灯時間の後、二段寝しん台だいの上と下で囁ささやく様にして内ない緒しよ話ばなしをするのは楽しかった。

「恋……？　そうかなあ」

「そうだよ。運命の人」

　何やら嬉うれしそうにハンナは言った。

「でも、見た事も無い──っていうのはおかしいかな」

　瞼を閉じれば顔を思い描えがけるのだから『見ず知らず』というのとは何か違う気がする。

「でも、とにかく、知らない人だよ」

　名前も分からない誰だれかだ。

　それに……

「何だか怒おこってる様にも見えるんだよ。叫さけんでるみたいだし。なんて言ってるのかは分からないんだけど……」

　少年は怒ど鳴なっている様にメイベルには見えた。

　何がそんなに腹立たしいのかは分からない。

　ただその一方で、メイベルにはその少年がひどく辛つらそうにも見えた。何かに耐たえて、何かを堪こらえて、彼が何かと戦っている様にも見えた。

　だが何と？　夢なのでそこまでは分からない。

　それが恋の夢なのだと──運命の相手の夢なのだと言われると、若じやつ干かんの違い和わ感を覚えてしまう。恋の夢ならもう少し甘やかなものでも良いのではないか。運命の相手には微ほほ笑えんでくれている位が丁度良い様な気もする。

「いつか出会えるよ」

　とハンナは他人ひと事ごとだからか無責任にそう断じてきた。

「メイベルは歌手になるんでしょ？」

「あ、うん、なれたらいいなって──思うけど」

　そう簡単になれるものでないのは、もう随ずい分ぶん前に分かっていた。

　ただ歌うのが好きというだけで、〈ミスリル・チップス〉の少女達の様な立場になれる訳ではないのだと。だが憧あこがれるのは自由だ。夢を見るのも自由だ。心の何処どこかでメイベルは希望を棄すてきれずにいた。恥はずかしいからハンナ以外にはその事を話していなかったが。

「舞ぶ台たいに上がったらきっと向こうから見つけてくれるって」

　勇気づけるかの様に、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめてハンナは笑う。

「そうかな……」

「そうだよ」

「…………」

　…………

　ハンナとの内緒話はそれが最後になった。

　翌日──彼女は院長先生の使いで出た先で、機車の事故に巻き込まれて、死んだ。

　人間の運命というのはそんなものだ。単なる偶ぐう然ぜんの積み重ねに適当な意味づけをしているだけだ。運命などというものは──予あらかじめ定められた未来などというものは無い。在ったとしてもそれは無慈悲で無意味なもので、自分に都合の良い期待などすべきではない。

　孤児院で行われたハンナのささやかな葬そう式しきに参加しながら……メイベルはぼんやりとそう思った。
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　若干の憂ゆう鬱うつな気分と共にメイベルは瞼を開いた。

「…………」

　妙みように頭が重い。

　短く呻うめいてから頭を動かし周囲を見回すと──そこは見覚えの無い部屋だった。

　薄うす汚よごれていて、薄暗くて、あまり居い心地ごこちが良いとは言えない。魔イル力ミネ灯ータは調子が悪いのか、斑まだらに部屋を照らしているし、塵ごみ箱ばこから溢あふれた塵が床に転がっている。最後に掃そう除じをしたのは何い時つなのか。ひどく埃ほこりっぽくて──まるで廃はい屋おくの様な雰ふん囲い気きである。

　此処ここは何処なのだろうか。どうして自分はこんな場所にいるのか。

　記き憶おくは〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉で話をしていた辺りで途と切ぎれているのだが……

「……此処は何処……？」

　呟つぶやきながらメイベルは身を起こし──腰こしの下で発バ条ネが軋きしむ音を聞いて、自分が柔ソ椅フ子アに寝ねかされていた事に気付く。

　衣装は孤児院を出たときと変わっておらず、大事な首ネツ飾りクレスも腰の小物ポシエ入れツトもそのままだ。特に血や吐と瀉しや物で汚よごれた様子も無い。また服が脱ぬがされた様子も無い。気を失っている間に何か妙な事をされた訳でもない様だった。

「…………」

　一体、何が在ったのか。

　どうして自分は意識を失っていたのか。

　気になる事は色々在ったが、とりあえずは現状の確かく認にんをすべきだろう。メイベルは柔椅子の脇わきに置かれていた靴くつを履はくと、とりあえず部屋の中を見て回る事にした。

　そう広い部屋ではない。

　壁かべ際ぎわに戸と棚だなの類たぐいが幾いくつか。椅い子すは一つ、机も一つ……家具と言えばその程度で、他ほかには何も無い。後は──出入り口脇の、やはり壁際に小さな調理台らしきものが作り付けられているのが見えた。

　孤児院育ちのメイベルは一人暮らしというものを知らないが、その為ための小さな部屋や、それらを一カ所に集めた集合住宅の存在は勿もち論ろん、聞き及およんでいた。中に入るのは初めてだが、此処は多分そういう部屋なのだろう。

「……箒ほうきとか無いのかな」

　とりあえずこの妙な埃っぽさだけでも、何とかしたい。孤児院の共同生活で家事のやり方は一通り身に着けているので、掃除道具さえ在れば何とかなる。

　改めて見回せば、奥に一枚、扉とびらが在る事にメイベルは気付いた。

　板に、指を掛かける窪くぼみがあるだけの無ぶ愛あい想そな代しろ物ものである。物置か何かだろうか。

　メイベルが扉に近づいてその窪みに手を掛けると──

「…………？」

　ふと扉の向こうから、微かすかに声が漏もれてくるのが聞こえた。

　誰かが喋しやべっているのだろうか。

　耳を澄すましていると──しかし、それが一人分のものだとメイベルはすぐに気付いた。

　聞こえるのは同じ男の声ばかりで、話し相手らしき者の声が全く聞こえない。扉とびら越ごしなので、多少聞き取りにくくなっているだけかもしれないが。

　独り言なのだろうか。

　メイベルが首を傾かしげていると──

「──あ」

　扉は勝手に自ら開いた。

　いや。向こう側から開かれたのだ。

「……っ!?」

　一いつ瞬しゆん、自分が何を見ているのかメイベルは分からなかった。というか多分、頭で理解するのを咄とつ嗟さに拒きよ否ひしたのだろう。孤児院でも幼い頃ころは男女一いつ緒しよくたに沐もく浴よくをしていたものだが、十歳を超こえた辺りから男と女に分けられる様になってきたので、もうメイベルは男性の裸ら体たいというものを何年も見ていなかった。

　黒い髪かみから雫しずくを滴したたらせた裸はだかの青年がそこに立っていた。

　確か名前は──ジンゴ。

「あっ……やっ……違ちがっ……そのっ……」

　何が違うのか自分でもよく分からなかったが、とりあえず言い訳を試みるメイベル。だが思考が乱れて言葉がまとまらない。

「……起きたか」

　ジンゴはといえば、恥ずかしがるでもなく、メイベルを一いち瞥べつしてそう言う。

　その言葉で我に返ったメイベルは慌あわてて視線を彼から逸そらすが、その際に彼が下した穿ばきは身につけているのが見えた。いかに沐浴の後とはいえ、異性の居る部屋を全裸でうろうろする程ほどに常識知らずではない様だった。

　そして──

（……傷？）

　ふとメイベルは気付いた。

　ジンゴの裸の胸には、何カ所か……傷きず跡あとらしきものが見えた。いずれも古いものなのだろう、既すでに皮ひ膚ふの色に紛まぎれていてあまり目立つものでもないが、彼の胸筋や腹筋がよく引き絞しぼられていて均整がとれているだけに、その身体からだを斜ななめに横切る様な傷跡や、腹部に残る抉えぐられた様な跡あとは、やはり浮ういて見える。

　メイベルはこの男が魔ヴイ物シヤスを、そして治セキユ安リテイ騎士ナイツを素す手でで倒たおす場面を見たが、やはり聖せい伐ばつ大戦を経験した兵士か何かなのだろう。かなり若い様に見えるが、戦争が終わったのは七年前だ──当時十代であったとすれば、計算は合う。

　それと──

「…………何？」

　やや青みがかった、透とう明めいな──硝子ガラス状の丸い何かと、これを縁ふち取どる金属部品。

　それがジンゴの身体に……埋うめ込まれているのだ。鳩尾みぞおちの部分に一つ、左右の肩かたに一つずつ。明らかに人工物である。

「何でもない」

　と言ってジンゴはメイベルの脇を通り抜ぬけ、壁際の戸棚から短衣シヤツを引っ張り出して身に纏まとう。その際に、彼の右手の掌てのひらにも同様の『部品』が埋まっている事に、メイベルは気付いた。

「…………」

「お前も沐浴してこい」

　ジンゴは面めん倒どうくさそうにそう言ってきた。

「二日間寝たままだったとはいえ、そろそろ臭におうだろう」

「失礼な、誰が臭──……え？　二日間？」

　意外な言葉にメイベルは眼めを瞬まばたかせる。

「二日間って何？　私、そんなに寝てたんですか？」

「お前とナサニエル通りで出会ったのは、三日前だな」

　平然とジンゴはそんな事を言ってきた。

「な……なんで……」

　予想外の言葉にメイベルは目め眩まいを覚える。

　だがそういえば妙に自分が空腹である事に改めて気付いた。寝ていただけであっても人間は消しよう耗もうするし腹も減る。

「なんでそんな……二日も……？」

「俺が知る筈はず無いだろう。持病でもあるのか？」

「そんな事、ない……です……」

　孤こ児じ院いんで暮らしていて、軽く風邪かぜをひいたりした事はあるものの、メイベルは基本的に医術師要いらずの健康優良児だった筈だ。急に意識を失って何日も目覚めない様な、そんな発ほつ作さめいた症しよう状じようが表れた事は無い。少なくとも記憶に無い。

　治安騎士に追い回されて、必死に逃にげ回った結果、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていたのだろうか。

　しかし──

「いいから水浴びしてこい。俺はともかく、アルがうるさい」

　とジンゴは奥の部屋──恐おそらくは沐浴場を右手の親指で示す。

「あ……はい」

　メイベルは戸と惑まどいつつも奥の部屋に入る。

　確かにそこは陶片タイル敷じきの沐浴場だった。脱いだ服を入れておく籐とうの蓋ふた付つき籠かごが一つと、水を溜ためておく大きな瓶かめが一つ置かれ、壁際には鏡が一枚取り付けられているが──他には、何も無い。

　勿論、人の姿も、無い。

「…………」

　やはり先程、扉越しに聞いたのはジンゴの独り言だったのか。

　沐浴しながら独り言を喋る癖くせでもあるのか。容姿は比ひ較かく的てき端たん麗れいな方だと思うが、どうにも妙な男である。

　そんな事を考えながら、メイベルは服を脱ぐ。

　籠に脱いだ服を放り込んでいき、最後に首飾りを丁てい寧ねいに外して服の上に置く。

　瓶の中にあった手て桶おけで身体に水を掛けた──その時。

「──えっ!?」

　無造作に扉が開かれて、ジンゴが入ってきた。

「ちょ、ちょっと、な、何!?」

　慌てて両手で胸と股またを隠かくしながら叫さけぶメイベル。

　だがジンゴは物もの憂うげな表情のまま、籠を手にとると、メイベルに背を向けて沐浴場を出ていく。小こ娘むすめの裸体なんぞに興味は無いのだ、とでも言いたげだった。
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　失礼な話である。

　いや。興味ありありで息を荒あららげて迫せまってこられても困るが。

　それよりも──

「な、なんで？　持って行かな──」

　何故なぜ、ジンゴは衣装を持ち去ろうとしているのか。

　手を伸のばして籠を摑つかみたくても、身体を隠しているのでどうにもならない。

「着き替がえなんぞ無いからな。ゆっくり水浴びしていろ」

　そう言い置いてジンゴは扉を閉める。

　どうやらメイベルの服を洗せん濯たくしてくれる積もりの様なのだが。ゆっくりと言われても洗って干して乾かわかしている間、ずっと沐浴場にこもっている訳にもいくまいに。

「何なのよ!?」

　メイベルは閉じられた扉に手桶を投げつけながらそう叫んだ。
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　部屋のすぐ外に洗濯用の大きな水桶バケツが在る。

　面倒くさそうな表情でその中に、籠の中のものを放り込みながら──ジンゴはふと眼を細めて二日前の事を思い出していた。




　…………




「──久しいな、『勇者ブレイブ』よ？」

　と鏡の中の女はそう言った。

「貴様──」

　ジンゴは反射的に身構えつつ、ふと気付く。

　アルノルトも、ゲルダも、驚おどろいた様子で鏡の方を見ている。

　どうやらこの女に関しては、ジョスリン達の様に、ジンゴにしか見えない……という訳ではなさそうだった。だがやはり事務所の中に女の実体は見当たらない。ジンゴ以外の者にも見えているとはいえ、やはり幻げん影えいや亡ぼう霊れいの類たぐいである事は間ま違ちがいなさそうだった。

「魔人……」

　とゲルダが呟つぶやく。

　そう。その女には、螺ら旋せんを描えがく様な形の大きな角ホーンが二本、後頭部辺りから生えている。作り物の仮装でもない限り、それはつまり、魔物──いや魔人の証あかしだ。

　ただ──

「なんだ、なんだ、鏡の中にしかいないよ？」

　とさすがのアルノルトも驚きの表情を浮かべて言う。彼の視線はメイベルと鏡の間で何度も往復していた。

「それに今、この女、『勇者』って──」

「アルノルト。ゲルダ」

　ジンゴは眼を細めて鏡を睨にらみながら言った。

「すまん、席を外して貰もらえるか」

　ここから先はジンゴ・ミーガンではなく、ジンゴ・ミネベとしての話になる。少なくとも鏡の中の女魔人はそれを望んでいる筈だった。ならばアルノルトやゲルダには聞かれたくない。余計な詮せん索さくの種を増やしたくはなかった。

「え？　いやそれは……」

「いいよ」

　とゲルダが先に頷うなずいて、さっさと事務所を出て行ってしまう。

　アルノルトはしばらく躊ちゆう躇ちよしていた様だが、一つ盛大に溜ため息いきをつくと、肩を竦すくめてゲルダの後を追った。ジンゴが〈勇者〉時代の話をしたがらないのは、彼もよく知っている。

　そして部屋の中に残ったのはジンゴとメイベルのみになった。

　鏡の中にはもう一人、魔人の女が変わらずメイベルのすぐ傍かたわらに佇たたずんでいるが。

「……亡霊か」

　メイベルを壁かべ際ぎわの柔ソ椅フ子アに横たえながら、ジンゴは言った。

「まあそんなところじゃな」

　と魔人は頷く。

「正確には魔ヴイ物シヤス全体の魔ネツ力トワ網ークに確保された鏡像人格じゃが。原理としては貴様に纏わり付いて居る、仲間のソレと殆ほとんど同じじゃ」

　そう言って魔人は艶えん然ぜんと笑い、手を動かす。

　鏡に映るジンゴの左右に、改めて人ひと影かげが湧わいた。

「…………」

　ジンゴが眼を細める。

　ジョスリン。セオドア。トバイアス。

　かつて生死を共にした仲間達。ジンゴを置いて先に逝いってしまった仲間達。

　魔法改造兵士の俗ぞく称しようではなく、魔王討とう伐ばつに成功し、人類を救った本物の勇者であり、英えい雄ゆうであり──しかしそれ故ゆえに、謀ぼう殺さつされてしまった哀あわれな戦士達。

　彼等は、今もジンゴの周りを彷徨さまよっている。

　死んだ筈なのだ。だがその死の間ま際ぎわの苦痛と絶望と憤ふん怒ぬと悲ひ嘆たんとを固定され、背負わされたまま、死にきれずに──死に損そこなって、現世に居残っている。それを見る事が出来るのは、かつての仲間であり、魔王から直々に同じ呪のろいを掛かけられたジンゴだけだったが。

「何故、今いま頃ごろになって出てきた？」

　ジンゴは反射的に左の腰こしに伸のびそうになった右手を意識しつつ、そう尋たずねた。

　今は武装していない。魔ガン法ブレ剣ードも魔ガン鎧メイルも無い。ごく普ふ通つうの魔物一匹ぴきならそれでも充じゆう分ぶんに対処出来るが、相手が魔人、それもその王となると話は別だ。素す手でで対処出来るとうぬぼれるほど、ジンゴは迂う闊かつではない。たとえそれが亡霊であったとしても。

　しかし……

「今いま更さら、恨うらみ言でも言いに来たか？」

　魔王を討とう伐ばつしたのはジンゴ達、通つう称しよう・第七の勇者隊──第七特務潜せん入にゆう小隊だが、魔王に止とどめを刺さしたのはジンゴである。そして第七特務潜入小隊所属の〈勇者〉の中で、今も生き残っているのはジンゴのみ……いや、正確にはジンゴを含ふくめて二人だけだ。

[image: ]

　魔王が恨み言を言うべき相手は、先まずジンゴだろう。

「だが俺は俺で、貴様に言いたい恨み言は山程あるぞ」

「ああ、いや。それこそ今更じゃろう」

　むしろ飄ひよう々ひようとした口調で魔王は言った。

　少なくとも恨み募つのって化けて出た訳ではない様だ。ジンゴを見つめるその紅あかい双そう眸ぼうにも敵意や憎ぞう悪おの色は無い。むしろ旧友と会ったかの様な気き易やすささえ見て取れる。

「そうではなくて貴様に話があってな」

　と言って鏡の中の魔王は、柔椅子に横たえられたメイベルを見下ろす。

　美しいその横顔が、苦く笑しようの形に歪ゆがむのをジンゴは見た。

「この娘。しばらく匿かくまってやってはくれんか」

「…………何故？」

　ジンゴは自分の体内の仮想レジ魔力槽ボアを意識しながらそう応じる。

　魔法改造兵士といっても、充分に魔力が無ければ、ただの人間と大差無い。先の魔物騒さわぎで一定量の魔力を使い、その補ほ充じゆうが未まだ出来ていないのだ。勇者と呼ばれていた時と異なり、今のジンゴは魔力を得ようと思えば、自分で魔力を練り上げて溜ため込むか、そうでなければ変へん換かん効率が悪いのを承知で、都市の魔力供給網もうから、あるいは魔力を充じゆう塡てんした霊油から──魔物由来の魔力を受け取るしかない。

　ともあれ……

「理由は問うな」

「理由を問わずに俺が貴様の頼たのみを聞くとでも？」

　ジンゴは唸うなる様な声でそう言った。

　殺せるものなら改めてもう一度殺してやりたい──そう思う。

　かつての仲間達が死に損なって、ジンゴの周りにつきまとっているのは、間違いなくこいつの掛けた呪いのせいだ。

　だがその一方で、魔王と話をしているこの状じよう況きように、奇き妙みような興味をジンゴは覚えていた。

　以前会った時には、それこそ出会い頭がしらに殺し合った仲である。お互たがいに自分の属する種族と世界を背負って戦った。譲ゆずり合う余地など最初から無く、まさしく問答無用。お互いに生きるか死ぬかの二に者しや択たく一いつの状況で、悠ゆう長ちように言葉を交かわす余よ裕ゆうなど、無かった。

　だが……魔王は生き物である事を止め、勇者は勇者である事を止めた。

　因いん縁ねんは変わらないとしても、双そう方ほうの立場は以前と異なる。

「俺と貴様の間にいつからそんな関係が生じた？」

「関係は無くとも取り引きはできよう？」

　とやはり楽しげに魔王は言った。

　身構えるジンゴがこの女魔人には滑こつ稽けいに見えているのかもしれなかった。

「取り引き？」

「貴様に掛かった呪い」

　何かを差し出すかの様に掌てのひらを上に向けて魔王は言う。

　掌の上に、幾いく重えにも重なった複雑な図形が浮うかびあがったのは、次の瞬しゆん間かんだった。

「我が極ごく意いにして無二の残留型魔法術式。人間には百年掛かっても解かい呪じゆはできん」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめるジンゴ。

　確かにそれはその通りだろう。魔王の使う魔法は人間のものとは系統が異なる。一説には人間の術式を参考にしてはいる様だが、術式回路を構成する基本言語からして全く別種のものであり、解呪は勿もち論ろん、そこに確かに呪じゆ詛そが存在している事すら人間の魔導ウイザ師ードには確かく認にん出来ない──出来なかった。

　だからジンゴは戦後七年を経た今も尚なお、呪われたままだ。

　迂闊に死ねば、仲間達と同様、永えい劫ごうに救われぬ亡霊として、苦痛と恐きよう怖ふに苛さいなまれながら彷徨う事になるだろう。

「だが妾わらわならば、解いてやる事が出来るぞ？」

　これもその通りだろう。筋が通っている。

　だが……

「…………何を狙ねらっている？」

　ジンゴは自分の内に残った魔力で可能な幾いくつかの術式をどう組み合わせるか検討しつつ、魔王に対してそう問うた。そもそも鏡の中にいる亡霊に対して、どんな魔法が効くだろうか。鏡を割れば良いというものでもあるまい。

「だからそれは言えんよ。そもそも狙っておるのは妾ではない。そして狙われておるのはこの娘じゃ」

　と鏡の中で、魔王はメイベルの鏡像に触ふれる。

　鏡像と連動する様にして現実のメイベルの髪かみがさらりと揺ゆれるのが見えた。

「つまり──」

　ジンゴはふと──歯を剝むいて笑え顔がおを浮かべて見せながら言った。

「その娘を殺せば、お前を悔くやしがらせる事が出来る訳か？」

「……それはそうかもしれんが」

　魔王は首を傾かしげてジンゴを見つめる。

「一時の気晴らしに、呪いを解く唯ゆい一いつの機会を棄すてるか？」

「呪いを解けるというのが本当ならば、今すぐやれ。そうすれば信じてやる」

「ははは。それこそ信用できんな」

　と魔王は嗤わらう。

「人間は噓うそつきじゃからな。呪いを解かせるだけ解かせて、貴様に逃にげられては妾としてもちと困る。他ほかに伝つ手てがなくてな」

「…………」

　ジンゴはゆっくり深呼吸を一つする。

　どうやら呪いを解きたければ魔王の望みを叶かなえてやるしかない様だ。

　だが……

「匿えというのは、守れ、という意味か？」

「そうなるな」

「その娘はファーニヴァルの治セキユ安リテイ騎士ナイツ、いや公安パブリツ騎士クナイツに追われている様だが、そいつらと事を構えろと？」

「この娘を追う者と、それを動かしておる連中──全すべてひっくるめてじゃな。何人おるのか、何処どこまでが絡からんでおるのかまでは、妾にも分からん」

　そう言って魔王は肩かたを竦めた。

「貴様にはこの娘を守れないという事か？」

「そうじゃな。なんせ、貴様等のお陰かげで、亡ぼう霊れいに身をやつしておるからな。常つね日ひ頃ごろから出てこられる訳でもなし、大きな魔法を改めて組み立てる訳にもいかぬ、挙げ句に殴なぐり合おうにも肉の身が無い」

　何処か皮肉げな表情を浮かべてそう言う魔王。

　魔王の亡なき骸がらを念ねんの為ためにと骨まで灰にしたのはジンゴ達である。

「精々、呪いの解き方を教えてやる程度じゃな」

「…………」

　魔王という存在は──いや魔ヴイ物シヤスそのものが、その生態や能力については今もって謎なぞが多い。だからこそジンゴは魔王に対して身構えていた訳だが、どうやら戦せん闘とう能力が無いというのは本当らしい。

「さて、どうするね、我が仇敵カタキ？」

　むしろジンゴの困こん惑わくと懊おう悩のうを楽しむかの様に、にんまりと、鏡の中で魔王は淫いん猥わいともいえる笑みを浮かべ──そして鏡の中で、ゆっくりとその姿を薄うすれさせていった。




　…………




「──あの、ちょっと」

　声を掛けられてジンゴは我に返る。

　振ふり返れば、部屋の中からメイベルが顔を出していた。流石さすがに裸はだかで外まで出てくる度胸は無いのか、ジンゴの予備の短衣を着ている。さすがに下着まで借用する気にはなれなかったのか、短衣の裾すそを気にして左手で押さえているが。

「それは止やめてください」

　とメイベルが指さすのは、飾り編みレースの首ネツ飾りクレスである。

　改めて見れば、銀の小片があしらわれている。

「…………」

　ジンゴはメイベルにこれを返すと、残りの衣装を放り込んだ洗せん濯たく用の瓶かめに右手を添そえた。

　そして──

「……〈震動シエイク〉」

　圧縮スクリー詠唱ミング。

　瓶の水面に細かな波は紋もんが幾重にも浮かびあがる。

　しばしそうしてから、ジンゴは〈震動〉を維い持じしたまま、すぐにメイベルの服をまとめて水から上げる。細かな震動を加えられた衣装は、絞しぼるまでもなく水すい滴てきを滴したたらせ続けて、すぐに生なま乾がわきの状態になった。

　ここで魔ま法ほうを切り替かえる。

「……〈加熱ヒート〉」

〈加熱〉の魔法効果を発生させた右の掌でメイベルの服を軽く叩たたいていく。すぐに布に残っていた水分は蒸発していった。

　今のジンゴに魔力は貴重で、気軽に使うものでもないのだが、この程度の単純で基き礎そ的な魔法、しかも効果を絞って使う限り、そんなに魔力の消費量は大きくない。

「こんなものか」

　そう呟つぶやいてジンゴはメイベルに服を差し出す。

　彼女は、ジンゴが魔ま剣けんや魔ガン法杖ワンドも用いずに魔法を使った事に驚おどろいたのか、眼めを丸くして一連の『洗濯』と『脱だつ水すい』と『乾かん燥そう』を見ていたが──

「…………!?」

　ふと何かに気付いた様子で顔色が変わる。

　顔を真っ赤にして、まず、一枚──下着をジンゴの手からひったくり、扉とびらの向こうへと引っ込んだ。何やらごそごそ動く音が伝わってくるのは、とりあえずこれを穿はいているのだろうか。

　ジンゴがメイベルの服を手に待っていると、扉の陰から手が伸のびてきて、次々に衣装をひったくっていき、やがて──

「…………」

　待つ事──しばし。

　出会った時の衣装に戻もどったメイベルが、姿を現した。

「…………あの」

　メイベルはしばらく何か迷っていた様だが。

「……お礼を言った方が良いですよね」

　渋しぶ々しぶといった様子ながらもそう問うてくる。

　律りち儀ぎな少女だった。

「好きにしろ」

「じゃあ、ありがとう。服の事と。沐もく浴よくの事と。それから……えっと」

　ここでメイベルは眼を瞬まばたかせて言った。

「守ってくれる……と思っていいんですよね？」

「結果的にはそうなるだろうな」

　とジンゴは言った。

「私を治安騎士には引き渡わたさない？」

「少なくとも今すぐそれは無い」

　言ってから──ジンゴは、メイベルが気絶している間に、魔王と交かわした会話を思い出す。はっきりと約束をした訳ではないが、ジンゴの側に選せん択たく肢しなど無いのは明らかだ。魔王がジンゴの呪のろいを解除できるという話も、確証は無いのだが。

「……昔の……いや……昔むかし馴な染じみに」

　言葉を選びながらジンゴは言った。

　どうもメイベルは魔王の事については全く知らない様だった。少なくとも今までの様子を見ていると、メイベルのこれまでの人生で、魔族と関かかわった経験は皆かい無むと思われる。してみると魔王とメイベルの関係は何か一方的なものなのだろうか。

　魔王が討うたれた当時、メイベルは未まだ十歳未満だった筈はずだが。

「……頼たのまれた」

「昔馴染みに？　頼まれた？　貴方あなたが？」

「……ああ」

「私の事を？」

「そうだ」

　正直、説明は面めん倒どうと感じながらも、ジンゴは頷うなずいて見せる。

「誰だれなんですか？」

「名前は知らん」

　魔王は魔王だ。

　そもそも他の魔物も人間の様な名前は持ち合わせていない様だったが。

「どういう馴染みなんですか、それ……？」

　眉まゆを顰ひそめてメイベルは何やら考え込んでいる。

　ジンゴの昔馴染みというのが一体誰なのか、心当たりを探さぐっている様だった。

　しかし──

「…………」

　ふと、ぐうううう、と小さな獣けものが唸うなる様な音がした。

　ジンゴの視線とメイベルの視線が揃そろって彼女の腹部に向けられる。

「あ、いや、これは……ね？」

「そういえば俺も腹が減ったな」

「そ、その、二日寝ねてたっていうのが本当なら、その、二日御ご飯はん食べてない訳で、お腹なか空くのも当然ですよね？」

　顔を真っ赤にしながらメイベルは言った。

「当然だな」

「そう、当然なんです」

　とメイベルは言って、それから──がっくりと項うな垂だれる。

「せ……成長期……だし……よく食べてよく眠ねむる子は、よく育つって……院長先生が……」

　言い訳するかの様にぶつぶつと呟くメイベル。

　そんな彼女をジンゴはしばらく眺ながめていたが──

「出で掛かけるぞ」

　気け怠だるい声でそう告げた。




　　　●




　ファーニヴァル──中央街区。

　主に議事堂や公民館といった大型の建物が軒のきを連ねる一いつ角かくである。

　かつては更さらにその中央に、領主たるファーニヴァル公こう爵しやくの館やかたが在ったのだが、ファーニヴァル公爵は七年前──魔物との戦争終しゆう了りよう直後に死亡し、公爵には嫡ちやく子しが居なかった事から、領主の座は空位となり、公こう爵しやく邸ていも解体された。

　現在、その跡あと地ちには議会関連の建物が並んでおり、幾いくつかの記き念ねん碑ひのみが、かつて此処ここに公爵の豪ごう邸ていが建っていた事を示す証しよう拠こになっている。

「いつ来ても愛あい想そのない場所だね」

　アルノルトは、言葉とは裏腹に楽しげな口調で言った。

　中央街区は名前の通り、地理的にも政治的にもファーニヴァルの中心であるが、その一方で民家や商店といったものは殆ほとんど見当たらない。道路も升ます目め状に整理されており、彩いろどりは地味だが清潔感がある。

　色々な意味で番ロスト外アド区レスのナサニエル通りとは正反対の、行政機能に特化した街区であった。

　例外は猟りよう魔ま組合──魔ジエ力ネレ源ータとしての魔物を狩かってファーニヴァルに供給する業者の集団である──の組合会館が在る位だ。

　ただし……猟魔組合を名前通りの単なる狩しゆ猟りよう業者の寄り合い所帯と考えるのは無理が在るだろう。猟魔組合は、戦後、縮小傾けい向こうにある軍を辞した者達とその放出品の装備を大量に抱かかえ込んでおり、その業務内容から議会への影えい響きよう力も大きい。近々、猟魔組合の組合長が議員に立候補するという噂うわさもある。

　ともあれ──

「大層儲もうけてるんだろうな。羨うらやましいったらありゃしないね」

　中央街区の一角に在る猟魔組合会館──耐たい火か煉れん瓦が造りの四階建てである──を通りの端はしから見上げながらアルノルトは言った。彼が座っているのは、通りに、街路樹と共に一定間かん隔かくで設けられた長ベ椅ン子チである。

　街路樹の枝が庇ひさしの様に張り出していて、日ひ陰かげになっており、歩き疲つかれて休むには好都合な場所だった。他ほかにも……人目を憚はばかる密談にも意外に向いている。わざわざ立ち止まって聞き耳を立てる様な人間がまず居ないからだ。

「貴方もそう思うよね？」

「…………」

　アルノルトの隣となりに座るその男は、心底、嫌いやそうに表情を歪ゆがめていた。

　線の細い、神経質そうな顔立ちの男である。年ねん齢れいは恐おそらく四十かそこら。働き盛りと言えるだろう。身に着けているのも、それなりに高級そうな──そして清潔感のある衣装だ。少なくともこんな場所で番外区の住人と並んで長椅子に座り、世間話をしている様な暇ひま人じんという雰ふん囲い気きではない。

「ところで最近、公安パブリツ騎士クナイツが訳のわかんない事してきててね。大だい迷めい惑わくなんだ。犬は犬らしくお偉えらいさんの足でも舐なめてればいいものを──ねえ？」

「…………」

　男は無言。

　だがアルノルトは構わず朗ほがらかな口調で続けた。

「この間なんか、ナサニエル通りに入ってきて騒さわぎを起こしてね。公安騎士が。一個分隊規模で。言っておくけれどいつもの、治セキユ安リテイ騎士ナイツの点数稼かせぎの巡じゆん回かいじゃないよ。あれは間ま違ちがいなく公安騎士で、非公然任務だ。内ない緒しよ内緒のお仕事ってやつだね」

「……だから何だって言うんだ」

　男は額に汗あせを浮うかべながら、ようやくそう言った。

「またまた。おとぼけですか？」

　とアルノルトは笑う。

「なんか聞いてるんじゃないのかな？」

「なんかとは？」

「議事堂の出入り商人なら、仕事がてら、色々聞いたりするでしょ？　公安騎士の公舎にも出入りしてるんでしょ？　次の仕事先を確保する為ためにもね？」

　アルノルトが絡からんでいる相手は──議事堂や、公安騎士達の公舎に出入りする、商人だった。書類用の紙材をはじめとする各種文具、魔法器関連の消しよう耗もう品、その他諸もろ々もろを一いつ括かつして納品している業者だ。

　勿もち論ろん──議会や公安騎士達からしてみれば部外者であり、議会や公安騎士達が抱え込んでいる秘密に直接触ふれられる様な立場ではない。

　だが、この種の出入り商人は常に仕事先の情報を集め続けている。

　役人や役所相手の商売は、過去に散々、賄わい賂ろだの癒ゆ着ちやくだの、腐ふ敗はいした権利構造の温おん床しようになってきた事もあり……戦後は『公正を期す為』という名目で、入札制になった。三年に一度、業者入れ替かえの為の選考会が開かれるのだ。

　この際に、出入り業者としての地位を勝ち取る為に、関係者達はあの手この手で情報を集めようとする。挨あい拶さつの名目で選考会の出席者へ付け届けをしたり、豪ごう華かな接待を行うのは勿論だが……決定権を持つ者の身辺をそれとなく調べ、噂うわさ話ばなしの裏付けを行い、場合によっては脅きよう迫はくじみた『お願い』をする。

　要するにこの種の商人達は、かなりの『事情通』なのである。

「公安騎士が、徒党組んで、女の子一人を掠さらおうってんだから、こりゃ何かあると思うのが人情だよね？　僕はその辺の話が知りたいんだよ。すごく──ね」

　アルノルトはそう言うと、隣の男の肩かたを叩たたいた。まるで小こ銭ぜにを貸してくれと友人に持ちかける様な気き易やすい動作である。

　この商人は……〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の常連だ。

　かなり特とく殊しゆな、端たん的てきに言えば変態的な嗜し好こうの持ち主で、擬ぎ人じん型魔ヴイ物シヤスの娼しよう婦ふ達ですら辟へき易えきする様な遊び方を定期的にしにくる。元々〈ゲルダの宿〉では番外区の住人だろうが、正規街区の住人だろうが、素す性じようを問う様な野や暮ぼな真似まねはしないが、以前、一度この男が議会関連の納品書類が入った鞄かばんを〈ゲルダの宿〉で忘れた事から、その商売内容を、ゲルダや、アルノルトが知る所となったのである。

「……今回限りにしてくれよ」

　諦あきらめた様子で男は溜ため息いきをついてそう言った。

「ああ、そんな脅おどされてるみたいな物言いはよくないな。よくないんだよ。僕はただ、親切心からね、取り引きを持ちかけてるだけだから。大きな親切、小さなお世話。ちょっと僕に教えてくれるだけで、多分、次回の〈ゲルダの宿〉は大おお幅はば割り引きだよ？」

「……ある議員の隠かくし子が……」

　男は首を振ふり──肩を落として言った。

「……孤こ児じ院いんに居るとかなんとか……そんな話があってさ」

「隠し子？　別に珍めずらしかないよねえ。で──何？　正妻が怖こわいから隠し子消しちまえとかそういう話？　そんなに嫁よめさんが怖いかね。婿むこ養よう子し？」

「その議員はもう亡なくなってる。というか亡くなったことで、引き継つぎの書類やら何やら諸々を議会が調べてたら、妙みような金の流れが見えてきて、そこから隠し子の存在が分かったらしい」

「議会の金でも横流ししてたとか？　孤児院に？」

「いや。そうじゃなくてだな……」

　男は首を振ってから──不思議そうにアルノルトの顔を覗のぞき込んだ。

「なんというか……本当にあんた、知らないのか？」

「は？　何が？」

「……その議員だがね。何というか、俺と同じ趣しゆ味みだったみたいでな」

　眼めを伏ふせながら男は、自じ嘲ちよう気味にそう言った。

「実は〈ゲルダの宿〉の常連だったとか？」

「いや、もっと前だよ。戦時中からだ。例の……〈勇者ブレイブ〉部隊の編制の為に、魔物を研究するってんで、ファーニヴァルの第三騎士団が魔物を狩ってきた事があったろう？」

「ああ、ファーニヴァル第三騎士団っていうと……猟魔組合の元になった？」

　ちらりと猟魔組合の建物に視線をやってアルノルトは言った。

「そうだ。連中が狩ってきた魔物は主に擬ぎ人じん型だったって話だ。男も、そして女もな。いや。雄おすと雌めすか。とにかく、その議員は件くだんの研究に嚙かんでた一人で、まあ、その色々試ためしてる過程で、知っちまった訳だ。魔物の女の、味を、な」

「…………」

　アルノルトは、珍しく眼を瞬まばたかせて黙だまり込んだ。

　彼はしばらく、空を見上げて、それから右を見て、左を見て、足あし下もとを見て、ぐるりと視線をあちこちに巡めぐらせてから再び隣の男に戻もどす。

「いや、ちょっと待て待て待って？　まさか？」

「そのまさかだよ」

　アルノルトの慌あわて振ぶりに胸が空すく想おもいだったのか、男は暗い笑えみを浮かべながら言った。

「いやいやいや、あり得ないでしょ？」

「そう。あり得ない。あんたも知っての通り、あいつらは女の姿こそしちゃいるが、中身は魔物に『書き換かえ』済みだ。人間とは似ていても違ちがう生き物だ。犬いぬ猫ねこと同じさ。避ひ妊にんの必要なんざない。どれだけやったって孕はらんだりはしない。しない──筈はずだったんだがな」

「なんとまあ」

　とアルノルトは肩を竦すくめた。

「それが本当なら確かに驚おどろくべき話なんだけども。『うちの子じゃありません』ってなもんで孤児院にも出すかもね」

「二重三重に醜しゆう聞ぶんだからな」

　第三騎士団が魔人を捕ほ獲かくしてきたのはあくまで聖せい伐ばつ大戦における切り札──魔法改造兵士を作り出し、より効率的な対魔物戦術を研究する為だ。対魔物戦術の技術的蓄ちく積せきも無かった当時、第三騎士団は研究に必要とされた十数体の擬人型魔物を生け捕どりにする為、三百人を超こえる犠ぎ牲せい者しやを出したという。

　それもこれも人類の未来を守る研究の為──だというのに、己おのれの歪いびつな欲よく望ぼうに負けて魔人の女に手をだし、あまつさえ子供まで産ませたとなると、たとえ妾めかけを囲うのが当たり前と言われていた貴族であっても、非難と侮ぶ蔑べつが集中するのは当然だ。

　ただ──

「しかしそれでも、公安騎士繰くり出してまで捕つかまえる意味は？　そんなのデマだって笑い飛ばして知らんぷり決め込んじゃえばいいんじゃ？　少なくとも今までは誤ご魔ま化かせていた訳でしょ？」

「そこまでは俺も知らんよ。しかし公安騎士やら議員関連で、小こ娘むすめが出てくる内ない緒しよ話ばなしといえば、その位か」

「ふうむ？　ふむふむ？」

　アルノルトは首を傾かしげ──ずり落ち掛かけた帽ぼう子しを左手で支えて戻した。

「後は──まあ、猟りよう魔ま組合が公安騎士絡がらみで何かごちゃごちゃやってるみたいだが、こっちは具体的な話は何も聞こえてこないな」

「…………」

　アルノルトはしばらく何事か考え込んでいたが──やがて腕うでを伸のばすと、男の背中をぽんぽんと叩いて笑った。

「いや、助かったよ、本当、大助かりまくりだね。感謝感謝、大感謝。ゲルダには次にあんたが来たら彼女自らたっぷり御ご奉ほう仕しするように言っておくよ」

「俺はゲテモノ好きかもしれないが、年増は趣味じゃねえんだよ！」

　男の悲鳴じみた声を背に受けながら、アルノルトは長椅子から腰こしを上げ、口笛を吹ふいて歩き出す。

　しかし──

「……あのお嬢じようさんが？」

　上着の懐ふところから取り出した煙草たばこに、同じく懐から取り出した燐寸マツチで火を付けると、アルノルトは肩かた越ごしに背後を振り返る。

「そうだとして、何故なぜ──今いま更さら？」

　猟魔組合会館。議事堂。公民館。

　ファーニヴァルを牛耳る権力者達の城は、ただ静かに、街全体を見下ろしていた。
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「……え」

　メイベルは眼を丸くして固まっていた。

　ナサニエル通りの端はしに幾いくつか並んでいる屋台……その一つに入って、仕カ切ウりン長タ卓ーに座ると、ジンゴは顔かお馴な染じみの店主に『何か喰くわせてくれ』とだけ注文した。

　未まだ早めの時間という事もあり、ジンゴ達の他ほかに、客の姿は無い。

　老人の店主は、特に何も聞かず、ジンゴが連れているメイベルを一いち瞥べつし、ただ『あいよ』と答えてしばし、湯気をたてる碗わんを二つ、差し出してきた。

　メイベルの反応はそれを見ての事なのだが──

「な、なに、これ？」

「蕎麦そばだ」

　とジンゴは答えながらさっさと仕切り長卓の上にまとめて置かれていた食器を取り出して食べ始める。だがメイベルは目の前の碗をじっと見つめたまま、動かない。

　蕎麦に注ぐ視線は、食べ物に対するものというより、未知の物体に対するもの──明らかに戸と惑まどいの色がある。

「でもあの……」

「二日間の断だん食じきの後だ。いきなり肉や野菜は胃が受け付けない」

　断言するジンゴ。

　これは聖伐大戦の際に彼自身が経験した事である。敵地に深々と潜せん入にゆうしている間は満足に食料を調達する事も出来なかった。

「そうじゃなくて、この黒いの……麵類ヌードル、なんですか？」

「麵類だな。材料は小麦粉じゃないが」

「……突匙フオークで食べるんじゃないんですか？」

　とジンゴの手元を見てメイベルが更さらに尋たずねてくる。

　箸はしというものをどうやら初めて見るらしい。

「──親父おやじ」

「あいよ」

　店主は心得たもので、すぐに木製の突匙を出してきた。

　ファーニヴァルには、というよりこのナサニエル通りを中心とした番ロスト外アド区レスには、東方域からの元難民がそれなりの数、住み着いている。ジンゴがそうだし、店主もその一人だ。

　元々この屋台は、そうした東方出の──つまりは箸を使う文化や、蕎麦を知っている様な難民を相手にした商売であった筈なのだ。だが、そうでない連中……特に最近は区外から観光気分でやってくる客も居るので、こうして突匙を常備するようになった。

「…………」

「別に、食べ慣れて無くても腹を壊こわす様なものは入ってない」

　固まったままのメイベルに、ジンゴは自分の碗に七味を入れながらそう言う。

　蕎麦を初めて見るメイベルにとっては、この『黒さ』──というより灰色の麵めんが、汚よごれている様に見えるのかもしれない。東方域難民の文化は今の所、区外にまでは広がっていないし、メイベルは孤児院暮らしだった様なので、戸惑うのは当然といえば当然だ。

「あ、え、ごめんなさい」

　慌ててジンゴを真似て、七味を入れると、メイベルはまず、おそるおそるといった様子で湯匙スプーンを使い、汁スープを口にする。

　途と端たん──

「～～～～～～ッ!?」

　口元を押さえて眼めを白黒させるメイベル。

　どうやら様子も見ないで七味を入れすぎたらしい。

「…………」

　店主が黙って水の入った小椀を置く。

　メイベルはそれを一気に飲み干して、それから溜ため息いきをついた。

「な、なんなの、これ……」

「嬢ちゃん。ジンの真似まねはせんほうがいい」

　と店主は無表情にそう言った。

「ジンは悪あく食じきでな。出汁だしの味も分からなくなる位に、七味をどばどばぶっかけよる。いっそ七味を水で溶といて喰え」

「それもいいな」

　と平然とそう応じるジンゴ。

「阿あ呆ほう。七味も今じゃ貴重品だ。お前さんみたいにどばどばぶっかけられたら、商売あがったりだわ」
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　とジンゴにそう言ってから。

「まあ最初は何も入れずに飲めばいい」

　と店主は一いつ旦たん、碗を引っ込めると出汁を入れ直して再びメイベルの前に置く。

　これもよくある光景なのだ。

「あ、ありがとう……」

　そう言って今度はほんの少し、湯匙を湿しめらせる程度に汁をすくって飲むメイベル。

　彼女はしばらく、真しん剣けんな表情でその出汁を味わっていたが──

「不思議な……味」

　と、若じやつ干かん不安げな表情で評した。

「正直な嬢ちゃんだな」

　と店主は言う。不思議な味、という表現が、不味まずいとは言えない場合に用いられるものだという事を、店主も心得ているのだろう。

「ごめんなさい。でも不味いとかじゃないです。初めて食べるから……」

「まあ、そうだろうな」

　と店主は相変わらず愛あい想その無い表情と口調だが、特に気を悪くした様子も無い。

「西方域にゃ出汁の味が分からない奴やつ等らが多い」

「……『ダシ』？」

「乾かん物ぶつの……海魚や海かい藻そうの煮に汁じるさ。今となっちゃこいつも手に入りにくいんで、色々代用品も使ってるが」

「…………」

　メイベルは眼を瞬まばたかせながら改めて碗の中の汁を見つめる。

「まあ、この味に慣れれば、これでないと……と言ってくれる奴やつも多いんでな。俺も此処ここで商売を続けていられる。まあ、無理せず好きに食べればいい」

「はぁ……」

　と曖あい昧まいに応じながらも、メイベルは突匙を使って蕎麦の麵を口にする。

　こちらは思っていた程ほどに『衝しよう撃げき的な』味ではなかったのか、拍ひよう子し抜ぬけした様に眼を瞬かせてしばらく口を動かしていたが──すぐに、黙もく々もくと食べ始めた。
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　孤こ児じ院いんは意外と蔵書が充じゆう実じつしていた。

　勿もち論ろんそれは専門書の類たぐいではなく──絵本や漫まん画がが大半だったが。

　ファーニヴァルでは、聖せい伐ばつ大戦時の物資統制法が形けい骸がい化しつつも未だ生きていて、本は内容の如何いかんにかかわらず、ただ棄すてるだけだと罰ばつせられる。再生処理の為ための費用を所有者が負担せねばならない。この為、元の持ち主が読み飽あきて棄てる様な古本を『寄付』の名目で孤児院に送りつける者が多かったのだ。

　元の持ち主の思おも惑わくがどうあれ……メイベルもハンナも他の孤こ児じ達も、本を読むのは好きだった。孤児院は孤児の数に対して圧あつ倒とう的に職員の数が足りておらず、大人達は子供の相手をしている暇ひまがあまり無い。どうしても子供達は本を読んで潰つぶす時間が増えていく事になる。最初は絵本。次に漫画。段階を踏ふむ事で子供達は無理なく文字を覚える事になった。先に文字を覚えた子供が他の子供に教えたり読み聞かせをする事で、大人の職員達が殊こと更さらに手を掛かけなくとも、子供達は概おおむね文字が読める様になっていった。

「格好いいね」

「うん。格好いいね」

　メイベルとハンナは一冊の絵本がお気に入りだった。

　それは本当に他た愛あいも無い、童話をそのまま絵にしただけの代しろ物ものだ。

　囚とらわれのお姫ひめ様を気高い騎き士しが救いに来る話。

　騎士は悪い魔ヴイ物シヤスを倒たおし、解放されたお姫様はそのまま騎士と結けつ婚こんするのだ。

「私にもこんな騎士様が迎むかえに来てくれないかな」

「こんなってどんな？」

「え？　だからこんな──」

「顔が分からないよ」

　ハンナが指さしたのは絵本の最後──騎士が唯ゆい一いつ、その兜ヘルムを脱ぬいでいる頁ページだったのだが、そこは黒く汚れていて、騎士の顔がよく分からなかった。

　最後の頁に限らず、端はすり切れ、所々は汚れて読めなかったりもしたが、それでも奇き妙みようにその絵本はメイベル達を惹ひき付けた。未いまだ恋こいという概がい念ねんすらろくに知らない子供であったが、世界でたった一人の自分を、運命的な絆きずなで結ばれた誰だれかが助けに──迎えに来るというその物語の構造が、未来の恋する乙女おとめ達に強く訴うつたえかけたのかもしれない。

　孤児院は──決して嫌いやな場所ではなかった。

　豊かではなかったが、食べるのに困る事は無かったし、院長先生を含ふくめ、大人達も優やさしかった──少なくとも孤児院の外の大人達よりは。

　だがそれでも、メイベル達は自分達が『還かえる』べき何処どこか、此処ではない何処かを意識していた様に思う。孤児院は十七になれば自立を求められる──出ていかねばならない決まりだった為、あるいは、そうした未来を含めてメイベル達は常に『自分の行く末』を探していたのかもしれない。

　しかし──
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「…………」

　メイベルは眼を細めて、部屋の奥に転がる人ひと影かげを眺ながめた。

　ジンゴである。

　ナサニエル通りの揉もめ事解決屋は、先程から柔ソ椅フ子アの上で眠ねむっている。

　いびきをかく事も無く、呻うめく事も無く、寝ね返がえりも打たず……まるで死んでいるかの様な眠り方だ。本当に息絶えているのではないかと傍そばで見ていても心配になってくる。

「……本当に何なの……この人……」

　メイベルは言って溜息をつく。

　此処は〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の奥──先日、初めてメイベルが連れてこられたのと同じ部屋だ。一応は事務所という事らしい。ジンゴはナサニエル通りの用心棒としての仕事をこなしつつ、メイベルの護衛も務めるという事で、彼女を連れて此処に『出勤』する様になった。

　以前はアルノルトと一いつ緒しよに一度、〈ゲルダの宿〉に顔を出した後、ナサニエル通りを巡じゆん回かいしていた様だが……今は何故なぜか〈ゲルダの宿〉に着いた途端、その事務所で柔椅子に横になり、眠り始めてしまう。何か事件が起これば、こちらはいつも通りに巡回中のアルノルトが呼びに来る手て筈はずになっていた。

「…………」

　メイベルは柔椅子の脇わきにしゃがみ込んでジンゴの寝顔を覗のぞき込んだ。

　こうして間近で見ていると、意外に端たん整せいな顔立ちをしている。

　元々は東方域の住人だという話で……素そ朴ぼくというか、艶つややかさには欠けるが、涼すずしげに通った鼻筋といい、薄うすい唇くちびるといい、滑なめらかな顔の輪りん郭かくといい、かなりの美男子なのではないだろうか。

　だが普ふ段だん、そうは見えないのは、全体的に気け怠だるそうなその物もの腰ごしのせいだろう。この世の全すべてを厭いとうているかの様な、そんな表情であり口調であり仕草なのだ。年ねん齢れいは恐おそらく二十代半ばであろうが、その雰ふん囲い気きは枯かれきった老人のそれだ。

「なんだかな……」

　メイベルは眠ったままのジンゴの頰ほおを指先で突つついてみるが、やはり起きない。眉まゆを顰ひそめるでも呻くでもなく、そもそも反応が無い。

　本当に生きているのかどうか確かめよう──と、メイベルが口元に手を伸のばしても、起きる様子は無い。鼻から生暖かい吐と息いきが出てくるのは感じるので、まあ生きてはいるのだろうが。

　寝込みを襲おそえばメイベルでも倒せてしまうのではないだろうか。

　そんな風に思ったりもする。尋じん常じようで無い強さを発揮して、魔物を、そして公安パブリツ騎士クナイツ達を倒す際のジンゴを見ているだけに今の彼との落差が大きい印象だった。

「……ちょっとは……期待したんだけど……な」

　この番ロスト外アド区レスに迷い込んで、初めてジンゴの顔を見たあの時。

　メイベルはある種の既き視し感かん──いや、強い郷きよう愁しゆうにも似た感覚を覚えると同時に、本能にも似た直感で確信した。

　この人は自分を助けてくれる……と。

　夢の中で何度も見てきた少年。かつてハンナがメイベルの『運命の人』と評した人物、その面おも影かげと通じるものがこの青年には在った。

　それは状じよう況きようと相まって、絵本の中の騎士をメイベルに想起させた。窮きゆう地ちから姫ひめ君ぎみを救い出してくれる騎士を。

　だが──

「騎士って感じじゃないんだよね……まあ私も姫君って柄がらじゃないけどさ」

　それでも、他ほかに頼たよる当ても無かった彼女に、夢の少年と通じるところのあるジンゴの姿は、天てん啓けいの如ごとき確信を与あたえたのである。

　で、メイベルは実際に助けを求めてみて、失望させられる事になった。

　現実は厳しいというか、ジンゴは何をするにも面めん倒どうくさそうな男で、馬にも乗っていなければ、清せい廉れん潔けつ白ぱくな騎士でもない。そもそも騎士はメイベルを捕らえようと追いかけている方であるし、今時の騎士は、街中ではわざわざ馬に乗ったりなどしないが。

　ただ……

「……守ってくれてるのは……事実なんだよね……」

　常に面倒くさそうではあるのだが、ジンゴがメイベルを匿かくまってくれているのは事実だ。

　数日とはいえ自分の家に彼女を住まわせ、食事も与えてくれる。昨日はメイベルに絡からんできた〈ゲルダの宿〉の酔よっ払ぱらい客を、適当にあしらって遠ざけてもくれた。

　一見するとただの歓かん楽らく街にも見えるが、此処はファーニヴァルの一いつ般ぱん的な法が通用しない番外区、文字通りに無法者達の住すみ処かだ。公安騎士達の事が無くとも、何の備えも無ければ当ても無い小こ娘むすめが一人彷徨さまよっていれば、半日と経たたずに何らかの揉め事に巻き込まれ、色々と──貞てい操そうか、臓器か、生命か、あるいはその全部──を奪うばわれる事になっていただろう。

「でも……」

　ふと昨日の事を思い出してメイベルは顔をしかめる。

　やはり柔椅子で眠るジンゴを見ながらゲルダが尋たずねてきたのだ。

『うちの子には誘さそわれても全く手を出さないから、妙みようだとは思っていたんだがね。ジンはあんたみたいな小娘が趣しゆ味みなのかい？』──と。

　一いつ瞬しゆん、意味が分からずメイベルが首を傾かしげていると、ゲルダは低く笑いながら言った。

『毎日、彼の部屋で頑がん張ばってるんじゃないのかい？』

　少し考えて『頑張る』の意味に思い至ったメイベルは、慌あわてて首を振ふった。

　勿論、メイベルはジンゴと同じ部屋で寝ね泊とまりしている訳だが、ゲルダが邪じや推すいする様な事は一度も無い。ジンゴはそもそもメイベル自身には……女としてのメイベルにはまるで興味が無い様に見える。沐もく浴よくの際に裸はだかを見られているが、ジンゴは仮面の様に気怠い形に固まっているその表情を、微み塵じんも揺ゆらがせる事は無かった。

　正直……思い返すとそれはそれでちょっと不ふ愉ゆ快かいだ。

「……まあいいけど」

　呟つぶやきながらメイベルは立ち上がると、部屋の隅すみに置かれていた木箱から掃そう除じ用具を取り出した。ジンゴが眠っている間、メイベルは〈ゲルダの宿〉の各部屋を掃除する様に命じられているからだ。

　元々ジンゴがメイベルを連れてきたのは、最初の騒そう動どうで死んだ魔物の代金を賠ばい償しようする為だが……現在はジンゴがメイベルを庇ひ護ごする形になっており、魔ま力りよく供給も、他の魔物から搾しぼり取る量を調整してやりくりし──結果として、損害賠償の話は消えないまでも宙に浮ういている状態である。

　だがそれでは納なつ得とくしない者も少なくない。この為、ゲルダやアルノルトの間で、メイベルを形だけでも働かせておくべきだ──という話になったらしい。メイベルの働いた分の金を、ゲルダが損害の補ほ塡てんとして払はらうという形だ。もっともメイベルの掃除仕事に支し払はらわれる給金では、利子分にすら充分ではないのだが。

　そしてメイベルはメイベルで……掃除は嫌きらいではない。

　というより、部屋が散らかったり汚よごれているのが性格的に我が慢まんならないのだ。孤こ児じ院いんでは整理整せい頓とんをとにかく教え込まれていたし、部屋が綺き麗れいになると達成感も得られる。そういう訳で、ジンゴの部屋も昨日からメイベルが掃除を始めていた。〈ゲルダの宿〉の掃除もその延長として考えれば、メイベルとしてはあまり苦にならない。

　いや。むしろ──掃除を命じられたのは有り難がたかった。

「…………」

　常に身体からだを動かしていないと嫌な事を思い出してしまう。

　公安騎士達が孤児院に来たあの日の事を。

　公安騎士達と孤児院側にどういうやりとりがあったのかは、メイベルは知らない。

　ただ孤児院から少し離はなれた所にまで逃にげたメイベルが振り返った時……孤児院は燃えていた。押し問答している内に発生した事故なのか。それとも公安騎士が意図的に火をつけたのか。細かい事は分からないが──メイベルは自分にはもう帰るべき場所が無くなった事を知った。

「…………」

　ぱん、と両手で頰を叩たたいて気持ちを切り替かえる。

　掃除に出で掛かけるべく、手押し車ワゴンに箒ほうきと塵ちり取とり、それに雑ぞう巾きんと水桶バケツを積み込んでいると──

「──あ」

　事務所の扉とびらを開いて、一人の娼しよう婦ふが入ってきた。

『一仕事』終わった後なのだろう。髪かみは邪じや魔まにならぬ様にと後頭部の辺りで括くくっており、着ているものと言えば、愛あい想そも色気も無い灰色の浴衣ローブだけだ。

　髪を括っている為ため、首に巻かれた金きん属ぞく環かんが露あらわになっている。大きめの首ネツ飾りクレスに偽ぎ装そうされてはいるが……それと知って見れば、やはりそれが拘こう束そく用の小型魔法マギエ機関ンジンである事はすぐに分かった。

　つまりこの娼婦も〈角欠ホーンけレス〉──擬ぎ人じん型魔物だ。

　そしてメイベルはこの娼婦に見覚えが在った。

〈ゲルダの宿〉に来た初日──入り口でジンゴに声を掛かけていたあの娼婦だ。奇き妙みような愛あい嬌きようを含んだ緩ゆるい笑え顔がおが印象に残っていた。あの後は一度も顔を合わせていなかったが。

「あなたは──」

　と擬人型魔物がメイベルの顔を見つめてくる。

「…………」

　思わずびくりと身を竦すくませるメイベル。

　掃除をしている間、実は魔物とは極力顔を合わせない様に注意していた。廊ろう下かですれ違ちがう位の事は何度か在ったが、その場合も眼めを伏ふせて足早に通り過ぎる様にしていた。

　擬人型魔物──通つう称しよう魔人。

　人間と似ていても、これは人間ではない。

　人間を苗なえ床どこに発生した別の生き物だ。

　七年前に終わったとはいえ、聖せい伐ばつ大戦の記き憶おくは未いまだに多くの者が抱かかえていて、戦場経験の無い子供でも魔物の何たるかはよく知っている。くどい位に教え込まれている。

　かつて人類社会を滅ほろぼしかけた怪かい物ぶつ達。

　これは人間の骸むくろに寄生する怪物だ。

　正直、こんな人外の娼婦達を買いに来る男達の気が知れない。

　恐らく魔人がその気になればメイベルなど、一瞬で首を刈かるなり、折るなり、する事が出来るだろう。勿もち論ろん、この〈ゲルダの宿〉の娼婦達は、そういう事が無い様に、封ふう魔まの首輪でその戦せん闘とう能力を抑おさえ込まれている訳だが。

「……な、なんですか」

　メイベルは箒を抱だく様にして身構える。

　魔人の娼婦はメイベルの顔を興味深そうに眺ながめていたが──

「名前は？」

　いつぞやと同様の緩い笑顔で、そう尋ねてきた。

「……え？」

「名前。あるんでしょう？　人間なんだから」

「メ、メイベル・バセット──」

　殆ほとんど反射的に答えるメイベル。

「メイベル。そう。メイベルね。覚えておくわ」

「お、覚え無くていいです」

　魔物に名前を覚えられても嬉うれしい事など何も無い。

　だが……

「嫌われちゃったわね」

　と魔人はその緩い笑顔に苦く笑しようの色を混ぜた。

　その様子は──正直、メイベルの眼にはひどく意外なものに映った。

　気さくというか何というか……普ふ通つうの人間と大差無い言動に思える。それともこれも魔物の『擬ぎ態たい』の一種なのだろうか。ある種の生き物がそうする様に──人間に類るい似じの言動で安心させ、油断して近寄ってきたところを仕留める様な。

「魔物といっても私達はもう、半はん端ぱ者だから」

　ふと、何か思い出したかの様な口調でその魔人は言った。

「半端者って──」

　それは、角が欠けているという事か。

　魔物の脅きよう威いについては物心ついて以来、執しつ拗ように教え込まれたが、その生態についてメイベルは無知である。魔物の魔物たる所以ゆえん、魔物の証あかしだという話だが──

「そんなに怖こわがる必要無いわよ。今は死ににくいのと、男を悦よろこばせるのが上手うまい位で」

　そういえば魔物の女は普通の人間の女よりも遥はるかに強い快感を男に与える事が出来るのだとゲルダが言っていた。だからこそ、こういう『下手物ゲテモノ』専門の娼館がたち行く……どころか、ひっきりなしに客がやって来るのだとも。

「半端者って……つ、角が無いから、ですか？」

「そうね」

　魔人の娼婦は艶えん然ぜんと笑う。

「魔物って……角が本体の寄生生物だって……聞いた事が……ありますけど……」

　では角が欠ければ、それはもう人間なのではないか。

　そんな風にも思ったのだが──

「角は……まあ、卵みたいなものよ」

　魔人の女は事務所の壁かべ際ぎわに置かれた冷蔵器に歩み寄ると、その中から水差しを取り出し、冷蔵器の上にまとめて置かれていた茶碗カツプに注いでこれを飲む。どうやらこの為に魔人は事務所に寄ったらしかった。

「私も角を人間の身体に植え付けられて、角の中身が体内に染み込んで……こうなった訳だけれど。もう本体はこの身体よ。中身は完全に魔物。だから角を折られても魔物は魔物のまま」

「…………」

　分かった様な分からない様な理り屈くつである。

「ただ……角は、卵であると同時に、仲間と繫つながる為のものだから、ね」

「繫がる？」

「心の底でね。魔力でね。だから、角が無くなると、仲間達と繫がれない、半端者だって言われちゃうの。私達は、今いま更さら、仮に、この首輪が外されても──」

　擬人型魔物は自分の首に塡はまっている小型魔法機関を指先で叩いて見せた。

「もう魔物の側でも仲間とは思って貰もらえない」

　角のある魔物から見れば、〈角欠け〉達は、勿論敵ではないが、仲間でもない、殆ど無視される様な存在なのだとか。角の欠損は、魔物としては死んだも同然──という事であるらしい。

　だから〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の擬人型魔物達は、首輪が在っても無くても、積極的に逃げようとはしないらしい。魔物の側に彼女等の居場所はもう無いのだ。

「だからまあ、せめて同じ店で働く〈角欠け〉や人間には嫌われたくないのよね。殊こと更さらに好かれたいとも思わないけれど、嫌われても何も得にならないし」

　言って、擬人型魔物はメイベルが抱えている箒を一いち瞥べつする。

「部屋の掃除に手を抜ぬかれたくもないし、ね」

「手抜きとか、しません」

　とメイベルは憤ふん然ぜんと言った。

　魔物は怖いし、勿論、好きではないが、それとこれとは全く別だ。働かざる者、喰くうべからず、はゲルダに言われるまでもなく、孤児院でも散々、教えられてきた事である。だからこそずっと寝ねているジンゴが腹立たしいのだし。

　それに──

（この女性ひとも──この魔物も、もう他ほかに居場所が無いんだ）

　親近感という程ほどではないが、嫌けん悪お感や拒きよ否ひ感とは異なる感情をメイベルは覚えた。

「…………」

　擬人型魔物は不思議そうに、しばらくメイベルを見つめていた。

　どうもメイベルの反応が予想外だった様なのだが──

「そう。ありがとう」

　擬人型魔物はそう言って、少し身を屈かがめ、メイベルの顔を覗のぞき込む。

「お礼に男の悦ばせ方を教えてあげようか？」

「──へ？」

　唐とう突とつな提案に固まるメイベル。

「感覚に干かん渉しようする魔法はともかく、腰こし使いとか、アソコの締しめ方とか、アレの舐なめ方とか……その辺は、人間と変わらないしね」

　そう言って魔人は自分の舌を出して唇くちびるを舐めてみせる。

　その仕草は恐おそろしく──女のメイベルから見ても、ひどく扇せん情じよう的だった。

「な、舐め……っ？」

　身も蓋ふたも無い物言いに、眼を白黒させるメイベル。

　やがて彼女はぱん、と両手で自分の頰ほおを叩いて──言った。

「け、結構です！」

「──冗じよう談だんよ」

　間かん髪はつ容いれずにそう返してくる魔人。

　どうやらメイベルは、からかわれたらしかった。

「まあでもきちんと掃そう除じしてくれるのが、嬉しいのは本当。ありがとう──メイベル・バセット、だったかな？」

「…………」

　名を呼ばれ、改めて礼を言われ、戸と惑まどうメイベル。

　やがて彼女は、一つ深呼吸をして問うた。

「あの、名前、あるんですよね？」

「え……？」

「ゲルダさんが……ここの魔物には名前があるって」

　元々、大たい抵ていの魔物は言葉にする様な名前を持たない。

　奇くしくも先にこの魔人が言った通り、魔物達は相そう互ごにその『角』で繫がる事が出来る為、言葉とは別の部分、もっと意識の本質的な部分で互たがいを区別しており、わざわざ口に出す様な名前を必要としない。

　例外は、何かの酔すい狂きようで人間に対して名乗る為に、名を持つ場合か──さもなくば、この擬人型魔物の様に、人間社会で奴ど隷れいとして暮らす上で、便べん宜ぎ上じよう人間から与あたえられた名前を持っている場合だ。

「レイチェル」

　とその魔物の女は言った。

「……レイチェル。分かりました」

　とメイベルは頷うなずく。

「とにかく魔物の部屋だろうと何だろうと、私の仕事なので手は抜きません」

「……いい子ね」

　そう言ってレイチェルはまた緩ゆるく笑い──

「……別に何もしないわよ」

　ともう一度言った。

　メイベルにではなく、その肩かた越ごしに。

「──あ」

　レイチェルの視線の意味に気付いて振ふり返ると……壁際の柔ソ椅フ子アに寝ね転ころんだままなのは変わっていないが、ジンゴが片眼を開けているのが見えた。

　いつの間にか起きていたらしい。

　いや、それとも最初から──あるいは、メイベルが彼の頰を、指先で突つついていた時から起きていたのか。起きている様に見せなかったのは、単にその必要を彼が感じなかっただけで。

「…………ッ！」

　自分でも何だかよく分からないのだが、メイベルは何か見られてはいけないものを見られた様な気がして、恥はずかしさで赤面する。踵きびすを返して逃にげるように事務所から出て──行こうとして、しかし彼女は自分のすぐ後ろに置いてあった手押し車ワゴンに引っ掛かかり、すっ転んだ。

「あああああああ！」

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　とレイチェルが尋たずねてくる。

　メイベル自身は特に怪け我がもしなかったが……当然、手押し車に積んでいた塵ごみ箱ばこの中身も、水桶バケツの中身も、その場にぶちまける事になった。

「ああもう……ああもう！」

　とメイベルは身を起こすと、八つ当たり気味に箒ほうきをジンゴに投げつける。

　彼女の護衛役は、しかし柔椅子から身を起こす事すらせずに、片手を掲かかげてこれを受け止めた。彼はそのまま箒を指先でくるりと回転させると、これを杖つえの様について、柔椅子から身を起こす。

「手伝ってあげたら？」

　とジンゴに提案したのは魔ま人じんの娼しよう婦ふだ。

「……俺が？」

「他に誰だれが？」

　と自分自身も何をするでもなく、メイベルが憤然と掃除道具を片付けるのを眺ながめながらレイチェルが言う。ジンゴはしばらく、面めん倒どうくさそうな表情でメイベルとレイチェルを交こう互ごに眺めていたが──

「……手伝おうか？」

　と箒を掲げてそう問うてきた。

「結構です！」

　ジンゴの手から箒をひったくってメイベルはそう怒ど鳴なった。




　　　●




　加圧された霊油が循じゆん環かんを開始。

　魔法術式に魔ま力りよくが注ぎ込まれ、励れい起きの証あかしに魔方サーキ陣ツトが淡あわく発光する。

〈浮遊フロート〉と〈航天フライ〉の魔法術式を組み込まれた大型ハイロウ祈禱環エンジンを悠ゆう然ぜんと回転させ、テレンス達を乗せた大型の機動モビル航天艇フライヤは、夕暮れの空に音も無く舞まい上がった。

「魔法術式安定。高度安定。番ロスト外アド区レスに向かいます」

　前方の御ぎよ者しや席からそう報告してくる航ナビ法師ゲータに頷いて見せ──テレンスは部下達の方に視線を戻もどした。

　機動航天艇の貨物室には、テレンス以外にも完全装備の公安パブリツ騎士クナイツが十五名乗っている。

　いずれも魔ガン長剣ソードと重装型の魔ガン鎧メイル、予備の霊カー油トリ莢ツジ箱その他、戦せん闘とう用装備を帯びた状態である。さすがに軍の対魔物戦装備の部隊に比べれば見み劣おとりするが、番外区の無法者一人には充分すぎる戦力である。

　テレンスが書類に残らぬ非公然任務として動かせる、最大の兵力だった。

　先の任務の際には、内容が単に少女を一人、孤こ児じ院いんから連行するだけだった事に加え、機密性を重視して装備に制限を加えたが……今回は騎士達の個人装備については制限を設けなかった。公安騎士数名を素す手でで倒たおしたという件くだんの男を警けい戒かいしての対処である。

　まして今回は、テレンスが自ら現場に臨のぞむ。

　非公然任務である事に加え、場所が場所だけに末まつ端たんの公安騎士達のみでは判断が下せない場面も出てくる──その事を懸け念ねんした結果だ。各種武器使用の可否、関係者殺傷の可否、等々……現場で許可を出す者が居なければ全力を発揮できない、してはならないのが、宮仕えの辛つらい所であった。

　やがて──

「廃はい棄き街区……か」

　テレンスは眼下を流れ行く街の風景に気付いて、そう呟つぶやいた。

　暗い。黒々とした色いろ濃こい影かげがあちらこちらにわだかまっている。

　未まだ完全に日が暮れた訳ではないが、もうすぐ全すべてがこの闇やみの色に覆おおわれてしまうのだろう。この辺りは魔イル力ミネ灯ータが一つも点ついていない。夜になっても生活の為ための光が灯ともされる事は無い。街区が早々に寝ね静しずまっているという訳ではなく、廃棄されて久しい無人の区画であるからだ。

　ファーニヴァルは旧ふるい街だ。

　先の大戦も魔物に占せん領りようされる事無く戦い抜いたが、外がい縁えん部にはやはり魔物の侵しん攻こうで荒あれ果てていた街区が幾いくつも在り、復興される事無く放置されている場所もある。番外区も元々はそうした廃棄街区の一つだが、その周囲には更さらに幾つか、完全に無人のまま放置されている場所も在る。

　テレンス達はそうした廃棄街区を経由して、番外区へ、そしてナサニエル通りに入る予定だった。明らかに遠回りなのだが、奇き襲しゆうを仕し掛かけるにはこちらの方が都合が良い。正規街区から最短距きよ離りを飛ぶと、機動航天艇が目もく撃げきされ易やすい。件の男が何者であれ、テレンス達を迎むかえ撃うつ準備をさせるのは得策ではない。背後に組織だった勢力が居ないとも限らなかった。

　既すでに男の、そして少女の居場所は把は握あくしている。

　先に人を派は遣けんして調べさせておいたのだ。相手の居場所を予あらかじめ知っておくのは、奇襲の必ひつ須す条件である。

　どうやら件の男が問題の少女──メイベルを庇ひ護ごしているらしい。

　この数日、少女は男の部屋で寝ね起おきしている様だが、男は──ジンゴ・ミーガンはナサニエル通りの用心棒の様な事をしているらしく、夕暮れ時になると、メイベルを連れてナサニエル通りの幾つかの店を回るのが日課になっている様だった。

　テレンス達は──可能ならば、その男が絡からんでくる前に目的を達成して、引き上げる積もりだった。目的はあくまでメイベルの捕ほ縛ばくである。仲間の仇あだ討うちは彼等の任務には含ふくまれていない。もし余よ裕ゆうが在れば、番外区の住人に拘こう束そくされているという仲間の公安騎士を救出する積もりではあったが、メイベルの捕縛に比べると優先順位は低い。

「もうすぐナサニエル通りが見えます」

　航法師がそう告げてくる。

「先にも言いましたが、直接ナサニエル通りには降ろさず、番外区の端はしに着陸を。その後は合流地点に移動して待機、でお願いします」

「了りよう解かいです」

　テレンスの言葉に航法師が頷き、航天艇は急速にその高度を下げていく。

　廃棄街区の建物の間を縫ぬう様にして──建物の間に凝こごり、急速にその面積を広げていく影の領域をつたって、番外区へと接近する。

　そして──

「──!?」

　突とつ如じよとして頭上で響ひびいた異音に、テレンス達は顔を上げる。

　何かがぶつかったかの様な音であったが、この空中を行く航天艇に何がぶつかるというのか。鳥の類たぐいか。だがそれにしては妙みように音が重かった様に思う。ひょっとして、廃はい墟きよの一部が崩ほう落らくして、航天艇に当たったのだろうか。

「何が起こったのですか？」

　テレンスは航法師に尋ねる。

　航法師は、答えようとしてテレンスの方を振り返り──

「──ぐげっ？」

　真上から差し込まれた紅あかい『何か』が、航法師の頭部を頭頂から顎あごに掛けて、串くし刺ざしにしたのは次の瞬しゆん間かんであった。剣けんの様なその『何か』は更に右に左にと念を押す様にこじられ、そして引き抜ぬかれる。航法師は頭の上と下、二カ所から血を噴ふき出しつつ、痙けい攣れんした。

「──！」

　テレンスは咄とつ嗟さに部下を振り返る。

「全員、耐たい衝しよう撃げき姿──いや、飛び降ります、魔鎧の防ぼう御ぎよ術式、祈き禱とう開始！」

「……は、はい！」

　公安騎士達は、慌あわてて装備している重魔鎧〈アナコンダ〉の防御術式を発動させる。現在〈アナコンダ〉に装そう塡てんしている魔法防御は元々は打だ撃げきや斬撃を防ぐ為のものであって、航天艇の墜つい落らくに巻き込まれた場合、どこまで着用者を守り切れるかは分からないが──無いよりはマシだ。

　急速に高度を下げてゆく航天艇。

　即そく座ざに墜落しないのは未だ〈浮遊〉の魔法が効いているからだろうが、御者たる航法師を失った為、〈航天〉の魔法が不安定となり、艇体が右に左にと揺ゆれる。

　やがて廃墟の一つに接せつ触しよくし、航天艇は激しく回転した。

「飛び降ります！」

　テレンスがそう宣言。彼は愛用の魔長剣──〈トルーパー〉五型で航天艇の鉄てつ扉ぴを斬きり飛ばすと、躊ちゆう躇ちよする部下に手本を示すべく、そこから真っ先に飛び出していた。

「……くっ」

　猛もう烈れつな勢いで、目の前に廃墟の壁かべが迫せまる。

　テレンスは魔ま剣けんに掛かっている〈切断セヴア〉の魔法を解除、両足で壁へき面めんに『着地』してから、剣先を廃墟に突つき立てる。火花を散らしながらも、わずかに壁面に食い込んだ魔剣は、テレンスの落下速度を殺し──

「ぬっ……」

　最後は両足の関節と重装型魔鎧〈アナコンダ〉の防御で衝しよう撃げきを吸収し、彼は何とか無事に地に降り立つ事が出来た。だがその事に安あん堵どしている暇ひまは無い。

「無事ですか!?」

　とすぐに部下達を振ふり返るが──

「…………！」

　空中に飛び出せた部下は、視し認にんできた限り、およそ半数──七名だった。

　航天艇は残りの部下を抱かかえ込んだまま、廃墟の一つに激げき突とつ。搭とう載さいしていた大量の霊油の魔力が、安定を喪うしない物理現象に転てん換かん、大だい爆ばく発はつを引き起こした。

　轟ごう音おんと共に巨きよ大だいな火か炎えんの花が廃棄街区に咲さく──

「破は片へんが来ます！」

　部下達にそう告げて、自らも腕うでを掲かかげて頭部を守るテレンス。

　ばらばらに引き裂さかれた航天艇の残ざん骸がいが、廃棄街区に降り注いだのは次の瞬間だった。

　あれでは──飛び出した部下はともかく、中に居た部下達は助かるまい。

　しかも、残り七名の内、何とかテレンス同様に着地できたのは五名。残りの二名は落下の勢いを殺しきれず、あるいは廃墟の壁面に激突したか──とにかく、何処どこかを痛めた様だった。呻うめき声を上げるばかりで起き上がってこない。

「ハーバート、マーカス」

　テレンスは油断無く周囲を見回しながら、部下に呼び掛かける。

「二人は、負傷者の救護を。他ほかの者は警戒態勢を」

「警戒態勢？」

　テレンスの命令に部下達が怪け訝げんの表情を浮うかべる。

　だが──

「剣を抜きなさい！　襲しゆう撃げき者に備えて！」

「……！」

　その言葉でようやく彼等は警戒の意味を理解した様だ。

　飛行中の航天艇に廃墟の屋根から飛び移り、艇外から凶きよう器きを突き込んで航法師を殺した襲撃者──もろともに死ぬ覚かく悟ごであるならばともかく、そうでないならば、再び廃墟に飛び移るなり何なりして、生きているだろう。

　公安騎士達は魔剣を抜き、二名は負傷者へと駆かけ寄り、残り三名が一カ所に集まって防衛陣じん形けいをとるべくテレンスの所に駆け寄ってくる。

　その内の一人──その左の眼めから、いきなり紅い棘とげが生えたのは、次の瞬間だった。

「なっ──!?」

　色めき立つ公安騎士達。

　航法師同様に、頭部を貫つらぬかれた公安騎士が、びくんびくんと痙攣する。

　紅い棘──いや凶器が引き抜かれ、倒れるその公安騎士の背後から姿を現したのは、頭巾フード付きの外がい套とうを着た、小こ柄がらな人物だった。

「──女!?」

　他の公安騎士達が驚おどろいた様に言う。

　外套の前を合わせていないので、胸の膨ふくらみや腰こしのくびれが見て取れる。しかも臍へそが見えていて──全体的に露ろ出しゆつした部分が多い。殆ほとんど下着同然だ。それ故ゆえ、外套との組み合わせは、ひどく扇せん情じよう的で、まるで娼しよう婦ふの様な印象だが──

「魔人か！」

　テレンスは眼を細めて言った。

　魔ヴイ物シヤスは総じて厄やつ介かいだが、魔人は特に面めん倒どうな相手だった。角ホーンを隠かくして人間の街に潜せん入にゆうする、人間の武器を奪うばって使う、時には人間の様な投射型の魔法まで使う──等々、各個の知能が高い為、統とう率そつ者たる魔王が居なくとも戦術を駆く使ししてくる、という点で侮あなどれない。

「──ッ！」

　テレンスは地を蹴けった。

　改めて魔剣の柄つかを操作。回転胴シリ輪式莢倉ンダが回り、霊カー油トリ莢ツジから引き出された魔力が、組み込まれている魔法術式を励れい起き、高速祈禱開始。魔法が再発動する。

　虫の羽音の如ごとく唸うなりを上げる〈トルーパー〉の剣けん身しん。

　テレンスの魔剣は、今、遠えん隔かく攻こう撃げき用の術式ではなく切断に特化した術式を積んでいる。

　刃やいばを触ふれさせさえすれば、相手が鋼はがねだろうが岩だろうが切り裂けるのだ。剣けん術じゆつに秀ひいでたテレンスだからこそ、下手へたな飛び道具よりも、こちらの方が使い勝手が良い。また〈トルーパー〉は触れる対象を切り裂くと同時に摩ま擦さつ熱で焼く為、異常な回復能力を持つ魔物でも、傷を塞ふさぐのが遅おくれる。

　魔物相手でも充分な殺傷力を持っている筈はずだった。

　これに加えて重装型の魔ガン鎧メイル〈アナコンダ〉は軽装型の魔鎧と異なり〈倍力ブースト〉の魔法が組み込まれている。装着する騎き士しの腕わん力りよく脚きやく力りよくを倍化させるそれは、当然、剣撃の威い力りよくそのものを引き上げる。

「初撃必殺ッ！」

　テレンスは突とつ撃げきの勢いに乗せて剣撃を放つ。

　全力で地を蹴り、自身を一本の矢と化して相手に肉にく薄はく、致命の一撃を叩たたき込む──二の剣要いらずの騎士武術。元々は名の通り、騎き馬ばに乗った状態で突撃して行う槍そう術じゆつだが、テレンスの学んだそれは、落馬後や屋内でも戦える様にと、剣を用い、徒歩で行う突撃技も含んでいる。重魔鎧によって倍化された脚力によって、テレンスの一撃は文字通り必殺のものになっていた。

　だが……

「──うはっ」

　妙に軽い一声をその場に残し、魔物はテレンス渾こん身しんの一撃を回かい避ひしていた。

　身を引いたのではない。身を捻ひねったのだ。猛烈な勢いで突撃する騎き士し剣けん術じゆつは、後ろに退いただけでは躱かわせない。テレンスが剣先の軌き道どう修正が出来なくなるぎりぎりまで引き付けた上で、最小限の動きだけで切っ先を躱してのけたのだ。

　身体からだを二つに折り曲げるかの様な柔じゆう軟なん性は、魔族ならではだろう。

　だが完全にテレンスの刺つ突きを躱しきる事は出来なかった様だ。魔剣は相手の首筋を掠かすめ、その頭部を隠していた頭巾を切り裂いていた。

「……とと」

　魔人は身を戻もどさず、地面に手をつくと側転の要領で横へ移動。

　その後、鬱うつ陶とうしそうに破れた頭巾付きの外套を脱ぬぎ捨てた。

「全員、牙きばを剝むく間も許さず狩かってやる積もりだったんだがなあ」

　露あらわになったのは──額に二本、小さいが確かに角を備えた魔物の顔だった。

　魔物であるという点を除けば、それなりに器量好よしと言えなくもないだろう。

　獅し子しの鬣たてがみの様に、膨らんだ印象のある長ちよう髪はつ、浅黒い肌はだ、そして血の様に紅い瞳ひとみ。

　擬ぎ人じん型魔物であるのは間ま違ちがいないのだが……何処かその身に纏まとう雰ふん囲い気きには、四つ足の獣けものじみた野性味があった。尖とがり耳も獣の様に短い毛に覆おおわれていて、テレンス達の様子を窺うかがう様にぴくりぴくりと動いているのが見える。

「ひいふうみい……七匹ひきも残ったか。意外と人間もやるもんだな」

　魔人はそう言い、歯を剝いて笑う。

　歯列に上下二対、小さいながらも文字通りの牙が生えているのが見える。美しいが獰どう猛もうそのもの──肉にく食しよく獣じゆうの笑え顔がおだった。

「バケモノめ……」

　テレンスは改めて刺突の構えをとりながら言った。

「何を思って我々の前に出てきたのかは知りませんが……奇き襲しゆうの利を失った後では、お前は我々に勝てません。大人しくするというのなら、生かしておく位の事は考こう慮りよしても良いですが？」

　家か畜ちくや奴ど隷れいとしてであれば、魔物も人間の街で生きる余地がある。テレンスの言葉はその程度の意味である。

　だが──

「おほ？　何言ってんの。お前？」

　魔人の女は首を傾かしげて言った。

「ここはお前達が跪ひざまずいて命いのち乞ごいする場面だろ？　たかが人間が五匹やそこら、この俺にかかれば──かかれば」

　そこでふと、魔人は眉まゆを顰ひそめた。

「かかれば、かかれば、ええと、なんだっけ。朝飯美味うまい？」

「朝飯前ですか？」

「おう、それそれ。朝飯前だ。はは。というか飯そのものだけどな。はは」

　といって舌で唇くちびるを舐なめる魔人。

　人間は魔物を家畜化もしくは奴隷化しているが、魔物の人間に対する認識もまた家畜と大差無い。魔族が人間を前にした場合、他にも自分達の繁はん殖しよくの為ための苗なえ床どこにするという選せん択たくもあるが──殺して喰くうという選択も珍めずらしくないのだ。

「…………」

　テレンスは眉を顰めて考える。

　今、魔人は『人間が五匹』といった。負傷した二名は数に入れていないのだ。今この場で戦せん闘とう能力を保持しているのがテレンスを入れても五人だけという計算なのだろう。逆に言えば、負傷者の救護に向かった二人も戦力として計算に入れているという事だ。

　魔物は負傷した仲間を庇かばったり助けたりする事があまり無いという。

　個の概がい念ねんが薄うすいというか、個別の名前を持っていない事からも分かるが……全員で一人、という風な認識になっているのかもしれない。仲間が負傷した、というよりも、『身体の何処かに怪け我がをした』程度の認にん識しきなのか。

　だからこそ、負傷者の救護に向かった二名の行動について、今ひとつ理解出来ていないのだろう。戦闘の最さ中なかに傷の『治療』はすまい。魔法によって治ち癒ゆ力が異常に高い魔物には、応急処置という概念すら無い。

　しかし──

「ああ。いや、『足手まとい』だっけ？　怪我してる二匹の分だけ、余計に動きにくいんだよな、お前達は」

　首を傾げて魔ま人じんは言った。

　やはり擬人型魔物は、人間を苗床に発生している分だけ頭が良い。人間の言葉を覚え、技術を覚え、思考を把は握あくし、概念を理解し、技能を模も倣ほうする。戦闘の現場において、負傷者が健常者の手を煩わずらわせるのだという考え方を、おぼろげながらも理解しているのだ。

　ただ──

「貴方あなたの計算は間違っていますね」

　とテレンスは言った。

「え？　そうなのか？」

　と魔物は不思議そうに眼を瞬まばたかせる。

「何処が？　ひいふうみい……やっぱり数え間違ってねえし。なあ、教えてくれよ」

「武装した騎士は普ふ通つうの人間とは別の生き物ですよ」

　特にテレンスの様な、生きつ粋すいの騎士の家に生まれた者は。

〈勇者ブレイブ〉の様な魔法改造こそ受けていないが、本物の騎士は、武術に秀でた血統を掛け合わせ続けた成果──いわば品種改良の産物である。

　また……テレンス程ほどではなくとも、充じゆう分ぶんに訓練を受け、武装した騎士は、単に武器を手にしただけの人間とは桁けた違ちがいの戦闘力を持っている。あくまで個体毎の『能力』として強い魔物にとって、『血統』や後天的に獲かく得とくした『技術』や『道具』で自身を強化するという考え方が理解しにくいのは当然だろう。

　だからこそ、そこにつけいる隙すきがある。

「ハーバート、マーカス、負傷者を連れて離り脱だつしなさい」

「は、し、しかし」

「このバケモノの言う通り、足手まといなんですよ。他ほかの者は私の支し援えん。対魔物戦せん闘とうである事から、装備の使用制限を全解除、予備の霊油莢の使用も許可します」

「了りよう解かい！」

　テレンスの口調と表情が微み塵じんの揺ゆれも無く、いつも通りに落ち着いている事が──怯おびえの色が一いつ切さい無い事が、部下達を鼓こ舞ぶしたらしい。指名された二人は負傷した仲間を引きずりながら後退を開始、残りの二名は魔ガン長剣ソード〈ピースキーパー〉五型を構えてテレンスの左右に陣じん取どった。

「……ところで、一つ質問があるのですが、よろしいか？」

　眼めを細めて魔物の動きを測りながらテレンスは問うた。

　単純な筋力や速度という意味では、人間は魔物に及およばない。勿もち論ろん、大戦中の〈勇者〉の様に、魔法を使う事で一時的に魔物と同程度の、あるいはこれを凌りよう駕がする身体能力を得る事は出来るが……今回、対人戦闘しか想定していなかったテレンス達に、その種の魔法術式の装備は無い。

　だが前述の通り──殆ほとんどの魔物は恒こう常じよう性魔法を身に帯びる身体能力の高さ故、それに頼たより切って動きそのものが雑で、無む駄だが多い。隙を見いだしてそこを一点突とつ破ぱすれば、充分に活路はある筈だった。

「……ああ？　何だよ」

　擬人型魔物は首を傾げてそう応じてきた。

　テレンス達の布ふ陣じんに対して特に身構える様子も無い。いや。そもそも体術という概念の無い獣は意識的に『構え』たりはしないだろうが。一定の緊きん張ちようさえ全身に漲みなぎっていれば、大たい抵ていの状じよう況きようには素す早ばやく対応出来るからだ。

「何故なぜわざわざ、我々を襲おそったのですか？」

　廃はい棄き街区とはいえ、魔物がファーニヴァルに入り込むのには危険が──そして相当な苦労が伴ともなう筈だ。いかに擬人型魔物とはいえ、顔を隠した怪あやしい奴やつが、都市外部から内部へと入ろうとすれば、都市外がい壁へきを守る衛士に止められる。内部に協力者でも居ない限り、魔物が今のファーニヴァルに入り込むのは難しい。

　その上で──公安パブリツ騎士クナイツの乗る航天艇フライヤにわざわざ奇き襲しゆう攻こう撃げきを仕し掛かけるなど、その場の思いつきでする様な事ではないだろう。凶きよう暴ぼうで知性の低い獣型の魔ま獣じゆうならともかく、魔人ならば尚なお更さらにおかしい。

　この魔人は何かの目的が在ってファーニヴァルに潜せん入にゆうしているのだ。

　そしてもう一つ……

「そもそも、我々が此処ここを通ると知っていて、襲ったのですか？」

　偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうではないとしたら、それはつまり、テレンス達の動きを──非公然任務の開始時間と移動経路について、この魔人に教えた者が居るという事になる。

　テレンス達の情報をこの魔人に漏もらした者が居る──その可能性。同じ公安騎士か、あるいはメイベル・バセットの捕ほ縛ばくを命じたメリンダや議員数名。誰だれかが裏切り者なのか。

「ああ。それは──」

　と気楽にテレンスの問いに答えかけて。

「いや。内ない緒しよだ」

　魔人の女はにやりと牙を剝いて笑った。

「そうですか」

　やはり裏切り者が居るのか。

　だがその者は何の為に魔物なんぞと通じているのか。どういう経けい緯いでこの魔物と知り合ったのか。その辺りの事は放置しておく訳にもいかないだろう。

「では、大人しくさせた上で、自分から『白状させてくださいお願いします』と泣いて請こう様にするしかありませんね」

「おほ？　そんな事出来ると思ってんのか？　人間が？」

「思ってますよ。そうですね。とりあえず角ホーンと──」

　穏おだやかな笑みを浮うかべたままテレンスは平然と言った。

「それから逃にげないように手足を切り落としておきますか。治ち癒ゆの魔法を使われても困るので、念入りに切り口は焼いておくなり、毒物を塗ぬり込むなりして」

　最初から魔物が出てくると分かっていれば、麻ま痺ひの魔法術式を仕込んだ拘こう束そく用の首輪を持参したのだが。しかし魔物の治癒魔法も一いつ瞬しゆんで傷を消せる訳ではない。腕うで一本足一本を丸ごと再生するとなると、時間が掛かかる。それまでにまた切り落としてやれば良いのだ。

　そうした処置を残ざん酷こくであるとはテレンスは考えない。相手は魔物だ。人間の倫りん理り観など適用する余地は無い。魔物に対しては何をどうしようが残ざん虐ぎやくになりすぎるという事は無いだろう。

　対して魔人は──

「あははは！　人間の癖くせに、人間の癖に──なかなか言うな！」

　呵か々かと豪ごう快かいに笑う。

　人間にそんな事が出来る筈はずがないと高を括くくっているのだろうか。

「いいな、いいぜ、すごく──いい！」

「褒ほめてくれているのですよね？」

「かもな？　あはははは」

「ありがとう。では参ります」

　微塵も揺るがぬ仮面の如ごとき笑顔のままそう言うと──テレンスは猛もう然ぜんと地を蹴けった。




　　　●




　一通り掃そう除じを終えた後──メイベルはジンゴと共に〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉を出た。

　充分に寝ねた後で、ジンゴは『用心棒』としての仕事を思い出したらしい。仕事といっても、特に何をするでもなく、ゆっくりと通りを歩いていくだけだったが。

「よう。ジン、どうしたんだその子？」

「ジンゴさん、お疲つかれ様っす！」

「ジン、ジン、今日こそ寄ってっておくれよ」

「珍しいな。ジンゴが女連れてるぜ」

　…………等々。

　ジンゴは此処ではかなりの有名人らしく、彼が歩いているだけで、あちこちから挨あい拶さつの声が掛かるし、逆に、彼の姿を認めると、何をされた訳でもないのに、表情を引き攣つらせ、こそこそと路地に逃げ込んでいく者達も居た。

　ジンゴは基本的に声を掛けられても無言のまま、軽く手を振ふる程度でおよそ愛あい想そというものが無い。だがナサニエル通りの住人達は気を悪くした様子も無かった。ジンゴの反応の薄さに誰もが慣れているのだろう。

　ジンゴが強いというのは勿論、メイベルも実際に目もく撃げきして知っている訳だが……その評価はこのナサニエル通りでは不動のものになっているという事か。本人はその手の評判など、気に留めていない様なのだが。

「……改めて見てみると、色々なお店があるんですね」

　ジンゴの隣となりを歩きながら、メイベルはふとそう言った。

　丁度、メイベル達のすぐ横に、色とりどりの花を並べた屋台がある。花か壇だんの様に花弁が重なるその奥に、店主なのだろう、皺しわ深い老ろう婆ばが座っているのが見えた。

「花屋なんて、番ロスト外アド区レスには無いと思ってた……」

　怪しい酒バ場ー。怪しい薬屋。それから武器屋。そして娼館。

　存在自体が違い法ほうとも言える番外区について、メイベルが事前に抱いだいていたのはそういう印象だった。だがいざその気になって歩いてみると、ごくごく普通の──正規街区で見かけるのと同種の店も多い。店構えが多少派手な、そして微び妙みように怪しい感じになっているのは、まあこの通り全体の傾けい向こうなのだろうが。

「……意外に儲もうかってるそうだが」

　と──ふと花屋を一いち瞥べつして、呟つぶやく様にジンゴは言った。

　饒じよう舌ぜつというよりむしろ四六時中何かを喋しやべっていて騒さわがしい相棒のアルノルトと異なり、ジンゴはかなり寡か黙もくな印象だ。

　必要最低限の受け答えはするので意い思し疎そ通つうに不便は無いが、世間話の様な内容になると、途と端たんに口数が減る。当初、彼はメイベルが話し掛けても無言のまま、という場合もままあったのだが……どうやらこれは無視をしていたのではなく、返すべき言葉を思いつかないからであるらしい。ジンゴと付き合いがそれなりに長いというアルノルトやレイチェルがそう教えてくれた。

　なので今は、他た愛あいない内容の話でも、何度かに一回は普通に言葉が返ってきて、こうして会話が繫つながる事がある。

「そうなんですか？」

　とりあえず花屋の話は会話できる話題だったらしい。

　ジンゴはしかし、面めん倒どうくさそうな口調でこう続けた。

「娼館や酒場の女の為ために客が買っていくそうだ。ただ店に来るだけじゃなく、贈おくり物を携たずさえて──というだけで、女達の態度が変わるって話だが」

「ああ……結局、そういう目的なのね」

　げんなりした表情を浮かべるメイベル。

「らしいな。人間を動かすのは、先まず金、その次に女、だそうだ」

　と他人ひと事ごとの様な口調で言うジンゴ。

「…………あの、ミーガン……さん？」

　とついメイベルの口調が若じやつ干かん、躊ちゆう躇ちよに揺れてしまったのは──出会ってから六日ばかり、実はこれが初めてジンゴの名前を呼ぶからだ。意識して名前を呼ばなかったという訳でもないのだが、今までその機会が無かった。

「ジンゴでいい。大抵の奴はジンと呼ぶが」

　とメイベルの方を見もせず淡たん々たんとした口調でジンゴは言う。

「それから、畏かしこまった喋り方をする必要も無い」

「……えっと……じゃあ、ジン？」

　言ってからメイベルはその言葉を嚙かみ締しめる様に瞬まばたきをする。

　何か妙みように気き恥はずかしい。何故かはよく分からないが。

「ジンは、いつも寝てばかり居るけど……その……そういう事をしに、お店に行ったりはしないの？」

　そもそも根城にしているのが娼館な訳で。

　しかもジンゴはどうやら、〈ゲルダの宿〉の娼しよう婦ふ達の覚えは良い様だ。レイチェルも割と親しげに話し掛けていたし、他ほかの店の娼婦達がジンゴに自分を買えと持ちかけているのを見た事もある。ジンゴは前に〈ゲルダの宿〉の娼婦を──特に魔人の女を『ゲテモノ』などと評していたが、魔人だから抱かない、という訳でもない様だ。

　先さき程ほども〈ゲルダの宿〉とは別の娼館の前を通った際、人間の娼婦が、ジンゴに寄って行けと声を掛けているのを見たが、彼は軽く手を振るだけで応じる気配は無かった。

　勿もち論ろん、メイベルの護衛中だから、女遊びを控ひかえているのかもしれないが……そもそもジンゴの場合、女に興味があるかどうかも怪しい。ひょっとして女ではなく男の方が趣しゆ味みなのだろうか。そういう嗜し好こうがあるのだという話は、メイベルも聞いた事があった。

　だが──

「面倒くさい」

　端たん的てきにジンゴはそう答えてきた。

「疲れるしな」

「……はぁ」

　まるで色々と枯かれた年寄りの様な物言いである。

「ジンは、じゃあ──」

　束つかの間、メイベルは適当な言葉を探してみたが、上手うまくいかなかった。

　なのでちょっと唐とう突とつとは思いつつも、こう言ってみる。

「ジンは、その、何が楽しくて……というか、何の為ために生きてるの？」

　勿論、深い考えがあっての事ではない。

　だが、女に興味は無さそう、金にもそううるさくない、となると、この男は何で動いているのだろうか？　と疑問に思うのだ。まさか正義や愛や夢などという言葉がジンゴから出てくるとも思えないのだが。

　ジンゴは強い。

　そして強さというものは、一朝一いつ夕せきでは手に入らないものだという事は、メイベルにも分かる。余人を寄せ付けない強さを得ようと思えば、相当な努力や、挑ちよう戦せんも必要だっただろう。恐おそらくは命いのち懸がけの。

　だが人間は何の『御ご褒ほう美び』も無くそんな真似まねは出来ない。

　何か求めるものがあって、何か願うものがあって、だからこそそれを目標に、ジンゴもまた生きてきた筈なのだ。強さとはその為の手段であり、その際に得られた結果である筈なのだ。

　だが──

「…………」

　ふと、ジンゴが足を止める。

　彼はメイベルの方に眼めを向けると──

「──別に、生きてはいないな」

　と言った。

「……え？」

「死ねないから……死にたくないから死んでいないだけだ」

　そう言ってジンゴは、ふと、通りに立つ建物の窓に眼を向ける。

　メイベルも彼の視線を追ってその窓を見つめると、光の具合か、連れ立って歩くジンゴとメイベルの姿がそこに映っている。

「……？」

　メイベルは、何故なぜジンゴがそこに眼を向けているのか分からない。

　だが彼の横顔は、何か、物もの憂うげなだけとは異なる──何かの感情を湛たたえているかの様にも見える。単に鏡に映る自分達を見み遣やるだけでは、生じ様のない何かを。

「……ジン？」

「……少し、寄り道をする」

　とジンゴは言って、大通りから分ぶん岐きする路地に入る。

　メイベルも一いつ緒しよにジンゴとナサニエル通りを何度か歩いている訳だが、そこは今まで寄った事の無い路地だった。メイベルは記き憶おく力には割と自信がある方なのだが、その路地の風景には全く見覚えが無い。

　ほんの数歩入り込んだだけで、魔イル力ミネ灯ータの数がいきなり減って、薄うす暗ぐらい印象だ。

「な、なに……？　ここ……」

　左右にそそり立つ壁かべのせいで、深い谷底の様な圧あつ迫ぱく感を覚えながらメイベルはそう尋たずねる。ふと奥を見遣ると、そこにぽつんと小さな魔力灯が──いや発光看板の光が見えた。

「……ログノフ……武器店アームス……？」

　看板の文字を口に出して読むメイベル。

　通りすがりの客に訴うつたえる積もりは全く無いのか、発光看板には店名が書いてあるだけで、他には気を引く様な言葉は何も無い。表通りにも何軒けんか武器店は見かけたが、あちらは区外の客向けなのか、刺し激げき的な──しかし直接的な言葉は使っていない──売り文句が色々と躍おどっていた筈はずだ。それに比べるとこちらはあまりに素っ気ない。

　店構えも、壁に一枚、扉とびらがあるだけで──発光看板が無ければ何処どこかの裏口にしか見えまい。あるいは本当に何処かの店の裏口なのかもしれない。表の看板とは違ちがう商品を扱あつかう二重構造という意味だ。ナサニエル通りにはこういう造りの店が少なくないらしい。

「…………」

　ジンゴは勿論、躊躇する様子も無く、扉を開いて中に入る。扉の上に取り付けられていた小さな陶とう器き製の鈴すずが、カラコロと、場ば違ちがいに可愛かわいらしい音をたてた。

「……わ」

　と店の中を見て、メイベルが思わず声を漏もらす。

　中に入ればそこは、店──というより工こう房ぼうだった。

　窓は一枚も無く、代わりに正面の壁には所ところ狭せましと工具やら、そして武器やらが掛かけられ、左右は戸と棚だなが並んでいて全く壁が見えない。

「これって……」

　正面の壁に掛けられた武器を見て、メイベルは息を吞のんだ。

　魔法武器だ。全すべて。普ふ通つうの剣けんや棍こんや斧おのや槍やりは一つも無い。いずれも機構の大小はあれど、聖油循じゆん環かん器を内蔵し、魔法術式の回路──魔方サーキ陣ツトを何処かに刻まれている。勿論、ファーニヴァルの法律では一いつ般ぱん市民が持つ事を禁じられている品だ。魔法武器は公的には全て公権力が管理している事になっている。

　そして──

「……ん？」

　そして細長いその店の奥に、机が一つ置かれていて、そこに座る男が顔を上げた。

　丸い顔で禿とく頭とう……ただしその男の姿で一番印象的なのは、その目元だろう。やたらにごつい作業眼鏡を掛けているからだ。それも大きな透鏡レンズが一いつ対ついではなく、小指の先の様な小さなものが、回転ターレ台ツトの様な部品に塡はめ込まれ、更さらにそれがやたらに厳いかつい造りの本体に取り付けられている。

　一いつ瞬しゆんだが……メイベルには、その男の顔が、巨きよ大だいな昆こん虫ちゆうの様な、異形にすら見えた。

　年ねん齢れいは五十辺りか……若くはないが、何処か精気が漲みなぎっていて、老人という言葉で評するには違い和わ感がある。この男が店名にもなっているログノフという人物だろうか。

「──おや。いらっしゃい」

　とログノフはジンゴを見て声を上げた。

「『研とぎ直し』が終わったと聞いた」

「はいはい、終わりました、終わりましたともさ」

　とログノフは溜ため息いきをついて首を振ふる。

「五年も預けっぱなしかと思いきや、いきなり大急ぎで調整して返せとか。うちは倉庫じゃねえんですがね？」

　とログノフは何やらジンゴを責める様な事を言うが……口調は軽く、声こわ音ねにも怒いかりの色は見えない。表情はといえば、ごつい作業眼鏡のせいでよく分からないが。

「悪いな」

　とジンゴはさして悪びれた風も無く言う。

　ログノフは肩かたを竦すくめてから、作業机の向こうで身を屈かがめ──鞘さやに入った一本の剣を差し出してきた。

　黒い鞘に入っているので剣けん身しんは見えない。だが全体として緩ゆるやかに湾わん曲きよくしており、そして飾かざりなのか、落下防止なのか、先せん端たんに房ふさの付いた紐ひもが結び付けられている為……どことなく優美な印象が在る。周囲にはごてごてと機械部品が付いている魔ガン法ブレ剣ードや魔ガン法杖ワンドが沢たく山さん飾かざられている為、尚なお更さらにその簡素さが美しく見える。実用一点張りの武器というより、何処か祭具に近い印象だった。

　ログノフの言葉から察するに、これがジンゴの所有物であるらしい。

　ジンゴがそれを何気なく伸ばした手で受け取り、そして──

「…………？」

　ジンゴがわずかに首を傾かしげる。

　どうやらログノフが剣を離はなさない様なのだが。

「手て袋ぶくろ外して掌てのひらを見せてくださいな。こっちだけいくら調整しても、あんたの方の端たん子しがいかれてりゃ、何の意味もねえでしょ。あたしゃ、無意味な仕事はしたくねえんだ」

「…………」

　ジンゴは一いつ旦たん、手を剣から離すと、両手の手袋を外す。

　メイベルがジンゴの横から覗のぞき込むと、彼がログノフに示したその左右の掌には──

「……あ」

　何か金属と硝子ガラスで出来た様な、奇き妙みような部品。

　以前にも見たものだ。確かジンゴの身体からだには肩や鳩尾みぞおちにも同様のものが埋うめ込まれていた筈である。

　ログノフは差し出されたジンゴの掌に顔を近づけて、子細に眺ながめながら──

「その子が噂うわさの公安パブリツ騎士クナイツに追われてるってえ、嬢じようちゃんですかい」

　唐突にそんな事を言ってきた。

　どうやらメイベルの事は、ナサニエル通りではよく知られているらしい。やってきた初日に人死にの出る様な騒さわぎを起こしたのだから、当然といえば当然なのだが。

「嬢ちゃん──〈勇者ブレイブ〉の『聖ステイ痕グマ』を見るのは初めてかい？」

「……え？」

　とメイベルは声を漏らす。

　ジンゴの身体の『部品』は以前に見た事があるが、それが何と呼ばれているのかは今初めて知った。いや。それ以前に──

「……『勇者』？」

「ログノフ──」

　ジンゴが何やら眉まゆを顰ひそめているが、ログノフは構わず続けた。

「以前の、魔ヴイ物シヤスとの大戦末期にな、賢けん者じや達が知ち恵えを出し合って、魔法戦せん闘とうに特化した兵士を『作った』のさ。魔法改造兵士。通つう称しよう『勇者』。完全装備なら魔物と対等に、いや、複数の魔物を一人で倒たおせる超ちよう人じんさ。でもってこいつは」

　とログノフは剣を示す。

「その勇者用の専用武器でね。普通の魔剣と違ってゴツい聖油の循環器はついてねえから、一見、普通の剣にも見えるが、此処ここに、勇者の掌の『聖痕』と一対になる部品がついてる。こいつの駆く動どう用魔力は、勇者から直接供給されるのさ。その分軽いし、部品が少ない分だけ、頑がん丈じようって寸法さね」

　ログノフが饒じよう舌ぜつにそう解説してくれる。

　確かに彼が言うとおり、剣の柄つかの部分には、ジンゴの掌のものとよく似た、しかし少し出っ張った部品がついている。どうやらジンゴがこの剣を握にぎると、その凹おう凸とつが嚙かみ合う様になっているらしいのだが……

「……ジンって〈勇者〉だったの？」

　ならば強いのは当然だ。

　そういえばジンゴは魔剣や魔法杖も無しに、そして更には呪じゆ文もん詠えい唱しようも殆ほとんどせずに、魔法を使っていた。メイベルは小型の魔法マギエ機関ンジンでも隠かくし持っているのかと思っていたのだが──あれも魔法改造兵士としてその身の内に魔方陣や魔力槽を埋め込まれているからか。

「…………」

　ジンゴは眉を顰めたまま答えない。

　代わりに──

「彼は、その話をされるのが嫌きらいでね」

　とログノフは、作業眼鏡の下で、口を少し意地悪な笑えみの形に歪ゆがめた。

「魔王討とう伐ばつに出で掛かけ、これを果たし、そして帰き還かんした救世の英えい雄ゆうさ。五百人以上の勇者が出しゆつ撃げきしていったそうだが、帰ってきたのは彼の部隊、それも五人だけ。そして今でも生き残っているのは、彼だけだ。どうだね、お嬢ちゃん？　生ける伝説を目まの当たりにした気分は？」

「……生き残りは俺だけではないが」

　とジンゴが呟つぶやく様に言う。

「まあそれはいい」

「でも、どうして……」

　とメイベルは言葉に詰つまる。

　物心ついた頃ころから孤こ児じ院いん育ちで、教養と呼ばれるものを身につける機会に乏とぼしかったメイベルだが……さすがにかつての対魔族戦争、通称〈聖せい伐ばつ大戦〉については概おおむね知っている。そしてそれを終しゆう焉えんに導いたとされる、英雄達の事も。

　ただ、その英雄達──魔ま王おうを討うって生せい還かんしたという魔法改造兵士達の詳しよう細さいについては、皆かい無むといって良い程ほどに世間では語られていない。歴史上の偉い人じんと同じく、世界を変えた、世界を救った、そんな者達である筈なのに……である。

　そしてジンゴもまた自分が元〈勇者〉である事も、そして魔王討伐の英雄であるという事も、一いつ切さい口にしなかった。それどころかそうした輝かがやかしき過去を、彼は忌いみ嫌っている様な節すら在る。

「凱がい旋せんした勇者が乱心したって噂でね」

　とジンゴの代わりにログノフが言った。

「ファーニヴァル最高議会の議員に襲おそいかかったとか、何とか。で、駆かけつけた騎士団に取り押さえられて、全員処しよ刑けい。魔王の呪のろいが掛けられてたとかいう話だけれど、さて、本当の所はどうなのか、誰だれもしらねえのさ。全員処刑された事になってるが、実際、ジンはこうして生きてるし。でもって詳くわしい事情を聞こうにも、当人もその事についちゃ、口をつぐんで何も話さねえときた」

「ログノフ」

「……引き籠こもって仕事してると、人と喋しやべるのが楽しいんでね。こんな若い嬢ちゃんなら尚更」

　そう言ってログノフはジンゴの手から顔を離すと、改めて剣を差し出した。

「ふむ。『聖痕』は問題無いですな」

「助かった」

　頷うなずくとジンゴは左手で剣を受け取り、右手で数枚の金貨を机の上に置く。

「何やら戦ヤる気になっている様だけれど。予備の武器は必要ない？　自前の魔力槽にはなかなか魔力が溜たまらないだろうし、霊カー油トリ莢ツジ式の魔剣なら気にせず使えるでしょ？　〈クーガー〉辺りが入ってきてるけれど？」

　ログノフは金貨の横に短たん剣けん型の魔剣を一本、置いた。

　見るからに厳ついというか、剣身部分よりも、柄の部分の方が大きい。柄の中に霊油莢を仕込んだり、これを装そう塡てん排はい出しゆつする為ための機構が組み込まれているからだろう。

「予備に持つなら魔剣よりも──」

「──ジンッ!!」

　唐とう突とつに──全く何の脈みやく絡らくも無く、扉とびらを蝶ちよう番つがいごと吹ふっ飛ばす様な勢いで開いて、誰かが店の中に飛び込んでくる。

　押し込み強ごう盗とうの類たぐいとでも思ったか、ログノフが小ク型ロのス機ボ弓ウを机の下から引っ張り出したが──

「お仕事だよ！」

　両手を掲かかげて立ち止まりながらそう言うのは、アルノルトであった。

「こんな所にいたんだね、探したよ！　もうへとへとだよ！　喉のどからから！　ああ、おやっさん、お茶一杯ぱいいただけないですかね？」

　身み振ぶり手振りを交えた大おお仰ぎような仕草でそう訴うつたえるアルノルト。

「……で、仕事が何だって？」

　とさすがに眉を顰めながらジンゴが問う。

「そうだ、ジン、仕事だ、航天艇フライヤが落ちた！」

「……なに？」

「僕ちゃんも聞いただけで詳しくは知らないね！　何だかよく分からないけど急げ！」

「…………」

　メイベルとジンゴと、そしてログノフは、それぞれ眉を顰めて顔を見合わせた。







[image: 第四章　魔と人の狭間に]










『番ロスト外アド区レス』という言葉は慣習的なもので、その定義は曖あい昧まいだ。

　端たん的てきな言葉で括くくられてはいるものの、『此処からが番外区である』という明確な境界線が定められている訳ではない。元々は廃はい棄き街区として管理されていない一帯に、東方域や南方域の難民が住み着いて出来た自然発生的な領域をそう呼んでいるだけだ。

　そもそも議会は、難民の存在を認めてはいない。

　行政組織が管理を放ほう棄きした区域には魔力供給はされておらず、住民登録も行われていない事から、公式な書類の上で番外区と廃棄街区の区別はされていない。全すべて等しく無人の廃棄街区だ。

　番外区と廃棄街区を分ける基準は事実としてそこに人が住んでいるか否いなかであって……当然ながら両者を分ける境界線は不ふ鮮せん明めいで、かつ、常に変動する。吹き溜まりである番外区にすら馴な染じめず廃棄街区に逃にげ込む様な者達も居るからだ。

　ともあれ……

　番外区と廃棄街区は当然の如ごとく隣りん接せつしている。

　そしてアルノルトの言う『事件』は番外区の端はし、事実上の無人域──つまりは廃棄街区辺りで起きていた。

「飛ばすよ！　舌した嚙かまないように注意ね！」

　アルノルトはジンゴとメイベルを機車に押し込むとそう告げて急発進。

　霊タ油ン槽クを空にする程の勢いで駆動用の魔法機関を全力稼か働どうさせ、通行人に対して警笛サイレンを鳴らしまくりながら──時に塵ごみ箱ばこやら何やらを勢いよく跳はね飛ばしたりもしながら、アルノルトは現場に向かった。

「ああっ、ああっ、気持ちいい、気持ちいいけど、僕ちゃんの財さい布ふがとても危機的状じよう況きように……！」

　笑顔で嘆なげくアルノルト。喜んでいるのか怯おびえているのかよく分からない感じだ。

　そもそも……番外区では魔ま力りよく供給が限られているので、霊油も高価で、アルノルトも滅めつ多たな事では機車を使わないし、こんな乱暴な運転もしない。ましてこの機車──〈マスタング〉はアルノルトの趣しゆ味みで紅あかく派手に塗ぬられているが、元は聖パニ伐ツシヤ軍ーズが初期に使っていた軍用車で、既すでに生産されていない骨こつ董とう品だ。頑丈だがそれでも乱暴に運転すれば何処どこかに不具合が出て高い修理費が必要になる。

　逆に言えばそれでもアルノルトが〈マスタング〉を飛ばす程の大事件という事だろう。

　番外区や廃棄街区の真上に航天艇が飛ぶ事そのものが希まれだ。航天艇は、大たい抵ていは行政組織や大手の商人組合が市民に対する宣伝と広報に使うか、さもなくば医術組織の緊きん急きゆう搬はん送そう、あるいは公安パブリツ騎士クナイツらの緊急移動に使用される。そのいずれもが行政からほぼ無視を決め込まれている番外区では、縁えん遠どおいものである。

　だが──

「やっぱり！」

　車輪で地面を抉えぐりながら〈マスタング〉は急停止。

　扉を蹴け飛とばす様にして機車を降りたアルノルトは、少し離はなれた場所で赤々と炎えん上じようしている航天艇の残ざん骸がいを見て叫さけんだ。

　燃えているのは航天艇が積んでいた霊油の魔力が、安定を失い、込められた魔力が物理現象に転化した結果だろう。魔力の物理転化は、炎ほのおになるか、雷かみなりになるか、あるいは風になるかは状況にもよるが……大量の『力』を満まん遍べんなく放散するには炎という現象が一番適しているらしい。それ故ゆえに魔法機関が壊こわれれば火を噴ふく事が多いという。

「おう──アル！　ジンゴも！」

　航天艇の周囲には、十数人ばかり、様子を見に来た番外区の住人達の姿が──野次馬の姿が在った。工具を持っている者も見られるのは、鎮ちん火かした後、航天艇を解体して部品を、特に魔法マギエ機関ンジン関連の諸もろ々もろを剝はぎ取る為だろう。

　番外区の住人達は総じて逞たくましい。ファーニヴァル本来の商業流通から番外区は外れている為、魔法関連の物資は不足がちだ。勿もち論ろん──市外の交易商人との付き合いを含ふくめ『裏』の流通経路も在るには在るが、それでも手に入り易やすいものと入りにくいものがある。それ故、再利用出来るものは屑くず鉄てつから食用油までとことん使い尽つくすのが基本だった。

「公安騎士のもんだね、これは。連中──廃棄街区を通ってナサニエル通りに入り込む積もりだったのかな？」

　アルノルトは航天艇の残骸に向かって歩きながら言う。

　見れば確かに、炎上する艇体の一部で、偽ぎ装そう用の覆いカバーが外れ、公安局の所属を示す剣けんと盾たての紋もん章しようが見えていた。

「公安騎士の……？」

　と……不安の表情を浮うかべて周囲を見回すのはメイベルだ。

　わざわざ公安騎士がナサニエル通りに、それも見つからぬ様にこっそりと廃棄街区を経由して航天艇を用い入ってきたとなると……やはり目当ては自分なのだろうとメイベルにも想像がつくのだろう。

　彼女は、束つかの間、躊ちゆう躇ちよしていた様だが──やがて、おずおずと手を伸のばしてジンゴの上着の裾すそを摑つかんでくる。無言のままだが『守ってくれるんだよ……ね？』とその紫むらさきの瞳ひとみが訴えているのがジンゴにも分かった。

　だが──

「…………ジン？」

　メイベルが眼めを瞬まばたかせてジンゴの顔を見上げてくる。

「…………」

　名を呼ばれて──ジンゴは自分が無意識の内に唇くちびるを嚙かんでいる事に気付いた。

　亡なくした妹の事が脳のう裏りを過よぎる。

　彼女も死の間ま際ぎわにこうやってジンゴの服の裾を摑んできた。既に意識も朦もう朧ろうとしていた筈はずだが、彼女は絶えがちな息の合間に兄の名を呼び続けていた。

　かつて十五年前に為なす術も無く亡くした妹。

　そして七年前に見殺しにした名も知らぬ少女。

　当時の状況ではどうにもならなかったのは百も承知だが……それでも守ってやれなかった事、助けてやれなかった事を、ふとした拍ひよう子しに思い出す事はある。

　大勢を生かす為に少数の犠ぎ牲せいを甘かん受じゆする。

　仕方が無いのだと早々に諦あきらめる。

　それは……確かに合理的で、正しい考え方なのだろう。

　だからこそジンゴ自身も自分を犠牲として捧ささげるべく〈勇者ブレイブ〉になった。

　だが……

「何でもない。大だい丈じよう夫ぶだ」

　ジンゴはそう頷いて見せると、メイベルの前に出る。

「何が原因かは知らないが、これは──乗っていた騎士達は全ぜん滅めつかな？」

　首を傾かしげて──ずり落ちそうになる帽ぼう子しを左手で戻もどしながらアルノルトは言った。

「大おお慌あわてで来てみたけれど、火が落ち着くまで出来る事は少なそうだね」

　残っている霊油の量によっては此処ここから大だい爆ばく発はつという事もあり得る。

　迂う闊かつに近づくのは危険である。野次馬達も廃はい品ひん回収目的の連中も、その辺は心得ているらしく、一定の距きよ離りをとってそこからは近づかない様にしていた。

　ただ一人──アルノルトだけがまるで気にした様子も無く航天艇に近寄っているが。

「とりあえず葬そう式しきでもしてやるかい？　上手うまい具合に丸焼けっぽいし」

　と肩かたを竦すくめて笑うアルノルト。

　ちなみに……死体を火で燃やし尽くし灰にする事で弔とむらう、所謂いわゆる『火か葬そう』は元々ジンゴ達の様な東方域の住民の慣習だが、聖せい伐ばつ大戦の折には西方域でも一いつ般ぱん化した。

　死体が魔族に再利用されないように──己おのれの家族や友人が魔族となって蘇よみがえって来ない様に、という考え方からだ。もっとも完全に死んだ生き物には魔族の角ホーンも定着しない様なので、これは残された者達の自己満足に近い儀ぎ式しきなのだが。

「いや……」

　ジンゴは眼を細めて炎上中の残骸を睨にらみ据すえた。

「全滅していない可能性がある」

「その根こん拠きよは？」

「高高度から墜おちたのなら、もっとばらばらになっている筈だ」

　アルノルトの問いにジンゴは一歩前に出ながらそう答えた。

「公安騎士がこっそり番外区に近づこうとしていたのなら……この辺りでは、建物の間に隠かくれながら飛んでいただろう。建物に飛び移るなり、剣けんを建物の壁かべに突つき立てて落下の勢いを殺すなり、色々とやりようは在る」

「そんな曲芸が出来るの、お前だけじゃない？」

「どうかな。魔ガン鎧メイルを装備していれば、落下の衝しよう撃げきもある程度、殺せるかもしれない」

　ジンゴは──むしろ眼を閉じて周囲の音に注意を向けた。

　比ひ較かく的、入り組んだ障害物の多い場所、なおかつ夜となると、むしろ眼よりも耳に頼たよった方が異状を先に察知し易い。まして眼の前では煌こう々こうと航天艇フライヤの残骸が燃えていて、明暗の差が激しい。視覚に頼りすぎるのは危険だと判断したのである。

　そして──

「アルノルト」

「なにかな？」

「下がれ」

「…………」

　ジンゴの言葉にアルノルトは黙だまって航天艇の残骸から離れる。

　そして──

「──ッ！」

　言葉にならない鋭するどい声が響ひびいた。

　次の瞬しゆん間かん、航天艇の傍そばに建っている建物の壁に、幾いくつかの『線』が刻まれる。

　その線に沿って、まるで組木細工パズルが散るかの様に、壁が崩ほう壊かいしたのは次の瞬間だった。

「……え？」

　メイベルが驚おどろきの声を漏もらす。

　一方で、野次馬達はさすがに番ロスト外アド区レスの住人だけあって、早々に航天艇からも崩くずれた壁からも距離をとっていた。崩れた壁の周り、その穴の部分はもうもうと塵じん煙えんが立ちこめていて視界不良だが──その付近に危険な何かが在るという事は誰だれもが察しているだろう。

「ははッ！」

　甲かん高だかい笑い声が響く。

　崩れた壁の穴から、塵煙の幕を突き破る様にして姿を現したのは──

「──魔人？」

　眉まゆを顰ひそめてジンゴが呟つぶやく。

　しかも女だった。

　勿論、ジンゴ達にとって擬ぎ人じん型魔物は特段に珍めずらしくはない、というかゲルダの店に行けば何人も見かける事が出来る訳だが……今、建物の中から出てきたのは〈角欠ホーンけレス〉の娼しよう婦ふではなかった。その頭部にははっきりと二本の角がある。ジンゴが魔人と断定したのはそれ故だ。魔ま王おうのそれ程ほどに大きくはないが、代わりに、獣けものじみた──短い毛に覆われた尖とがり耳が、存在を主張する様に左右に張り出していた。

　腰こしの後ろには尻尾しつぽらしきものが揺ゆれているのも見える。

　基本は擬人型だが、獣としての特性も幾つか兼かね備えている魔物という事だろう。

　更さらに──

「…………」

　その魔人を追って、やはり建物の中から出てくる人ひと影かげが幾つか。

　蒼あおい衣装の上から魔鎧──魔法機関駆く動どう式の甲かつ冑ちゆうを着込んだ三人の騎士達だった。

「……公安か」

　最新型であるらしく、さすがにジンゴも細かい形式や型番までは分からないが……一般的な治セキユ安リテイ騎士ナイツのそれに比べて重装備なのが見て取れる。以前、メイベルを追いかけてきていた連中よりも更に本格的な──暴徒鎮ちん圧あつや魔物制圧用に供される装備で、軍隊や猟りよう魔ま組合のそれに近い。

　元々ファーニヴァル全体の安あん寧ねいを守る、というのが建前の公安騎士が、魔人を相手に戦うのは別におかしな事ではない。人間の制せい御ぎよ下に無い魔物は、都市内部では平和な市民生活を脅おびやかす脅きよう威いそのものだ。それが魔人ともなれば、人間に偽装しての破壊工作テロも可能になってくる。

　都市内に入り込んだ魔物は見つけ次し第だい駆く除じよ、というのが騎士達の基本方針である。

　ただ──公安騎士と魔人が何故なぜ、こんな場所で戦っているのか。

　しかも……

「──!?」

　先頭をきって戦っていた、金きん髪ぱつの騎き士し──如何いかにも育ちの良さそうな怜れい悧りで落ち着いた雰ふん囲い気きのその青年が、ふと、ジンゴ達の方を見てその表情を歪ゆがませる。

　驚いているのか。あれは。

　だが──何故？

「ハーバート！」

　突とつ然ぜん、青年騎士は声を張り上げる。

「後は任せます、いけますね？」

「は、はい!?　──お、お任せあれ！」

　別の騎士が一いつ瞬しゆん、戸と惑まどった様に表情を歪めるが、先頭に居た金髪の青年騎士は構わず魔物との戦せん闘とうから離り脱だつした様だった。どうやら彼が指揮官リーダーであるらしい。

　部下たる二人の騎士達は、航天艇の残ざん骸がいから少し離はなれた所で改めて陣じん形けいを組み、魔ガン長剣ソードで魔物に対して波状攻こう撃げきを開始した。

　魔長剣に搭とう載さいされているのは遠えん隔かく攻こう撃げき──衝しよう撃げき波は投射の術式である様だった。

　狙ねらいは正確で、しかも微び妙みように機をずらした二連撃。普ふ通つうの人間が相手なら、瞬く間に全身に衝撃波を喰らって昏こん倒とうしていた事だろう。

　しかし──

「ははッ！　はははははッ！」

　魔人の女は高々と哄こう笑しようしつつ、獣の様な身の軽さで壁を蹴けり、壁を走り、立ち並んだ建物の間を縦じゆう横おう無む尽じんに跳とび回っている。

　その立体的な動きに、公安騎士達は対応しきれていなかった。

　波状攻撃を仕し掛かけて自分達に近づけないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだ。衝撃波はあらぬ方向に飛び去るか、無意味に廃はい屋おくの壁へき面めんに亀き裂れつを刻むばかりで、魔人の女をかすめもしない。

　一方──

「そこの──貴方あなた」

　彼等に背を向けて金髪の青年騎士は真っ直すぐジンゴ達の方にやってくる。

　狙いは恐おそらく、メイベルだろう。

　ジンゴはそう踏ふんで、彼女を庇かばう形で前に出る──が。

「──ッ！」

　次の瞬間、地を蹴って青年騎士が突とつ撃げきしてきたのは、ジンゴに向けてだった。

　相手の視線はメイベルに向いていない。ジンゴの顔を──その眼を真っ直ぐに見ていた。
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　容よう赦しや無く迫せまる白はく刃じん。その剣けん身しんに魔法術式が刻まれているのを見て取ったジンゴは、咄とつ嗟さに腰の魔剣を抜ぬき放っていた。

　掌てのひらの魔コ力ネ端ク子タと柄つかの魔力端子がかちりと嚙かみ合う感かん触しよく。

　忌いまわしくも懐なつかしい。

　青年騎士の攻撃は刺つ突き技だ。

　ジンゴから見て凶きよう器きは軌き道どうの極きわめて読みにくい『点』──退いて躱かわすのも、受け止めるのも悪手である。瞬間的にそう判断したジンゴは魔長剣〈サクラ〉を掲かかげていた。

　払はらう。いや──流す。それが正解だ。

「おおッ！」

　青年騎士は何処どこか嬉うれしそうに声を上げる。

　ジンゴの魔剣と騎士の白刃が接せつ触しよく、瞬間的に飛び散る火花。

　いや。生じた現象はそれだけではなく──

「きゃッ!?」

　メイベルが悲鳴を上げて咄嗟に自分の両耳を押さえる。

　猛もう烈れつな高音……鼓こ膜まくを直接引っ搔かく様な、耳みみ障ざわりな音が辺り一帯に響いたからだ。アルノルトや遠巻きに様子を見ている野次馬達も、不快感に顔をしかめていた。

　しかし……

「──お見事ッ！」

　ジンゴ同様、そうなることを予あらかじめ予想していたからか、わずかに顔をしかめながらも、青年騎士は笑え顔がおでそう評した。ジンゴが咄嗟に魔剣の魔法を発動させて対応したからだろう。

　ジンゴの魔剣〈サクラ〉に搭載されている魔法術式は剣身に高速振しん動どうを生む。

　それはいわば恐ろしく素す早ばやく押し引きされる鋸のこぎりに等しい。単なる剣けんの打ち込みでは斬きりきれない対象でも、それは難なく切断を可能にする。しかも高速振動による摩ま擦さつが熱を生み、切断面を焼く。高い、生物としては異常な治ち癒ゆ能力を持つ魔物相手でも、充じゆう分ぶんに殺傷力を発揮する武器なのだ。

　そして恐らく──青年騎士の魔剣もジンゴのものと同様の魔法を積んでいる。

　異音は、ジンゴの魔剣と青年騎士の魔剣の魔法が干かん渉しようし合った結果、生じた一種の共鳴ハウ現象リングだ。

「しかし！」

　刺突を流された青年騎士は、突撃の勢いをそのままに、ジンゴの脇わきを駆かけ抜ける。

　無防備な背中を互たがいに晒さらし合うジンゴと青年騎士だが、次の瞬間、二人は申し合わせているかの様に同時に回転していた。

　青年騎士は、横手に踏み出しながらその脚あしを軸じく足あしとして旋せん回かい。遠心力で魔ガン鎧メイルの上から羽織っていた大ぶりの外がい套とうが舞まい上がり、ジンゴの視界を遮さえぎる。

　咄嗟に背後に引いたジンゴは、しかし、外套と入れ替かわる様にして視界に滑すべり込んでくる魔ま剣けんの切っ先を見る。突つきは突きだが今度は斜ななめ下から。回転と同時に身を沈しずめていた青年騎士は、外套で確保した死角から刺突の一いち撃げきを放ってきたのである。

（──やるな）

　緊きん張ちようで引き延ばされた時間感覚の中──胸の内でジンゴはそう相手を評する。

　突っかかるだけが能の、お座ざ敷しき武術ではない。

　必殺の初撃に慢まん心しんする事無く、それが躱された後の対応までが一連の手順として身体からだに叩たたき込まれているのが分かる。恐らくこの青年騎士は実戦経験が豊富だ。

　普通の人間ならば為なす術すべも無く串くし刺ざしになる──どころか、自分が何をされたかも分からないうちに死んだだろう。

　しかし……

「……！」

　ジンゴは咄嗟に魔剣の鞘さやを投げる。

　自分の顔に向けて迫ってくる物体をさすがに無視は出来なかったか、青年騎士の動きに揺らぎが生じる。刺突技の為ために伸のばした腕うでを引いて払い落とす訳にはいかないが、身体の動きで避よけようとすれば、剣先が逸それる。

　この躊ちゆう躇ちよに生じた隙すきへ己おのれの身を強ごう引いんにねじ込む様にして、ジンゴは青年騎士の突きを回かい避ひ。そのまま地を蹴ってジンゴは青年騎士の間合いの外へと出ていた。

　仕切り直しだ。

　互いに魔剣を構え直すジンゴと青年騎士。

「なるほど。聞きしに勝まさる」

　と青年騎士は笑顔でそう言う。

　一ひと筋すじ縄なわではいかぬ強敵を前にしながら、むしろそれを喜んでいるかの様だ。

「ジンゴ・ミネベ──でしたか。元〈勇者ブレイブ〉──〈魔王殺し〉〈四英えい傑けつ〉あるいは〈乱心の英えい雄ゆう〉……第七特務潜せん入にゆう小隊、その生き残り」

「…………」

　ジンゴは無言で眉を顰める。

　ミネベの姓せいはもう何年も名乗っていない。今はミーガン姓のジンゴを知る人間の方が遥はるかに多い。アルノルトやゲルダ等、ジンゴの『前職』の事を多少なりとも知っている者は居るが、ミネベの名までは知らない筈はずだ。

　一体、誰だれがその名をこの青年騎士に教えたのか？

　可能性があるとすれば──

「……マーゴット……いや、今はメリンダ・ラドフォードか？」

「お知り合いの様ですね」

　と青年騎士の笑みが深まる。

「どういう繫つながりか、までは教えていただけませんでしたが」

「だろうな」

　ジンゴは物もの憂うげな表情でそう言った。

　青年騎士と会話しつつも、彼は仮想レジ魔力槽ボアの魔力残量と、現状で使用可能な魔法術式を頭の中で検討していた。

　魔法改造兵士たる〈勇者〉は専用装備の魔剣や魔鎧を駆動する際、魔力を己の内──仮想魔力槽から引き出す。掌をはじめとして身体の各所に設けられた魔力供給端たん子しを介かいして魔法マギエ機関ンジンに注ぎ込むのだ。

　当然、魔力の供給を霊油に頼たより、その循じゆん環かん器や加圧器を組み込まねばならない通常の魔剣や魔鎧に比べて〈勇者〉のそれは軽く、頑がん丈じようで、結果として動きが全体的に速い。単純な直線運動の速度──突とつ進しんなどであれば今、青年騎士が見せた様に魔鎧の魔法術式で脚きやく力りよくを強化しても得られるが、いざ斬り結んでの手数の多さ、変化の多た彩さいさは、末まつ端たん重量の関係でどうしても〈勇者〉の方が秀ひいでる。

　ただ……

（種別は自分で選べなかったとはいえ……こういう時は歯は痒がゆいか）

　ジンゴの体内に組み込まれている魔法術式は数多いが、丙種ゲ〈勇ブ者〉ラ、即すなわち〈軽騎士〉型である彼は、仮想魔力槽の容量はそう大きくない。その上、投射型の攻こう撃げき魔法を殆ほとんど持たない。あくまで斬り合いに特化した〈勇者〉なのだ。

　複数人で魔王に襲おそいかかる事を前提に作られた〈勇者〉達は、各人の役割分担に応じて魔法改造が設計されている。中ちゆう距きよ離りから遠距離の攻撃は主に戊種ビ〈勇ナ者〉ーこと〈魔法師〉型か、癸種〈マル勇者〉クトこと〈魔導ウイザ師ード〉型……ジンゴ達の部隊でいえば、トバイアスやジョスリンの役割だった。

　勿もち論ろん……ジンゴは〈加速〉や〈強エン化ハンス〉の魔法を使う事で、より素早く、より強く動く事が出来る。青年騎士を圧あつ倒とうして倒たおす事も可能だろう。

　だが……前述の通り〈勇者〉は単独戦闘を考こう慮りよされていない。

　ジンゴも本来は他ほかの勇者の支し援えんを得てこそ本来の戦闘能力を発揮できる。

〈加速アクセル〉や〈強化〉の魔法を使った場合、発動直後から襲い来る苦痛に対処出来ない。堪たえる事は出来ても体力を著いちじるしく消しよう耗もうする為、長時間の使用は出来ない。

　当然──青年騎き士しを倒しても、その後、部下達に対処出来なくなる。

　彼等は先さき程ほどからずっと擬ぎ人じん型魔物と戦っているが、あの女魔人が何を目的に行動しているのかが分からない以上、途と中ちゆうでこの場から離り脱だつして、騎士二人をこちらに押しつけてくる可能性は無くならない。

〈勇者〉といっても一人で出来る事などたかが知れている。

　その事をジンゴはよく理解していた。

　何にせよ……

（まずいな。状じよう況きようが見えない）

　それが最大の問題だった。

　公安パブリツ騎士クナイツ達。

　そして魔人の女。

　どちらも──何故なぜこんな場所に居る？

　青年騎士がジンゴの姿を見て真っ直すぐ向かってきたのは、恐らく、元々の任務がメイベルの捕ほ縛ばくであるからだろう。ジンゴがメイベルを守っているという情報を予め得ていて、最大の障害であるジンゴを先まず最初に排はい除じよしようとしたのだ。

　そこまでは分かる。

　だがその連中が何故、任務そっちのけで廃はい棄き街区で魔人と戦っていたのか？

（魔人──）

　メイベルの事を守って欲しいと魔物の王は言った。

　ならばあの魔人の女もメイベルを守る為に何らかの方法で魔王が遣つかわした助すけっ人とか？

　だがその一方で『伝手つてが無い』とも魔王は言っていた。

　なのにどうして、あの魔物が助っ人として此処ここに来る？

　それともあれはあくまで『人間社会での伝手』という意味か。

　やはり細かい事は分からないままだ。

　いずれにせよ──

（今は未まだ殺されてやる訳にいかない）

　ジンゴの目的はメイベルを守って魔王から呪のろいの解除法を得る事だ。

　この場においては公安騎士を倒す事──ではなく、公安騎士によるメイベルの捕縛を防ぐ事である。つまりは青年騎士を倒さずとも、メイベルを連れてこの場を逃のがれる事が出来れば、ジンゴの勝ちとも言える。

　ならば……

「──〈加速〉」

　圧縮スクリー詠唱ミング。術式祈禱開始。

　急速に暗く狭せまくなる視界を意識しつつ、ジンゴは地を蹴けった。

「むっ!?」

　青年騎士が機き敏びんに反応するが──さすがに魔法で加速しているジンゴの動きを追いきれない。ジンゴは青年騎士には構わず、身を翻ひるがえしてメイベルに駆け寄ると、彼女を抱かかえて更さらに地を蹴った。

「えっ──」

　メイベルの、低く間延びした声が聞こえる。

　加速状態である為に、彼女の声のみならずありとあらゆる音が、ジンゴの主観では低音となり、更には間延びして聞こえてしまうのだ。

「逃にがしません」

　青年騎士はそう言ってメイベルを抱えたジンゴを追う。

　直線距離の運動ならば重魔鎧の魔法術式による脚力強化で充分にジンゴを追える。そう判断しているのだろう。

　だがジンゴは──

「うおっ!?」

　魔人と闘たたかっていた騎士達が、驚おどろきと怒いかりの声を上げて動きを止める。

　ジンゴがメイベルを抱えたまま、間に割って入ったからだ。投射型の魔法を込められた魔ガン長剣ソードを使っている騎士達は、攻こう撃げきを一いつ旦たん、中断せざるを得ない。

（そうだろうよ。やはり此奴こいつ等はメイベルを殺す積もりは無い──か）

　殺す積もりなら最初から青年騎士はジンゴではなく、メイベルに向かって斬きり掛かかっていただろうし、魔長剣を持っている騎士達に投射型の魔法でメイベルを狙ねらわせればもっと簡単だった筈だ。

「──おい、魔物」

　ジンゴは──結果として、背後に庇かばう形になった魔人に対して声を掛ける。

「喋しやべれるか」

「誰に向かって言ってるんだよ」

　と魔人の女はせせら笑う様な口調でそう言った。

「人間の領域への潜入ならこの魔人ヴィオラ様にお任せだ、人間の言葉くらい、喋れなくてどうするよ？　痒かゆい痒い」

「…………痒い？」

「あ、違ちがった。軽いか。難しいな、人間の言葉は」

「…………」

　直前の台詞せりふと全く相反する物言いである。

　この魔ま人じん──ひょっとして、あまり頭は良くないのかもしれない。

「お前達の王にこの娘むすめを守れと依い頼らいされた。手伝え」

　身を屈かがめて地面に手をつきながらジンゴはそう命じた。

「……え？」

　とジンゴに抱えられたままのメイベルが眼めを瞬まばたかせる。

「魔物の王って……」

　魔王の亡ぼう霊れいが出た時、メイベルは気絶していた。だからジンゴに自分の保護を依頼した『昔馴な染じみ』が魔王だとは知らなかった筈だ。突とつ然ぜん出てきたその言葉に驚くのも当然である。

　それに──

（アルノルトが仕入れてきた情報が本当なら、こいつは……）

　自覚は無い様だが、恐おそろしく稀き少しような、人間と魔物の混血児。

　魔王がメイベルを庇おうとするのはその辺に理由が在るのか。

　そしてその辺の事情をこの魔人の女がどれ位、理解しているのか。

　細かい事情は分からないままで、共きよう闘とうの提案は賭かけだったのだが──

「……あ？」

　ヴィオラと名乗った魔人の女──こちらはこちらで、一瞬、首を傾かしげて、怪け訝げんそうな声を漏もらす。意外な事を言われた、といった様子である。

　だが──

「ああ、ああ、いいぜ。なるほど。手伝おう。どうすればいい？」

「…………」

　予想に反してあっさりと魔人の女がこちらの提案を受け容いれた事に、一いち抹まつの違い和わ感を感じつつも──ジンゴは青年騎士の方を見み据すえて言った。

「『頭』を叩たたく。数に劣おとる場合はそれが基本だ」

「ああ、ああ、なるほどな、お前達らしいやり方だ！」

　と魔人の女は笑う。

　その間も、紅あかい両眼は忙せわしなく左右に動き、騎士達がジンゴと魔人の女を包囲すべく陣じん形けいを展開しているのを把は握あくしている様だった。

「要は木こっ端ぱは無視して、二人がかりであいつを狙えば良い訳だな？」

「そうだ」

「いいぜ、そんじゃ──いくか。ついてこいよ？」

　魔人の女は地を蹴って跳ちよう躍やく、近くの建物の壁へき面めんに着地、更にこれを蹴って筋向かいの建物の壁面に着地、これを繰くり返し、稲いな妻ずまの様な軌き道どうを描えがいて青年騎士に迫せまる。

　そのすぐ後ろからメイベルを抱えて走りながら──

「…………」

　ジンゴは予め、魔人の女──ヴィオラと話している間に、身を屈めて摑つかんでおいた土ど砂しやを扇おうぎ状じように──空中にばらまく。

「──なに!?」

　騎士達が愕がく然ぜんと声を上げるが、今気付いても、もう遅おそい。

　彼等が魔長剣の術式──投射型の攻撃魔法で指揮官リーダーたる青年騎士を援えん護ごしようとするのは想像がついた。そして魔長剣の攻撃魔法は当然、青年騎士に襲いかかろうとしているヴィオラに先ず向かう。

　この種の──特に刃やいばの形に衝しよう撃げき波はを放つ、魔ま剣けんの攻撃魔法は、実体を飛ばしていない。つまりは質量を伴ともなわない。

　それ故ゆえに、元々その射程はそう長くないし、放った後は非常に不安定、間に質量を伴う障害物があれば、如によ実じつに影えい響きようを受けて、威い力りよくが減げん衰すいしたり、軌道が逸それたりする。かつてのジンゴの仲間にもこの種の魔法を使う者が居たが、雨の日や風が強くて砂さ塵じんが舞まう日には、威力が半減すると愚ぐ痴ちをこぼしていたのを覚えている。

　強化補正術式を搭とう載さいした大型魔法剣や魔ガン騎槍ランス、狙そ撃げき用魔ガン法杖ワンドなら、これらの環かん境きようにも対応出来るが……携けい行こう性を重視した魔長剣では、無理だ。

　もっとも、雨や風と違い、ジンゴ一人がばらまく土砂などたかが知れている。

　辺り一帯を隈くま無なく覆おおい尽つくす訳ではないから、衝撃波投射の角度を──魔法を放つ位置を変えれば良いと騎士達が思い至るのは、当然の事である。

「…………」

　騎士達は魔長剣を構えながら走った。

　魔ガン鎧メイルの強化もあって彼等の脚きやく力りよくは〈加速アクセル〉中のジンゴにも迫る速度を引き出せる。直線運動に限って言えば、メイベルという荷物を抱えて走るジンゴよりも、彼等の動きはむしろ速い。

　だが──

「ちいっ!?」

　既すでにヴィオラは、青年騎き士しと白兵戦の間合いに入ってやり合っていた。

　青年騎士の魔剣は高周波震しん動どうで対象物を切断するものである為ため、斬り結ぶのではなく、互たがいに位置を激しく入れ替かえながら、相手の攻撃を躱かわし、そこから攻撃を繰り出し──これを繰り返している。

　当然ながら、部下の騎士達はとても衝撃波の魔法など投射出来ない。迂う闊かつにやれば指揮官である青年騎士を巻き込むからだ。精密狙撃用の魔法杖ならばともかく、『刃』の形に塑形して衝撃波を放つ──つまりは『点』ではなく『線』で攻撃する魔法では、青年騎士だけを避さけて撃うち込むのは、ほぼ不可能だろう。

　これで騎士達の遠えん距きよ離り攻撃は防いだも同然だ。

　そして──

「──替われ！」

　ジンゴの叫さけびを、ヴィオラはすぐに理解した様だった。

　青年騎士の斬撃を身を沈しずめて躱した後、そのまま地に身を投げ出して転がり、距離をとる。青年騎士にしてみれば、魔人の女の姿が視界から消え、入れ替わる様にメイベルを抱えたジンゴが姿を現した様に見えただろう。

　そして──

「飛べ」

「──え？」

　ジンゴにそう囁ささやかれたメイベルが眼を瞬かせたその瞬しゆん間かん。

　彼女は青年騎士に向かって吹ふっ飛んでいた。〈加速〉中のジンゴが、勢いに乗せてぶん投げたのである。

「ひあっ!?」

　悲鳴を上げながら、青年騎士に向かって飛ぶメイベル。

　対して青年騎士は──さすがにこれには驚いたのか、メイベルを切り捨ててしまわない様にと咄とつ嗟さに魔剣を下げるのが精せい一いつ杯ぱいの様だった。

　だがそれこそがジンゴの狙った隙すきである。

　吹っ飛んでいくメイベルのすぐ後ろから、彼女の身体からだに隠かくれる様にして迫るジンゴ。

「くおっ──」

　青年騎士が反射的に左ひだり腕うででメイベルを抱だき留とめて、体勢を崩くずし──その瞬間、ジンゴは空中に跳躍。

「〈遮蔽シールド〉ッ！」

　圧縮詠唱。魔ま法ほう切り替え。

　空中に魔法で生み出した足場を蹴ける。咄嗟に彼を撃ち墜おとそうと、他ほかの騎士達から衝撃波が飛んできたが、それらの魔法が、放物線軌道を途と中ちゆうで強ごう引いんに変えたジンゴを捕ほ捉そくする事は無く、空むなしく遥はるか彼方かなたに飛び去って、霧む散さん。

　ジンゴは青年騎士の背後頭上から襲おそいかかる。

「ぬっ──」

　咄嗟に右手の魔剣で迎げい撃げきしようとして、しかし、メイベルを抱かかえたままの状態では魔剣を思う様に構えられない。辛かろうじて剣けんを掲かかげるのが精一杯だった。

　ジンゴの魔剣が再び青年騎士の魔剣とかみ合い、異音を放つ。

　だがここで受け止められるのも予想の内──ジンゴは躊躇ためらいも無く己おのれの魔剣の柄つかから手を離はなしていた。魔剣同士の震動に弾はじかれ、ジンゴの魔剣は空中に跳はねる。

　青年騎士は、掲げた己の魔剣に掛かる筈はずの重さが消失した事で、混乱。

　その隙に──

「なっ──」

　空中のジンゴは、上半身の筋肉を使って身を捻ねじり、掌底打ちを青年騎士の後頭部に叩き込んでいた。既に〈加速〉も無く、〈遮蔽〉を再設定する余よ裕ゆうも無かった為、致命の威力は叩き出せなかったが、それでも青年騎士は短い呻うめき声を吐はいて、その場に昏こん倒とうしていた。

「ワイズ卿きようッ!?」

　恐らくそれが青年騎士の名なのだろう、他の騎士達が驚おどろきの声を上げる。

　一方、ジンゴは一瞬たりとも止まらず、青年騎士と一いつ緒しよに倒たおれていたメイベルの腕うでを摑んで引っ張り上げる。彼女は、何が起こったかすら、よく理解していない様だったが……

「な、なにすんのっ……よっ……」

　と喘あえぎながらも抗こう議ぎしてくる。

　なかなか肝きもが据すわっている様だ。すぐ眼の前で魔剣の斬きり合いが行われていたのだから、恐きよう怖ふで言葉など出てこなくても不思議では無いのだが。

「…………」

　対して、ジンゴは無言。

　その額からじわりと滲にじむ──紅い雫しずく。

　数カ所で破は裂れつした毛細血管から出る血が、汗あせと混じり合っているのだ。

　実の所、メイベルの文句に応じている余裕が今の彼には無い。

　立て続けに魔法を使った結果、彼の仮想レジ魔力槽ボアはほぼ空の状態である。〈勇者ブレイブ〉として人々の声せい援えん応援を受け、潤じゆん沢たくに魔力を溜ため込んでいた時代とは異なる。

　おまけに〈加速〉を使った際の、疲ひ弊へいと苦痛が未まだ身体に残っている。久々に自分に向けて使ったせいか、ジンゴが想定していた以上のもので……この後も、上手うまく身体が動かせるかどうかは少し怪あやしい。

　かといってここで〈治癒キユア〉に魔力を使うと、完全にそれで魔法は打ち止めだ。

　騎士は未だ二名が残っている。

　魔人の女のヴィオラがとりあえず闘たたかっている様だが、投射型攻こう撃げき魔法を使う彼等を相手に、白兵戦主体の魔人では、制圧の決め手を欠く。

　ここは青年騎士を人ひと質じちに使うか。

　アルノルトの機車に乗り込めばこの場を離り脱だつする事も出来るだろう。

　ジンゴがそう考えた時──

「──ジンッ!!」

　飽あきる程ほどに聞き慣れた声が響ひびく。

　咄嗟に振ふり返ったジンゴは、そこに、アルノルトと──そして二十人余りの、番ロスト外アド区レス住人達の姿を見た。当初に航天艇フライヤの周りに集まっていた野次馬達とは違ちがう。全員、武器を手にしている。一人は大型の魔法杖を抱えていた。

　普ふ段だんは何かと理由を付けては武器を持ち歩かないアルノルトも──恐おそらくは機車に積んであったのだろう、二本の長ちよう剣けんを──揃そろいの双剣を手にしているのが見えた。

「ふざけてんじゃねえぞ！　犬共ッ！」

「番外区で好き勝手出来ると思うなよ！」

　先の──ナサニエル通りでの揉もめ事があるからか、番外区の住人達は皆みんな、殺気立っている。騎士達の側が応戦の構えを見せれば、その場で殺し合いが始まりかねなかった。

　だが──

「……て……撤てつ退たいします……」

　その声にジンゴが振り返れば──いつの間に気絶から回復したのか、青年騎士がジンゴ達から離れつつ、部下らしき騎士達にそう命じていた。

「しかし──」

「最初に魔物に襲しゆう撃げきを受けて、航天艇を墜とされた時点で中止して撤退すべきでした、私の判断が誤っていたのです。撤退します」

　青年騎士が口早にそう告げると、さすがに他の騎士達も二の句が継つげなくなった様だった。彼等は青年騎士の下もとに駆かけ寄ると、ジンゴ達を睨にらみ据えながらも、ゆっくりと後退し──そして立ち並ぶ廃はい墟きよの狭はざ間まに消えていった。

「…………」

　しばらくジンゴは耳を澄すましていたが、公安パブリツ騎士クナイツ達が戻もどってくる様子は無い。

　代わりにアルノルトが満面の笑えみで駆け寄ってきた。

「お疲つかれ──ジン、久々の大だい活かつ躍やくだったね？」

「…………」

「ゲイソン保安協会会長としての意見を言わせて貰もらえば、どうせならもっと目立つ所でやって欲しかったけれどもね。その方が受ける」

　まるで見世物であったかの様な言い方であるが、アルノルトらしいと言えばらしい。

　他の、武器を携たずさえた番外区の住人達もジンゴやメイベルの傍そばに寄ってくる。

　だが──

「…………」

　ジンゴは無言でその場に膝ひざをついた。

「──ジン？　ああ、『魔力エンプ欠乏テイ』か」

　とアルノルトが身を屈かがめてジンゴの顔を覗のぞき込みながら言った。

「『魔力欠乏』？」

　と不思議そうにメイベルが尋たずねる。

「ああ、こいつは体内に仮想魔力……とと」

　アルノルトは慌あわてた様に首を振る。

　ジンゴが魔法改造兵士──通つう称しよう〈勇者〉、それも魔王殺しの英えい雄ゆうである事は既にメイベルもログノフの店で知らされていたが、その辺の事情をアルノルトは知らない。

　彼が知っているのは、ジンゴが、過去の話をあまりほじくり返されたくないと思っている、という事である。意識しての事なのかどうか、ついつい口を滑すべらせるのがアルノルトの悪い癖くせだが……ジンゴの希望は一応、尊重している様だった。

「まあ、なんだね、お嬢じようさん、無事で何より」

「……無事っていうか……ぶん投げられたりしたけど」

「生きてれば御おんの字、丸まる儲もうけだよ？」

　と朗ほがらかに笑うアルノルト。

「……とりあえず戻るぞ」

　ゆっくりと呼吸を整え、全身に食い込む倦けん怠たい感と苦痛を意識の端はしに押しやりながら……ジンゴは立ち上がって、言った。

「……う、うん」

　今ひとつ納なつ得とくはしていない様だったが、メイベルはとりあえず素す直なおに頷うなずいた。

　ただ──

「で、こちらはどなた？」

　とアルノルトが双剣の切っ先で示すのは──いつの間にかジンゴ達のすぐ傍そばに来ていた、ヴィオラだった。

「魔ま人じんみたいに見えるけど、まさか、ね？」

　などと言ってもアルノルトの双剣は微み塵じんの揺ゆれも示さずヴィオラに突つきつけられたままである。アルノルトの双剣は魔法マギエ機関ンジンが組み込まれていないが、一いち撃げきで首を刈かる事が出来れば、勿もち論ろん、魔物でも殺す事は可能だ。

　アルノルトの背後ではナサニエル通りの住人達も魔ガン騎槍ランスや魔ガン法杖ワンドを構えるのが見えた。

　そして──

「〈角欠ホーンけレス〉でもない魔人がこんな所にいる筈が無いしね。何かの仮装かな？」

　笑顔のままアルノルトは双剣をわずかに前に出し──まるで鋏はさみの様にヴィオラの喉のどを挟はさみ込む。いつでも貴様の首を刎はねる事が出来ると言わんばかりだ。

　だが……

「ああ。まさかだよな」

　魔人の女は怒おこるでも怯おびえるでもなく、ましてやその場から逃にげるでもなく、首筋に刃やいばを当てられたまま、ジンゴ達を眺ながめてにやにやと笑っていた。




　　　●




　過か剰じような程の投プ光ロ型ジ魔エ力ク灯タが、舞ぶ台たいの上を照らし出していた。

　四方八方から狙ねらい澄ませて差し込む、虹にじにも似た色とりどりの光。それらが混ざり合い、舞台の上を白く白く、そして強く照らし出す。影かげは幾いく重えにも、黒い花弁の様に白い床ゆかの上に描えがき出され、その中央に立つ少女達の姿を強調する。

　観衆で満員の客席が闇やみに沈しずんでいるのとは対照的だ。

　観客達はただひたすら、神アのイ偶ド像ルを眺めるが如ごとき視線を舞台の上に投げている。まるで誘ゆう蛾が灯とうに引き寄せられる虫の如く、彼等の視線はただそこに向いて外れる事は無い。少女達の一挙手一投足、そこに意味を見いだそうとするかの様に。

　それは教祖を、いや、神を見つめる信徒の眼まな差ざしだ。




「やがて僕は──誰だれかを想おもい──弱い自分を嘆なげくのかも」




　少女達は軽かろやかに舞まい踊おどりながら、旋せん律りつに乗せた言こと霊だまを紡つむいでいく。




「愛の味を覚えた朝に──枕まくら元もとには一ひと振ふりの剣つるぎ」




　少女達をより際きわ立だたせて見せるべく、魔イル力ミネ灯ータが複雑に動き、舞台の端はし々ばしに設けられた発はつ煙えん器が吐はき出した白煙に、幾いくつもの幻げん影えいを刻んで見せる。




「躊躇ためらいはいらないよ──涙なみだは明日にとっておこう」

「今は守りたい君のこと──それだけを祈いのり刃やいばを握にぎる」




　客席の誰もが舞台の上の歌うた姫ひめ達を注視している。

　それ故ゆえ──自分達の足あし下もとや席の脇わきに注意を払はらう者は皆かい無むだ。

　闇色に覆おおわれた観客席のそこかしこに、幾つかの魔法機関が、床や壁かべの模様に紛まぎれて埋うめ込まれているのだが、それに気付いている者は居ない。恐らくは巨きよ大だいな魔法機関の端たん末まつと思おぼしきそれらは、人々が客席に着いた時から微かすかに震ふるえ続けている。

　勿論──今も。

　殆ほとんどの観客はその存在を知らない。万が一に気付く者が居たとしても、それが何の機械なのかを知る事は無い。精々──少女達の歌声が客席の隅すみ々ずみまで届くよう、拡声の魔法を連続サクセス祈禱プレイしている魔法機関の類たぐいだろうと想像する程度だ。

　客達は何も知らない。

　そもそもこの舞台が何の為ために興行されているのかを知らない。

　だがそれで何ら問題は無い。今までは無かった。だから恐らくこれからも無い。




「真っ直すぐにただ行こう──迷いは昨日に棄すてて」

「いつか過あやまちを怖おそれない──強い心をこの胸に抱だいて」




　舞台の上で踊る少女は三人。

　彼女等は、全身から絞しぼり出す様に強い歌声を放ちながら、本職の踊り手もかくやという激しい動きを示している。普ふ通つうの人間ならば瞬またたく間に疲ひ弊へいしてその場に倒たおれ伏ふしてもおかしくはない、それは歌唱であり舞ぶ踊ようだった。

　それ故にこそ、畏い怖ふすら抱いて人々は少女達を見つめる。

　やがて──




「果てしない夢を見たい──世界を守る力は」

「きっとそこに在るから──」




　少女達の歌と踊りが一いつ斉せいに止まり、静せい寂じやくが舞台の上に満ちる。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、観客席から弾はじけんばかりの歓かん声せいが湧わいた。

「ありがとう！」

　少女達は手を繫つないで一斉にお辞じ儀ぎ。

　そして彼女等は観客達に両手を振ふりながら舞台から退場する。

　だが彼女等が消えた後も、観客達の声せい援えんは、しばらく途と絶だえる事は無く、ファーニヴァル中央公会堂の中を満たし続けた。
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「──はぁ」

　背後から追いかけてくるかの様な声援を浴びつつ、〈ミスリル・チップス〉の少女達は関係者のみ立ち入りを許された連れん絡らく通路を歩いていた。

〈ミスリル・チップス〉が正しくその名の通りの存在である為には、必要な事とはいえ……やはり全力で舞台をやるのは相当に疲ひ労ろうが溜たまる。幾つかの支し援えん系魔法で補助していても──いや魔法の力を借りているからこそ、舞台が終わった途と端たんに、本来の感覚が戻もどってきて、途端に疲れを意識せざるを得ないのだ。

「今日はぁ……どれだけ集まったかなぁ」

　と首を傾かしげて言うのは、右で踊っていた金きん髪ぱつの少女──ルシア・サトクリフだ。

　長く豪ごう奢しやに波打つ金髪を、頭の左右で括くくっている。少し目め尻じりが下がり気味である事と、幼さを多分に残した丸顔、更さらに全体的に緩ゆるんだ喋しやべり方のせいで、非常におっとりした印象がある。

「沢たく山さん、集まってるといいなぁ」

「……集めても、使い道が、ない」

　と応じるのは左で踊っていた少女、エノーラ・オブライエン。

　癖の無い黒くろ髪かみを後頭部で括っている。切れ長の双そう眸ぼうは琥こ珀はく色いろ。ルシアに比べると言動も含ふくめて地味な印象が在るが、その分、いざ歌い出すとその声の伸のびや、動きの滑なめらかさで人目を引く。この為、曲によっては彼女が『中央センター』を務める場合もあった。

「……言うなよ、エノーラ」

　と──窘めるのは普ふ段だんから最も『中央』を務める事の多い、ジャネット・カーライルである。他ほかの二人同様に長く伸ばした亜あ麻ま色いろの髪かみを、この少女の場合は三つ編みにして、尻尾しつぽの様に揺らしている。今回は舞台に出ていない予備役の少女達を含めて〈ミスリル・チップス〉内で歌も踊りも総合的に技術が高いのが、このジャネットであり、それ故に事実上〈ミスリル・チップス〉の指揮官リーダーを務めている。

　もっとも──エノーラが言う様に、〈ミスリル・チップス〉に本来の『任務』が与あたえられる事はまず無い。定期的な舞台で観客から高純度の魔ま力りよくを集めてはいるが、その殆どは訓練の際に消費されるばかりだ。

「くそっ……これじゃ何の為に──」

「ジャネットはご機き嫌げんななめだねぇ」

　とのんびりルシアが評する。

　ジャネットとルシアは〈ミスリル・チップス〉入隊以前からの付き合いなので、性格は殆ど正反対だが、仲が良い。男おとこ勝まさりで気が短いジャネットを、ルシアが宥なだめる場面がしばしば在った。

　ただ──

「──あ」
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　ふとエノーラが声を漏もらす。

　彼女が見ている通路の奥、そこにジャネットとルシアも眼めを向けた。

　積み上げられた木箱の脇に、人ひと影かげが一つ佇たたずんでいる。勿論、照明や音おん響きよう関係の魔法機械を操作する技師を含め、多数の関係者が行き来する場所なので、人の姿が在るのは別に不自然でも何でもない。

　だが──

「ラドフォード、議員」

　エノーラが呟つぶやく様にその名を呼ぶ。

　美しい──美しいが年ねん齢れい不ふ詳しようの女性である。

　メリンダ・ラドフォード。ファーニヴァル最高議会の議員であり、ジャネット達にとっては、上役にもあたる。表向きは独立した会社が運営している〈ミスリル・チップス〉だが、その会社の背後にはメリンダと、そして数名の議員が居るのだ。

「──歌も踊りも飽あきてきた？」

　苦く笑しようめいた表情を浮うかべてメリンダが問う。

　どうやら先の愚ぐ痴ちめいたやりとりを聞かれていたらしい。

「私は歌ったり踊ったりする為に〈ミスリル・チップス〉に入ったんじゃありません」

　とジャネットが表情を歪ゆがめてそう言った。

　予備役の、ジャネットよりも下の世代の少女達が聞けば驚おどろき、怒るかもしれないが──メリンダはわざとらしい溜ため息いきをついただけだった。最も歌唱と舞踊の上手うまいジャネットが、それを必ずしも喜んでいないのは、皮肉という他あるまい。

　だが……

「なら喜びなさい。お仕事よ」

　メリンダはわずかに眼を細めて、少女達を眺ながめる。

「歌でもない、踊りでもない──可愛かわいいだけのお人形さんには、出来ないお仕事よ」

「…………」

　ジャネットは猫ねこを想おもわせるその眼を丸くし、そのすぐ後ろでルシアとエノーラが顔を見合わせる。現在のファーニヴァルの──いや、人類圏けんの状じよう況きようを考えれば、〈ミスリル・チップス〉に『歌でも踊りでもないそれ以外』の仕事が発生する可能性は低い。三人とも、引退のその日まで、歌と踊りと、そして訓練に勤いそしむだけの日々が続くものだと半ば諦あきらめていたからだ。

「本当ですか」

「ええ。噓うそを言ってもしょうがない」

　と詰つめ寄るジャネットにメリンダは頷うなずいた。

「存分に訓練の成果を発揮して頂ちよう戴だいね。可愛い銀の妖よう精せい達」

　未いまだに当とう惑わくの表情の色が濃こい少女達に向けて、メリンダは艶然と笑った。
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〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉に戻る途と中ちゆう……ジンゴ達は食事をとる事にした。

　アルノルトは居ない。機車で解体した航天艇フライヤの残ざん骸がいを運ぶとかで──ナサニエル通りまでジンゴ達を運んだ後、現場に戻った為である。

　代わりに扱あつかいに困る珍ちん客きやくが一人、ジンゴ達の傍そばに居た。

　ヴィオラだ。

　この擬ぎ人じん型魔物は、何処どこから調達してきたのか、今は花を象かたどった大きな髪かみ飾かざりを頭部に付けた上、豊かに波打つ髪を頭の左右で束ねて垂らし、耳と角ホーンを隠かくしている。尻尾の方は動かしさえしなければ作り物に見えるだろうからと、そのままだ。

　魔物。人類の仇敵カタキ。

　だがヴィオラは……にやにやと少し品の無い笑顔のまま、当たり前の様な態度でジンゴ達についてきた。同乗を拒きよ否ひして暴れ出したら厄やつ介かいだと、アルノルトもジンゴ達と共に機車に乗ろうとするヴィオラを拒こばみきれず……結果、今もこの魔ま人じんはジンゴ達の傍に居る。

　一体何を考えているのか。どうにも摑つかめない。

　だが青年騎き士しとの戦せん闘とうで魔力をほぼ使い果たしているジンゴでは、万が一にもこのヴィオラとの戦闘になった場合──まず勝ち目が無い。

　だがヴィオラはジンゴ達に対して攻こう撃げきする様子は見せず、公安パブリツ騎士クナイツ達とも共きよう闘とうした。

　とりあえずは──あくまでとりあえずだが──問答無用で斃たおしておくべき『敵』ではないとジンゴは判断していた。それでもメイベルはひどく不安な様で、ずっとジンゴの隣となりで彼の服の裾すそを摑んでいたが。

　で──

「此処ここで良いか？」

　目についた店の前で立ち止まり、ジンゴはメイベルにそう問うた。

「…………」

　無言で頷くメイベル。

　正直、彼女にしてみれば食事なんかをしている場合ではないのだろう。何しろ魔物が自分のすぐ近く、手を伸ばせば触ふれられる様な場所にいるのだから。

　対してヴィオラは何処か獰どう猛もうな印象の笑顔のまま、無言でジンゴ達についてくる。

　先さき程ほどから沈ちん黙もくを保っているのは、迂う闊かつに喋って魔物と察せられたりしないようにとの用心からだろうか。割と流りゆう暢ちように人間の言葉を喋ってはいた様だが、やはり声のイントネ抑揚ーシヨンやら単語選びやらでヴィオラの台詞せりふ回しには違い和わ感が残る。

（俺達もそうだったな……）

　魔物の支配する街に入った時の事をふと思い出すジンゴ。

　魔王を暗殺する為ためにジンゴ達は〈角欠ホーンけレス〉を装って近づいた。流暢に人語を喋るとむしろ不ふ審しんがられるので、敢あえて片言の喋り方をしたものだ。

　人間と魔物、支配者と潜せん入にゆう者の立場は逆になっているが……

「いらっしゃいませ。お三方で？」

　店の中から出てきた給きゆう仕じにジンゴは曖あい昧まいに頷いて見せた。

　ナサニエル通りで食事をしようと思えば、選せん択たく肢しは多い。手軽に屋台で適当なものを買って食べながら歩くもよし、酒バ場ーで食べるもよし、奮発する積もりがあるなら個室のある料理屋という手も在る。

　店構えのみならず、料理の内容も多様で……ナサニエル通りはジンゴ達の様な東方域難民のみならず、北方域、南方域からの難民も少なからず居おり、彼等の民族色が色いろ濃こく出た料理を出す店が必ず一いつ軒けんは存在するのだ。

　ジンゴが選んだのは北方域の料理を出す露ろ店てん……路上に卓テーブルと椅い子すを並べている店だった。屋台とは異なり、調理は建物の内にある店てん舗ぽで行う。客は猥わい雑ざつなナサニエル通りの風景を眺めつつ、自身もその風景の一部となって食事をとる、という寸法だ。

「好きなものを頼たのめ」

　とジンゴは言ったものの、メイベルは北方域の料理を知らないので注文のしようが無い。ヴィオラも同様──というか下手へたをすれば読み書きが出来ない可能性が在る。それとも人間の都市に潜入する為に、言葉と同様、文字も学習してきたのか。

　仕方なくジンゴは適当に幾いくつかの料理を頼んだ。

　この数日で、メイベルは基本的に食べ物に関する好き嫌きらいはあまり無いというのが分かっている。大たい抵ていの孤こ児じ院いんは余よ裕ゆうが無く、破は綻たんの一歩──いや半歩手前で運営されている。食べ物の選えり好みなどしていられなかったのだろう。

「……承うけたまわりました。しばしお待ちを」

　そう言って給仕が店の奥に引っ込むと、卓を囲む三人の間に奇き妙みような沈黙が横たわった。

　ヴィオラは沈黙したまま、メイベルはちらちらとヴィオラの様子を窺うかがっているがやはり自分からは喋らず、ジンゴは──ヴィオラに問い質ただしたい事が幾つも在ったのだが、戦闘による疲ひ労ろうもあって、会話するのも億おつ劫くうになっていた。

　さてどうしたものか。

　ジンゴはそんな事を考えながら──料理を注文した際に、給仕が置いて行った硝子ガラスの水コ飲ツ筒プへと視線を落とす。

「…………」

　鏡の様に周囲の風景を映し出す水面。

　そこに、ジンゴの顔と──そしてトバイアスやセオドアのものらしき影かげが映っている。

　今日はジョスリンの姿は映っていないが、だからといって呪のろいが解けたという訳でもあるまい。亡ぼう霊れい達は気き紛まぐれで理り不ふ尽じんだ。居なくなったかと安心していると、思わぬ所に姿を映して存在を主張してくる。ジンゴはこの七年間で嫌いやという程にそれを理解していた。

　ジンゴのかつての仲間達は、魔王がいまわの際に掛かけた呪いによって、延々とこの七年間、死に損そこなっている。肉体は滅ほろんだが、その精神は救われぬまま、死の瞬しゆん間かんの苦く悶もんに苛さいなまれ続け、亡霊となってジンゴにつきまとっているのだ。

　ジンゴにとっては、家族と同じかそれ以上に大切な仲間達だった。

　共に死線をくぐり抜ぬけ、敵てき陣じんの只ただ中なか身を寄せ合い、お互たがいに信じ合って、およそ不可能と思える難事に挑いどんだ。単なる戦友という言葉では表しきれない程の繫つながりがジンゴ達にはあった──あった筈はずだった。

　だが……

「──仲間の様になるのは、恐おそろしいか」

　ふとそんな声が耳に触れた。

　ジンゴが水飲筒を持ち上げると、水面に新たな人影が映る。

「…………」

　──魔王。

　ジンゴは眼めを細めると、声を落として言った。

「小こ娘むすめを俺に押しつけて何処をほっつき歩いてた？」

　ジンゴはメイベルを一いち瞥べつするが、彼女は何故なぜか、唐とう突とつに眠ねむってしまった様だった。

　両手で包み込む様に水飲筒を持ちながら、眼を閉じて項うな垂だれている。最初に魔王が現れた時と同じ状態だ。

「何処にも行ってはおらんよ。今は足も無い身でな」

　皮肉げな口調で魔王はそう言った。

「何処にも行く事等できん。ただ、こうして貴様と話をしようとすると、機を見計らう必要があるのでな」

「機を見計らう？」

「幾つかの要素が絡からんでおってな。常に『出てこられる』訳ではないという事じゃ」

「…………」

　眉まゆを顰めるジンゴ。

　かつての仲間達と違ちがい、魔王は、呪いによって精神を固定されているという訳でもなさそうだが……そもそもこの亡霊というのはどういう理り屈くつで存在しているのか。理屈など無いのかもしれないが。

「とりあえず、妾わらわの頼みを聞いてはくれているようじゃな。感心な事じゃ」

「取り引きだ。お前がそう言った」

　ジンゴは水面に映る小さな小さな魔王を睨にらみながらそう言った。

「本当に呪いは解除出来るんだろうな？」

「妾はもう魔法を使えぬ身じゃが、解呪の手順位は教えてやれよう」

　と鏡面の中の魔王は笑う。

　魔王の──呪い。

　仲間達をジンゴにつきまとう亡霊と化したそれは、当然ながら、ジンゴにも掛かったままだ。つまりジンゴは死ねば自分がどうなるか……四六時中見せつけられている事になる。恐らく死の苦痛と恐きよう怖ふの瞬間に固定されたまま、永えい劫ごうに苦しみ続けるのだろう。既すでに死んでいる以上、その苦痛に『終わり』は無い。

　だからこそジンゴはどれだけ現実に、人生に、絶望していたとしても死ねない。自ら死を選べない。死ねばむしろ絶望から永遠に逃のがれられなくなる。

「……一体、何がどうなっている？」

　ジンゴは水飲筒を再び卓の上に戻もどしながら問うた。

　これもどういう理屈か分からないが、姿と異なり、声はごくごく普ふ通つうにジンゴには聞こえる。いちいち魔王の顔を見ていなくても話は出来る様だった。

「貴様は知らずとも良い事じゃ」

「そうはいくか」

　ジンゴは吐はき捨てる様に言った。

「事情が分からなければ、相手の動きも予測出来ない。そもそも守れというが、それはいつまでだ？　そして誰だれからだ？」

「…………」

「公安騎士だけではないのだろう？　恐らくその背後に議員が居る。それも複数」

　あるいはファーニヴァルにおける権力者達の総意という事もあり得る。

「連中が本気になれば軍だって動かせるだろう。さすがにそうなればとても守り切れるものじゃない」

「ふむ？　随ずい分ぶんと弱気じゃな」

「ほざくな。取り引きというが、具体性の無い曖昧な話など、取り引きとして成立しない。全すべて話せ。さもないと俺は降りるぞ」

「呪いを解く機会を手放すか？」

「場合によってはな」

「強がるな。仲間の様になるのが恐ろしゅうて、意い地じ汚きたなく生き続けておるくせにな」

　そう言って嘲ちよう笑しようする魔王。

　だが──

「まあ、良いわ。躊ちゆう躇ちよしながら闘たたかっては、守れるものも守れんだろうしな。だが妾も全てを把は握あくして居る訳ではないぞ。先にも言ったが色々と不自由な身の上でな。いや。既にこの身は無い訳じゃが」

「冗じよう談だんは繰くり返されると白けるな」

「冗談ではなく皮肉じゃよ」

　と魔王は言い、それから溜ため息いきを一つ。

　魔王の言葉をそのまま借りれば、肉の身の無い今の魔王が、どうやって溜息をついているのかは分からないのだが。

「この小娘はな、人間と、魔人の間に生まれた子よ」

「…………」

「驚おどろかんな」

　若じやつ干かん、拍ひよう子し抜ぬけした様子で魔王は言った。

「驚いてるよ」

　とわずかながらも溜りゆう飲いんが下がる想おもいでジンゴはそう応じた。

　既にアルノルトから『そうであるらしい』という話は聞いていたが、あくまで噂うわさ話ばなしであって確証がとれていた訳ではない。全く別の方面からその話が出た事を思えば、それが事実である可能性は何倍にも跳はね上がった。

　メイベルは人間と魔ヴイ物シヤスの混血児。

　だがその事を──本人は知らない。そして彼女が魔物の血を引いていると思える様な行動や能力が今まで確かく認にん出来た訳でもない。

「半人半魔──か」

　本来、人間と魔物の間に子供など出来ない。

　獣けもの型がたの魔物は勿もち論ろんだが、擬ぎ人じん型魔物であったとしても、既にその身は魔物として書き換かえ終わっているので、姿形こそ似ていても別の生き物──子供を生なす事など出来ない。出来ない筈だった。少なくともそれが常識だった。

　だが……魔物は魔法で自分の身体からだをいじれる。

　魔物は恣し意い的てきに自分の姿形をある程度まで変える事が出来る。だからこその異形であり、だからこその精強さなのだ。人間も〈加速アクセル〉や〈治癒キユア〉など自身に作用する魔法を使う事はあるが、一時的なもので、完全に変えてしまう事は出来ない。大抵は肉体の均きん衡こうを失ってしまうからだ。

「魔物が、その気になれば人間の子を産む事だって出来るんじゃないかという話は、何度か聞いた」

　勿論……〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の魔ま人じん娼しよう婦ふ達は、そんな事はしない。出来たとしてもする意味が無い。何の利益も無い。以前、ジンゴがゲルダやレイチェルとその種の話をした時も、単なる与よ太た話以上の意味は無かった筈だ。

　しかし──

「然さ様ようか。まあ、以前よりごく希まれにある事でな」

　と魔王は何故か感かん慨がい深そうな表情で言った。

「ルドミラも──妾もそうであった」

「……なに？」

　さすがにジンゴも驚いた。

　魔王が──魔物の中の魔物が人間との混血。

「ルドミラ？」

　魔物は基本的に名前を持たない。

　便べん宜ぎ的に名乗る場合も在るが、大たい抵ていは人間の街に潜せん入にゆうする為ために魔人が名乗る程度だ。

　人類の歴史上、確認されている魔王はただ一体だけだが、あるいは人類が知らなかっただけで……この魔王の前に、名を名乗っていた魔王が居たのか。

　それとも──

「ルドミラというのはこの身体の名じゃ」

　と自分の胸に手を当てて魔王は言った。

　その手の甲こうに独特の紋もん様ようが刻まれているのが見える。そう。確かジンゴは以前にも見た。聖せい伐ばつ大戦の終しゆう盤ばんにジンゴが〈サクラ〉で突つき刺さした手──そこに刻まれていたものと同じ紋様である。これが魔王の証あかしなのか、それとも単にその身に自ら焼き込んだ魔法術式なのかまでは判断がつかなかったが。

　確かにコレはジンゴ達が斃たおした、あの魔王なのだろう。

　だが──

「元々ルドミラは人間と魔族の間に生まれた娘むすめでな。我が依より代しろとなった。妾も酔すい狂きようで人間を真似まねて名乗る時はルドミラと名乗っておったよ。そうじゃな、今は魔王の立場にも無い故ゆえ、ルドミラと呼ぶが良いぞ。妾も貴様をジンと呼んでやろう」

「…………」

　顔をしかめるジンゴ。

　魔王の、しかも亡ぼう霊れいの癖くせに、まるで人間の様な事を言い出した。

　だが──

（人間との混血？　人間との──受じゆ胎たいの為にその身体を人間に戻して？）

　魔物が人間に合わせて身体を作り変え、人間との間に子をなす事が出来るというのなら、生まれた子は半分以上──いや、むしろ人間そのものではないのか。

（魔王が人間？　いや……）

　メイベルと異なり、以前、ジンゴが倒たおした魔王には角ホーンが在った。

　つまり、魔王の苗なえ床どこが人間と魔物の混血であったという事か？

　しかし──もしそうだとして、その事にどういう意味がある？

　元々魔物の血を引く混血児は、人間よりも魔物発生の苗床として優すぐれているという事なのか？

　だとすれば……

「ひょっとして、お前は……お前達は」

　ジンゴは眼めを細めて言った。

「メイベルを苗床に、次世代の魔王を生み出すつもりか……？」

「…………」

　魔王は曖あい昧まいに笑って答えない。

　だがそれならば、色々と筋は通る。

　もし議会の連中が、メイベルが次世代の魔王の素体としての適性を持っているという事を、どうにかして知ったのならば……是ぜが非でも魔王の『復活』を阻そ止ししたいと考えるだろう。

　魔物は確かに精強で凶きよう暴ぼうな生き物だが、魔王という統とう率そつ者が居なければ、野に居る獣と大差は無い。人間の側は武器と魔法とそして集団戦法を用いれば、充じゆう分ぶんに魔物を狩かる事が出来るし、実際──魔ジエ力ネレ源ータとしてファーニヴァルの中央街区地下や、番外区で飼われている魔物は、猟りよう魔ま組合と呼ばれる組織が捕ほ獲かくしてくる。

　つまり魔王の存在が、魔物という種族そのものを人類にとっての脅きよう威いに──いや『敵』に変えるのだ。

　だからこそかつて、魔物との戦争において劣れつ勢せいを強しいられた人類は、〈勇者ブレイブ〉部隊を送り込み、起死回生の策として魔王の暗殺を試みた。魔王さえ居なければ魔物は軍を成さず、人間は魔物を各個撃げき破は出来たからだ。

　実際、人類はその魔王暗殺に成功し、奇き跡せき的に形勢を逆転──戦争に勝利した。

　だが……魔王という特異な魔物がどうやって発生したのかは、分かっていない。賢けん者じや達は色々と戦争後も研究を重ねていた様だが、具体的に何か分かったという話をジンゴは聞いていない。

　ただ、もし魔王が──魔王という個体が再び現れたならば、人類はまたあの悪夢の如ごとき永い聖戦をせねばならない。そして今度も勝てるとは限らないのだ。

「…………」

　かつて人類を守る為にジンゴは〈勇者〉となって魔王を殺した。

　いや。違ちがう。ジンゴが戦ったのは人類を守る為などではなかった。

　単に妹や両親や祖父の復ふく讐しゆうがしたかっただけだ。魔物さえいなければ──魔王が魔物の軍を作って攻せめ込んでさえこなければ、ジンゴ達は故郷の街で穏おだやかに暮らせていたのだから。直接ではなかったにせよ、ジンゴの家族は魔物達に殺されたも同然だった。

　だが復讐というのならばジンゴはそれを果たした。

　間違いなくジンゴは魔王を殺した。

　その時点でジンゴの目的は果たされた。トバイアス達と共に亡なき骸がらを焼き払はらい、折った角を魔ま王おう討とう伐ばつの証として持ち帰り、人類の英えい雄ゆうとなったが、それはジンゴにとってただの結果に過ぎない。

　ただ──

「妾わらわを討うった殺し屋共の内、何故なぜ、貴様だけが生き長らえておるのか、細かい事情は知らぬがな。おおよその想像はつく。人間の性さがについては、よく知っておるからな。ジンよ。人類の『勇者』よ。『魔王殺し』よ。貴様の人類に対する献けん身しんは報むくわれたか？」

「…………」

　ジンゴは唇くちびるを嚙かむ。

　勿論──報われてなどいない。

　それどころか当時のファーニヴァル公こう爵しやくを含ふくめ権力者達は『英雄』を煙けむたがった。魔王が討たれれば最も早はや用済み、とばかりにトバイアス達を毒殺したのだ。ジンゴはたまたま偶ぐう然ぜんが重なって『死の晩ばん餐さん会』に出席出来ず、毒殺を免まぬがれたが──報復としてトバイアス達の謀ぼう殺さつを実行した連中の何人かと、ファーニヴァル公爵を暗殺した。

　魔王を討つ事に比べればそれはひどく呆あつ気けないもので、ジンゴはその後、仲間達の後を追って死ぬ積もりだったのだ。

　だが……死ねなかった。

　トバイアス達の亡霊を見てしまったからだ。自分にも魔王の呪のろいが掛かかっている。死ねばトバイアス達と同様に永えい劫ごうの苦しみの中に固定されてしまう。命いのち懸がけで守り救った者達に裏切られた驚きと嘆なげきと怒いかりと……それらの感情に押しつぶされながらも、消えてしまう事すら出来ない。

　そこに救いは微み塵じんも無く、ただ絶望だけが在った。

　その後、ジンゴが行ったファーニヴァル上層部への、一連の暗殺は『四英雄の乱心』という形で民衆に知らされる事になった。それは勿論、生き残った権力者達が事件を都合良く利用しただけの事だが──結局、ジンゴは仲間達の復讐をする事で、仲間達の名声を地に墜おとしてしまった事になる。

「今いま更さら、人類に忠義立てするか？」

　ジンゴの内心を見み透すかしたかの様に魔王が笑う。

「むしろ復讐したくはないか？　『魔王殺し』が新たな魔王の誕生に手を貸す──人間共はさぞ驚くじゃろうな。ないがしろにされた溜飲も下がろうぞ」

「…………」

「先さき程ほど、いつまで？　と問うておったな。この小こ娘むすめが魔王の依り代として最善の状態になるにはあと一年程度は必要じゃ。それまで人間共から守ってくれればそれで良い。小娘が魔王となった暁あかつきには、呪いの解除も出来ようぞ」

「……結構なご提案だがな」

　ジンゴは唸うなる様な声で言った。

「何故、俺にこだわる？」

「……ふむ？」

「他ほかに伝手つてが無い、と言っていたな？」

　だから仇敵カタキたるジンゴを頼たよらざるを得ないのだと。

　だが魔王ならば配下の魔物を呼びつければ良いだけだ。そして現にヴィオラはファーニヴァルに潜入してきた。魔人ならば角を隠かくして都市内部で活動する事も出来る。その気になれば都市外へとメイベルを連れ出す事も出来るのではないか。

　その方が何かと面めん倒どうが無い筈はずだ。

「この魔人はお前が呼びつけたんだろう？　俺になど頼らずとも、この魔人と一いつ緒しよにファーニヴァルの外に逃にげれば良いだけだろう？」

　ジンゴは卓テーブルを挟はさんで向かいに座っているヴィオラを示す。

「…………」

　ヴィオラは──曖昧な笑えみを浮うかべながら右手を掲かかげる。

　拳こぶしを握にぎって見せて、そこから一本──人差し指を立てた。『ひとつ』と数えるかの様な仕草だが、そこに何の意味が在るのだろうか。

「魔人……？」

　鏡像の魔ま王おうが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

　そして──

「……其奴そいつは、まさか、魔物か？」

「『まさか』？」

　まるで今初めてヴィオラの存在を知ったかの様な口くち振ぶりである。

　ヴィオラは魔王が護衛の為に呼び寄せたのでは無いのか。

　だとしたら──

「──!?」

　ヴィオラは笑顔のまま、ジンゴに向けて人差し指を突きつける。

　その先端が──鋼はがね色の鋭するどい爪つめが、剣けんの様に伸のびてジンゴの首を刺し貫つらぬいたのは、次の瞬しゆん間かんであった。










　あとがき




　どうも、スニーカー文庫では初めまして、小説屋の[image: ]さかきです。

『永き聖戦の後に　ストレイ・シープ』をお届けいたしまする。




　黒いのから白いのまで色々書いている私ですが、本作は昨今の流行に真っ向から背を向けている黒系です（笑）。人は死にます、血も出ます。首も飛んだりします。主人公からして身を持ち崩くずした元勇者で娼しよう館かん（及およびその周辺）の用心棒ですし。

　ジャンル的にはマジック・パンク系でしょうか。

　まあ私の作品の内、『ストレイト・ジャケット』や『イコノクラスト！』等をお読みになってくださっている読者の方々ならば『ああ、[image: ]お得意のアレね』とご理解いただけるかと思います（笑）。

　でも最近はなかなかこの手の作品を書く機会が無くて。

　スニーカー文庫の編集部もよくこの企画を通してくれたものです。

　編集長のＳ氏及び前編集長のＭ女史に感謝。




　本作はいわゆる魔ま王おう討とう伐ばつの『勇者』のその後を描えがいている訳ですが、実際には『英えい雄ゆうは死なずただ消え去るのみ』とはいかないよなあ、という発想から本作は出来上がっております。

　ついでに魔族、魔物、としばしばファンタジーでは当然の様に出てくる敵役達についても、もうちょっと色々突つっ込んで考察したりしつつ、定番の『軍勢ではなく少数精せい鋭えいの勇者パーティが魔王を討うつ』という構図についても色々理り屈くつをこねくり回して考えてみたり。

　こういう部分はデビュー作の『ドラゴンズ・ウィル』から変わりませんね。

　面めん倒どうくさい性分だと自分でも分かっているのですが（笑）。




　ともあれ、久々のハードで黒い系の新作です。

　読者の方々にはご堪たん能のういただければ幸いです。
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